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Ⅰ ＜質　問　一　覧＞
（１）生活環境や日常生活で感じていることについて

問 １ あなたは日頃からウォーキングなど、何かスポーツに取り組んでいますか。 4
問 ２ あなたは日頃から読書、映画、音楽、スポーツや趣味などに取り組んでいますか。 6
問 ３ あなたは日頃から文化や芸術を鑑賞したり、自ら活動を行ったりすることがありますか。 8

問 ４ 65歳以上の方にお伺いします。あなたは、地域において何か活動（老人クラブ、公民館活動、趣味のサークル等）
をしていますか。 10

問 ５ あなたは、『学校だより』などをどのくらいの頻度で読んでいますか。 12
問 ６ 倉吉市は、高齢期になっても安心して暮らせるまちだと思いますか。 14
問 ７ あなたは、ご自身が心身ともに健康だと思いますか。 16
問 ８ あなたは、自らが自主的に健康づくりのための活動に取り組んでいますか。 18
問 ９ あなたは、日頃から利用している「かかりつけ医」を持っていますか。 20
問10 あなたは、年に１回は健康診断を受診していますか。 22
問11 あなたは、身近な場所で必要な時に適切な医療サービスが受けられていると思いますか。 24
問12 あなたは、日頃から買い物などをする際に、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などを利用していますか。 26
問13 あなたは、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などの商店街は買い物しやすく魅力があると思いますか。 28
問14 あなたは、買い物をするときに、マイバッグ等買い物袋を持参していますか。 30
問15 あなたは、ご自身や家族が悪質商法などの消費者被害にあわないように正しい知識を身につけていると思いますか。 32
問16 あなたは、消費者トラブルや消費者問題など消費生活に関する情報が、適切に得られていると思いますか。 34
問17 あなたのお住まいの地域では、いつどこで起きるかわからない災害に備えた防災体制が整っていると思いますか。 36
問18 あなたは、倉吉市の文化財を知っていますか。 38
問19 あなたは、倉吉市の情報を得るために、日頃から市役所のホームページや市報くらよしを見ていますか。 40

問20 あなたは、倉吉市全体が、自然、商業・工業地域、居住地域などの土地利用のバランスがとれていると思いま 
すか。 42

問21 あなたは、地域のまちづくりに自分の意見を反映させたり、実際の活動に参加したいと思いますか。 44

問22 あなたのお住まいの地域では、自治公民館活動等を通じ、市民同士がお互いに支え合い、助け合っていると思いま
すか。 46

問23 あなたは、倉吉市は「暮らし良し」まちだと思いますか。 48

（２）子育て環境について
問24 あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。 50
問25 中学生以下のお子さんがいる方にお聞きします。あなたの世帯では、子育てと仕事がうまく両立できていますか。 51

問26 中学生以下のお子さんがいる方にお聞きします。倉吉市は、子育てと仕事が両立しやすい環境が整っていると思い
ますか。 53

問27
中学生以下のお子さんがいる方にお聞きします。あなたは、子育てに不安を感じていますか。 54
「１．かなり不安である」「２．どちらかと言えば不安である」と答えた方にお伺いします。あなたが感じている
不安の内容はどのようなものですか。 56

（３）倉吉市の取組の現状の満足度と今後の取組への重要度について

問28
倉吉市では、農業が持続的に発展していく取組を行っています。この取組に満足していますか。 58
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 60

問29
倉吉市では、地域の経済活動が力強く行われ、地元での消費が活発に行われる取組を行っています。この取組に満
足していますか。 62

また、この取組は今後も重要だと思いますか。 64

問30
倉吉市では、安定した雇用を確保する取組を行っています。この取組に満足していますか。 66
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 68

問31
倉吉市では、地域資源を活かして観光客を増やす取組を行っています。この取組に満足していますか。 70
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 72

問32
倉吉市では、子育てに希望と喜びを感じられる子育て支援の取組を行っています。この取組に満足していますか。 74
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 76

問33
倉吉市では、高齢者が住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らすことが出来る取組を行っています。この取組に満
足していますか。 78

また、この取組は今後も重要だと思いますか。 80
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（３）倉吉市の取組の現状の満足度と今後の取組への重要度について

問34
倉吉市では、健康づくりを推進する取組を行っています。この取組に満足していますか。 82
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 84

問35
倉吉市では、人権尊重と男女共同参画の実現を目指す取組を行っています。この取組に満足していますか。 86
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 88

問36
倉吉市では、生きる力を育む学校教育の充実を目指す取組を行っています。この取組に満足していますか。 90
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 92

問37
倉吉市では、文化･芸術活動を振興する取組を行っています。この取組に満足していますか。 94
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 96

問38
倉吉市では、県外からの移住者や交流を持つ人を増やす取組を行っています。この取組に満足していますか。 98
また、この取組は今後も重要だと思いますか。 100

問39
倉吉市では、地区コミュニティセンターを拠点に、地域住民が地域づくりに参画する取組を推進しています。この
取組に満足していますか。 102

また、この取組は今後も重要だと思いますか。 104

（４）人権について
問40 あなたは、男性は外で働き、女性は家庭を守るべきであるという考え方をどのように思いますか。 107
問41 あなたの身の回りでは、社会における男女の機会均等がはかられていると思いますか。 109

問42 ２人以上の世帯の方にお伺いします。あなたの世帯では、男女の区別なく家事、子育て、介護を分担して行ってい
ると思いますか。 111

問43
あなたは、過去５年間に差別や人権侵害を受けたことがありますか。 113
「２．差別や人権侵害を受けたことがある」という方に質問です。どのような人に相談しましたか。 115

問44 あなたは、過去５年間に人権問題に関する学習会や講演会・研修会に参加したことはありますか。 117
問45 あなたは、職場や学校、地域など身近なところで、人権が十分に保障されていると感じていますか。 119

問46 あなたは、同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実（就職・結婚差別・差別発言・落書き・イン
ターネット上の書き込み等）についてどのくらい知っていますか。 121

（５）生活に関する総合満足度について

問47

あなたは、倉吉市での生活にどの程度満足していますか。 124
「１．とても満足している」「２．どちらかと言えば満足している」と答えた方にお伺いします。その理由は何で
すか。 126

「３．どちらかと言えば満足していない」「４．満足していない」と答えた方にお伺いします。その理由は何ですか。 127

問48
あなたは、これからも倉吉市に住み続けたいと思いますか。 129
「３．いずれは市外に引っ越したい」「４．すぐにでも市外に引っ越したい」と答えた方にお伺いします。その理
由は何ですか。 131

調査回答者の属性
問49 あなたの性別について 133
問50 あなたの年齢について 133
問51 あなたの職業について 133
問52 あなたのご家族の構成について 134
問53 あなたが同居するご家族について 134
問54 あなたの婚姻状況について 134
問55 あなたの世帯全体の年間収入について 135
問56 あなたのお住まいの形態について 135
問57 倉吉市に何年住んでいますか 135
問58 あなたのお住まいの地区について 136

問59
あなたの世帯は、お住まいの地域の自治公民館等に加入していますか。 137
「１．加入している」と答えた方にお伺いします。その理由は何ですか。 139
「２．加入していない」と答えた方にお伺いします。その理由は何ですか。 140

★�倉吉市が行う地方創生に関する取組、まちづくりや行政サービスについて、ご意見・ご提案等がありましたら 
自由にご記入ください。 141
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Ⅱ　2025年度倉吉市民意識調査結果の概要

１　調査の目的
　倉吉市では、より効率的で質の高い行政サービスの実現をめざし、各施策に成果指標を設定しています。
このアンケートは、その達成度を測定するためのものです。また、アンケートを実施することにより、皆さ
んの生活実態、問題意識や行動実態などの現状値を把握し、今後の市政運営の参考とするものです。

２　調査の期間
　調査の期間は、2025年４月18日（金）から５月23日（金）まで

３　調査の内容
（１）調査項目
　　①生活環境や日常生活で感じていることについて（問１～問23）
　　②子育て環境について（問24～問27）
　　③倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について（問28～問39）
　　④人権について（問40～問46）
　　⑤生活に関する総合満足度について（問47～問48）
（２）調査回答者の属性（問49～問59）

４　調査の方法
　調査にあたっては、2025年３月10日現在、本市に住所を有し、かつ2025年３月10日現在で20歳以上の
方（準世帯は除く）から2,500人を年齢層ごとの人口比率に応じて無作為に抽出し、郵送等によるアンケー
ト調査票の配布・回収の方法で実施しました。

５　回収結果

６　その他
（１）�集計分析結果は、「１．集計結果」については、各設問ごとに回答が不明なものを除いた実回答数を

分母とした構成比とし、「２．調査回答者の属性」については、有効回答数の1,014人（不明含む）
を分母として全体の構成比としています。

（２）�各設問においては、基本的に「性別」「年代別」「地区別」の３項目のクロス集計を記載しています
が、特に差が見られなかった項目などは、省略している場合があります。また、集計は小数点第２位
を四捨五入しています。従って、集計表の内訳の合計が100％と一致していないことがあります。

（３）�各設問において、集計結果のうち〔全体〕の結果については、今年集計数値の後に昨年の集計数値を
（　　）で記載しています。

年代別
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明

対象者数 411人 332人 531人 465人 299人 462人 －

有効回答数 91人 97人 154人 161人 163人 272人 76人

構成比 9.0% 9.6% 15.2% 15.9% 16.1% 26.8% 7.5%

全体
対象者数 有効回答数 有効回収率

2,500人 1,014人 40.56%
※2024年度：41.72％（対象者数：2,500人）
※2023年度：38.22％（対象者数：2,504人）

性別
男 女 無回答 不明

対象者数 1,220人 1,280人 － －

有効回答数    425人    536人 39人 14人

構成比   41.9%   52.9% 3.8% 1.4%

地区別
上北条 上井 西郷 上灘 成徳 明倫 灘手 社 北谷 高城 小鴨 上小鴨 関金 不明

対象者数 132人 402人 278人 304人 144人 167人 44人 293人 61人 93人 339人 78人 165人 －

有効回答数 56人 147人 94人 99人 49人 69人 16人 111人 22人 34人 141人 36人 85人 55人

構成比 5.5% 14.5% 9.3% 9.8% 4.8% 6.8% 1.6% 10.9% 2.2% 3.4% 13.9% 3.6% 8.4% 5.4%
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Ⅲ　集計分析結果

１　集計結果
（１）生活環境や日常生活で感じていること

問１　あなたは日頃からウォーキングなど、何かスポーツに取り組んでいますか。
　１．ほぼ毎日取り組んでいる
　２．週に１回程度取り組んでいる
　３．月に数回取り組んでいる
　４．年に数回程度しか取り組んでいない
　５．全く取り組んでいない

［全体］
「１．ほぼ毎日取り組んでいる」「２．週に１回程度取り組んでいる」「３．月に数回取り組んでいる」と答えた人は 47.6％（昨
年 48.7％）で、「４．年に数回程度しか取り組んでいない」「５．全く取り組んでいない」と答えた人は 52.4％（昨年
51.2％）という結果になっています。

ほぼ毎日取り組んでいる

17.5%

週に1回程度取り組んでいる

18.5%

月に数回取り組んでいる

11.6%

年に数回程度しか取り組

んでいない

15.0%

全く取り組んでいない

37.4%

［性別］
日頃からウォーキングなど、何かスポーツに取り組んでいると答えた人は、男性が 52.6％、女性が 45.0％と男性がやや
高い結果になっています。

39人

529人

416人

計984人

ほぼ毎日
取り組んでいる

週に1回程度
取り組んでいる

月に数回
取り組んでいる

年に数回程度しか
取り組んでいない

全く
取り組んでいない

10.3%

14.0%

22.8%

17.9%

18.9%

18.0%

12.1%

11.8%

10.3%

14.4%

16.1%

59.0%

40.6%

31.3%

その他

女

男

2.6%
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27.7%

21.0%

15.0%

9.1%

9.3%

9.9%

20.4%

18.5%

12.5%

14.9%

22.7%

23.1%

8.5%

11.1%

14.4%

13.0%

16.5%

12.1%

10.0%

15.4%

20.0%

18.2%

13.4%

18.7%

33.5%

34.0%

38.1%

44.8%

38.1%

36.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

260人

162人

160人

154人

97人

91人

計924人

ほぼ毎日
取り組んでいる

週に1回程度
取り組んでいる

月に数回
取り組んでいる

年に数回程度しか
取り組んでいない

全く
取り組んでいない

［年代別］
日頃からウォーキングなど、何かスポーツに取り組んでいると答えた人は、年代ごとに 30％～ 50％台とバラつきがあり、
70 代以上が 56.6％と最も高く、次いで 60 代が 50.6％という結果になっています。

85人

35人

138人

34人

22人

106人

16人

69人

48人

99人

91人

147人

55人

計945人

ほぼ毎日
取り組んでいる

週に1回程度
取り組んでいる

月に数回
取り組んでいる

年に数回程度しか
取り組んでいない

全く
取り組んでいない

14.1%

8.6%

15.9%

23.5%

13.6%

17.0%

6.3%

20.3%

20.8%

19.2%

20.9%

19.0%

10.9%

18.8%

25.7%

13.8%

23.5%

4.5%

17.0%

18.8%

17.4%

27.1%

21.2%

19.8%

16.3%

23.6%

16.5%

8.6%

15.2%

8.8%

0.0%

12.3%

18.8%

8.7%

6.3%

11.1%

13.2%

12.9%

9.1%

17.6%

20.0%

13.0%

14.7%

22.7%

14.2%

25.0%

13.0%

16.7%

15.2%

11.0%

17.7%

9.1%

32.9%

37.1%

42.0%

29.4%

59.1%

39.6%

31.3%

40.6%

29.2%

33.3%

35.2%

34.0%

47.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
日頃からウォーキングなど、何かスポーツに取り組んでいると答えた人は、多くの地区が 40％～ 50％台という中、北谷
地区は 18.1％という結果になっています。
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問２　あなたは日頃から読書、映画、音楽、スポーツや趣味などに取り組んでいますか。
　１．ほぼ毎日取り組んでいる
　２．週に１回程度取り組んでいる
　３．月に数回取り組んでいる
　４．年に数回程度しか取り組んでいない
　５．全く取り組んでいない

［全体］
「１．ほぼ毎日取り組んでいる」「２．週に１回程度取り組んでいる」「３．月に数回取り組んでいる」と答えた人は 71.2％（昨
年 67.3％）で、「４．年に数回程度しか取り組んでいない」「５．全く取り組んでいない」と答えた人は 28.9％（昨年
32.7％）という結果になっています。

ほぼ毎日取り組んでいる

34.8%

週に1回程度取り組んでいる

18.1%

月に数回取り組んでいる

18.3%

年に数回程度しか取り組

んでいない

14.1%

全く取り組んでいない

14.8%

［性別］
日頃から読書、映画、音楽、スポーツや趣味などに取り組んでいると答えた人は、男性は 72.7％、女性が 71.8％と男女
間に差は見られませんでした。

23.1%

35.9%

35.4%

15.4%

17.0%

20.0%

20.5%

18.9%

17.3%

7.7%

15.0%

13.1%

33.3%

13.3%

14.3%

その他

女

男

39人

535人

421人

計995人

ほぼ毎日
取り組んでいる

週に1回程度
取り組んでいる

月に数回
取り組んでいる

年に数回程度しか
取り組んでいない

全く
取り組んでいない
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31.6%

32.1%

32.5%

35.1%

41.2%

49.5%

17.8%

17.3%

21.9%

11.7%

26.8%

13.2%

16.4%

18.5%

20.0%

20.1%

15.5%

23.1%

13.8%

18.5%

13.8%

16.2%

9.3%

7.7%

20.4%

13.6%

11.9%

16.9%

7.2%

6.6%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

269人

162人

160人

154人

97人

91人

ほぼ毎日
取り組んでいる

週に1回程度
取り組んでいる

月に数回
取り組んでいる

年に数回程度しか
取り組んでいない

全く
取り組んでいない

計933人

［年代別］
日頃から読書、映画、音楽、スポーツや趣味などに取り組んでいると答えた人は、いずれの年代も 60％～ 80％台で 20
代が 85.8％と最も高く、次いで 30 代が 83.5％という結果になっています。

85人

35人

141人

34人

22人

108人

16人

69人

49人

99人

93人

147人

56人

計954人

ほぼ毎日
取り組んでいる

週に1回程度
取り組んでいる

月に数回
取り組んでいる

年に数回程度しか
取り組んでいない

全く
取り組んでいない

23.5%

28.6%

36.9%

26.5%

27.3%

31.5%

18.8%

46.4%

38.8%

45.5%

31.2%

38.1%

30.4%

17.6%

22.9%

18.4%

29.4%

13.6%

13.9%

31.3%

20.3%

12.2%

20.2%

18.3%

15.6%

25.0%

21.2%

17.1%

12.1%

26.5%

9.1%

21.3%

31.3%

14.5%

26.5%

15.2%

17.2%

20.4%

21.4%

17.6%

8.6%

17.7%

14.7%

22.7%

13.9%

0.0%

8.7%

10.2%

9.1%

16.1%

17.7%

8.9%

20.0%

22.9%

14.9%

2.9%

27.3%

19.4%

18.8%

10.1%

12.2%

10.1%

17.2%

8.2%

14.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
日頃から読書、映画、音楽、スポーツや趣味に取り組んでいると答えた人は、地区ごとに 50％～ 80％とバラつきがあり、
高城地区が最も高く 82.4％、北谷地区は 50.0％という結果になっています。
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問３　あなたは日頃から文化や芸術を鑑賞したり、自ら活動を行ったりすることがありますか。
　１．ほぼ毎日行っている
　２．週に１回程度行っている
　３．月に数回行っている
　４．年に数回程度しか行っていない
　５．全く行っていない

［全体］
「１．ほぼ毎日行っている」「２．週に１回程度行っている」「３．月に数回行っている」と答えた人は17.0％（昨年16.0％）で、
「４．年に数回程度しか行っていない」「５．全く行っていない」と答えた人は 83.0％（昨年 84.0％）という結果になっ
ています。

ほぼ毎日行っている

3.1%

週に1回程度行っている

5.0%

月に数回行っている

8.9%

年に数回程度しか行ってい

ない

43.5%

全く行っていない

39.5%

［性別］
日頃から文化や芸術を鑑賞したり、自ら行ったりすることがあると答えた人は、男性が 16.6％、女性が 18.0％と男女間
に差は見られませんでした。

2.6%

2.8%

3.6% 4.5%

2.6%

5.6%

5.1%

9.6%

8.5%

38.5%

44.2%

43.1%

51.3%

37.8%

40.3%

その他

女

男

39人

534人

422人

計995人

ほぼ毎日
行っている

週に1回程度
行っている

月に数回
行っている

年に数回程度しか
行っていない

全く
行っていない
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3.0%

3.7%

2.5%

2.6%

4.1%

4.4%

6.7%

3.7%

5.6%

3.9%

2.1%

7.7%

8.9%

8.0%

7.5%

7.8%

10.3%

12.1%

42.6%

49.1%

50.0%

36.6%

40.2%

38.5%

38.9%

35.6%

34.4%

49.0%

43.3%

37.4%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

ほぼ毎日
行っている

週に1回程度
行っている

月に数回
行っている

年に数回程度しか
行っていない

全く
行っていない

270人

163人

160人

153人

97人

91人

計934人

［年代別］
日頃から文化や芸術を鑑賞したり、自ら行ったりすることがあると答えた人は、多くの年代で 10％台であるのに対して、
20 代は 24.2％という結果になっています。

85人

35人

141人

34人

21人

110人

16人

69人

49人

99人

93人

147人

56人

計955人

ほぼ毎日
行っている

週に1回程度
行っている

月に数回
行っている

年に数回程度しか
行っていない

全く
行っていない

3.5%

2.9%

3.5%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

5.8%

6.1%

2.0%

1.1%

4.1%

3.6%

3.5%

5.7%

4.3%

5.9%

0.0%

3.6%

6.3%

2.9%

6.1%

9.1%

3.2%

6.1%

7.1%

5.9%

2.9%

9.9%

2.9%

4.8%

9.1%

0.0%

10.1%

14.3%

13.1%

8.6%

10.2%

10.7%

37.6%

51.4%

42.6%

64.7%

38.1%

41.8%

43.8%

42.0%

57.1%

40.4%

51.6%

41.5%

26.8%

49.4%

37.1%

39.7%

26.5%

57.1%

43.6%

50.0%

39.1%

16.3%

35.4%

35.5%

38.1%

51.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
日頃から文化や芸術を鑑賞したり、自ら行ったりすることがあると答えた人は、地区ごとでバラつきがあり、成徳地区が
26.5％と最も高い結果になっています。
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問４　�65歳以上の方にお伺いします。あなたは、地域において何か活動（老人クラブ、公民館活動、趣
味のサークル等）をしていますか。

　１．ほぼ毎日行っている
　２．週に１回程度行っている
　３．月に数回行っている
　４．年に数回程度しか行っていない
　５．全く行っていない

［全体］
「１．ほぼ毎日行っている」「２．週に１回程度行っている」「３．月に数回行っている」と答えた人は28.2％（昨年25.7％）で、
「４．年に数回程度しか行っていない」「５．全く行っていない」と答えた人は 71.8％（昨年 74.2％）という結果になっ
ています。

ほぼ毎日行っている

3.1%

週に1回程度行っている

8.3%

月に数回行っている

16.8%

年に数回程度しか行ってい

ない

21.0%

全く行っていない

50.8%

［性別］
地域において老人クラブ、公民館活動、趣味のサークル等、何か活動をしていると答えた人は、男性が 29.8％、女性が
25.9％と男女間に大きな差は見られませんでした。

11人

217人

188人

計416人

ほぼ毎日
行っている

週に1回程度
行っている

月に数回
行っている

年に数回程度しか
行っていない

全く
行っていない

0.0%

0.0%

6.9%

0.0%

8.8%

8.0%

45.5%

17.1%

14.9%

9.1%

18.9%

23.9%

45.5%

55.3%

46.3%

その他

女

男
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［地区別］
地域において老人クラブ、公民館活動、趣味のサークル等、何か活動をしていると答えた人は地区ごとにバラつきがあり、
灘手地区が 44.4％と最も高く、次いで上井地区の 39.0％となっています。

39人

17人

53人

19人

14人

52人

9人

31人

19人

33人

39人

54人

21人

計400人

ほぼ毎日
行っている

週に1回程度
行っている

月に数回
行っている

年に数回程度しか
行っていない

全く
行っていない

5.1%

0.0%

1.9%

0.0%

7.1%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

5.3%

6.1%

0.0%

9.3%

0.0%

7.7%

5.9%

11.3%

0.0%

7.1%

5.8%

11.1%

6.5%

21.1%

3.0%

5.1%

13.0%

19.0%

17.9%

23.5%

17.0%

21.1%

7.1%

21.2%

33.3%

19.4%

0.0%

6.1%

12.8%

16.7%

19.0%

23.1%

41.2%

24.5%

31.6%

35.7%

19.2%

16.1%

26.3%

15.2%

30.8%

9.3%

19.0%

46.2%

29.4%

45.3%

47.4%

42.9%

51.9%

55.6%

58.1%

47.4%

69.7%

51.3%

51.9%

42.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条
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問５　�あなたは、学校が出している『学校だより』などをどのくらいの頻度で読んでいますか。
　１．毎回読んでいる
　２．時々読んでいる
　３．あまり読んでいない
　４．全く読んでいない

［全体］
「１．毎回読んでいる」「２．時々読んでいる」と答えた人は 46.1％（昨年 50.4％）で、「３．あまり読んでいない」「４．
全く読んでいない」と答えた人は 53.9％（昨年 49.6％）という結果になっています。

毎回読んでいる

19.8%

時々読んでいる

26.3%

あまり読んでいない

18.7%

全く読んでいない

35.2%

［性別］
地区の学校が出している『学校だより』などを読まれると答えた人は、男性が 40.1％、女性が 52.1％と女性が高い結果
になっています。

37人

516人

414人

毎回読んでいる 時々読んでいる あまり読んでいない 全く読んでいない

計967人

18.9%

24.2%

14.7%

16.2%

27.9%

25.4%

18.9%

17.6%

19.8%

45.9%

30.2%

40.1%

その他

女

男
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16.5%

12.7%

22.2%

35.3%

23.4%

5.6%

35.6%

31.8%

19.6%

25.5%

16.0%

11.1%

23.4%

28.7%

17.0%

12.4%

9.6%

12.2%

24.5%

26.8%

41.2%

26.8%

51.1%

71.1%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

261人

157人

153人

153人

94人

90人

毎回読んでいる 時々読んでいる あまり読んでいない 全く読んでいない

計908人

［年代別］
地区の学校が出している『学校だより』などを読まれると答えた人は、年代によってバラつきがあり、40 代は 60.8％で
あるのに対し、20 代は 16.7％という結果になっています。

毎回読んでいる 時々読んでいる あまり読んでいない 全く読んでいない

84人

34人

137人

34人

22人

107人

15人

67人

45人

98人

91人

142人

54人

計930人

16.7%

8.8%

16.8%

41.2%

36.4%

21.5%

13.3%

16.4%

22.2%

28.6%

15.4%

16.9%

25.9%

26.2%

41.2%

28.5%

29.4%

31.8%

25.2%

33.3%

26.9%

28.9%

20.4%

23.1%

23.2%

25.9%

21.4%

23.5%

22.6%

8.8%

18.2%

23.4%

26.7%

19.4%

15.6%

17.3%

17.6%

14.1%

20.4%

35.7%

26.5%

32.1%

20.6%

13.6%

29.9%

26.7%

37.3%

33.3%

33.7%

44.0%

45.8%

27.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
地区の学校が出している『学校だより』などを読まれると答えた人は、多くの地区で 30％～ 50％台であるのに対し、
高城地区は 70.6％、北谷地区は 68.2％という結果になっています。
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問６　倉吉市は、高齢期になっても安心して暮らせるまちだと思いますか。
　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 44.2％（昨年 44.3％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 38.3％（昨年 36.6％）という結果になっています。

そう思う

7.6%

どちらかと言えばそう思う

36.6%

どちらかと言えばそう

思わない

19.9%

そう思わない

18.4%

わからない

17.5%

［性別］
倉吉市は、高齢期になっても安心して暮らせるまちだと答えた人は、男性が 43.3％、女性が 46.7％と男女間に大きな差
は見られませんでした。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

522人

418人

計979人

5.1%

6.5%

9.1%

12.8%

40.2%

34.2%

12.8%

19.7%

21.1%

41.0%

15.9%

19.1%

28.2%

17.6%

16.5%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

265人

159人

159人

151人

96人

90人

計920人

8.7%

6.9%

5.0%

6.0%

8.3%

11.1%

43.4%

32.7%

31.4%

37.7%

31.3%

33.3%

15.5%

26.4%

22.0%

25.2%

20.8%

13.3%

18.5%

13.8%

23.9%

18.5%

15.6%

18.9%

14.0%

20.1%

17.6%

12.6%

24.0%

23.3%

［年代別］
倉吉市は、高齢期になっても安心して暮らせるまちだと答えた人は、多くの年代で 30％～ 50％台という結果になって
おり、70 代以上が最も高い 52.1％という結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

34人

137人

34人

22人

110人

16人

67人

45人

99人

91人

145人

55人

計940人

3.5%

5.9%

9.5%

8.8%

9.1%

3.6%

6.3%

7.5%

13.3%

11.1%

4.4%

8.3%

5.5%

29.4%

44.1%

31.4%

41.2%

13.6%

42.7%

18.8%

37.3%

40.0%

44.4%

41.8%

36.6%

32.7%

27.1%

26.5%

20.4%

29.4%

22.7%

14.5%

25.0%

25.4%

17.8%

13.1%

16.5%

19.3%

27.3%

28.2%

17.6%

18.2%

14.7%

40.9%

21.8%

43.8%

14.9%

6.7%

16.2%

16.5%

12.4%

18.2%

11.8%

5.9%

20.4%

5.9%

13.6%

17.3%

6.3%

14.9%

22.2%

15.2%

20.9%

23.4%

16.4%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
倉吉市は、高齢期になっても安心して暮らせるまちだと答えた人は、地区ごとに 20％～ 50％台とバラつきがあり、上
灘地区が最も高く 55.5％あるのにで対し、北谷地区は 22.7％という結果になっています。
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問７　あなたは、ご自身が心身ともに健康だと思いますか。
　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 59.3％（昨年 61.1％）で、「３．どちらかと言えばそ
う思わない」「４．全くそう思わない」と答えた人は 37.3％（昨年 35.1％）という結果になっています。

そう思う

14.9%

どちらかと言えばそう思う

44.4%

どちらかと言えばそ

う思わない

19.3%

そう思わない

18.0%

わからない

3.4%

［性別］
ご自身が心身ともに健康だと答えた人は、男性は 57.2％であるのに対し、女性が 62.3％と女性がやや高い結果になって
います。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

526人

418人

計983人

5.1%

14.6%

16.3%

46.2%

47.7%

40.9%

20.5%

19.0%

19.1%

20.5%

15.6%

20.8%

7.7%

3.0%

2.9%

その他

女

男
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代

代

代

代

代

12.5%

11.4%

15.0%

13.1%

19.8%

27.5%

43.9%

50.6%

40.6%

47.7%

38.5%

45.1%

17.4%

17.7%

23.1%

19.0%

19.8%

18.7%

23.1%

16.5%

20.0%

15.7%

16.7%

8.8%

3.0%

3.8%

1.3%

4.6%

5.2%

0.0%

70以上

60

50

40

30

20

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

264人

158人

160人

153人

96人

91人

計922人

［年代別］
ご自身が心身ともに健康だと答えた人は、多くの年代で 50％～ 60％台であるのに対し、20 代は 72.6％という結果になっ
ています。

85人

35人

138人

34人

21人

109人

16人

67人

47人

99人

91人

146人

56人

計944人

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

12.9%

28.6%

15.9%

5.9%

4.8%

11.0%

6.3%

19.4%

19.1%

16.2%

14.3%

13.7%

12.5%

47.1%

31.4%

47.8%

41.2%

28.6%

37.6%

43.8%

41.8%

51.1%

45.5%

46.2%

50.7%

44.6%

21.2%

25.7%

18.8%

29.4%

19.0%

24.8%

6.3%

14.9%

14.9%

18.2%

19.8%

15.8%

21.4%

17.6%

11.4%

13.0%

20.6%

42.9%

22.0%

37.5%

20.9%

12.8%

18.2%

17.6%

16.4%

19.6%

1.2%

2.9%

4.3%

2.9%

4.8%

4.6%

6.3%

3.0%

2.1%

2.0%

2.2%

3.4%

1.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
ご自身が心身ともに健康だと答えた人は、多くの地区が 50％台を超えている中、成徳地区が 70.2％と最も高い結果になっ
ています。
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問８　あなたは、自らが自主的に健康づくりのための活動に取り組んでいますか。
　１．いつも取り組んでいる
　２．どちらかと言えば取り組んでいる
　３．どちらかと言えば取り組んでいない
　４．全く取り組んでいない

［全体］
「１．いつも取り組んでいる」「２．どちらかと言えば取り組んでいる」と答えた人は 48.2％（昨年 49.8％）で、「３．
どちらかと言えば取り組んでいない」「４．全く取り組んでいない」と答えた人は 51.8％（昨年 50.1％）という結果になっ
ています。

いつも取り組んでいる

10.4%

どちらかと言えば取

り組んでいる

37.8%

どちらかと言えば取り

組んでいない

31.8%

全く取り組んでいない

20.0%

［性別］
普段から自主的に健康づくりのための活動に取り組んでいると答えた人は、男性が 50.2％、女性が 47.9％と男女間に大
きな差は見られませんでした。

いつも
取り組んでいる

どちらかと言えば
取り組んでいる

どちらかと言えば
取り組んでいない

全く
取り組んでいない

39人

524人

418人

計981人

2.6%

9.2%

12.9%

30.8%

38.7%

37.3%

38.5%

33.8%

28.9%

28.2%

18.3%

20.8%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

265人

157人

160人

153人

95人

91人

いつも取り組んでいる どちらかと言えば取り組んでいる

どちらかと言えば取り組んでいない 全く取り組んでいない

計921人

11.3%

8.3%

12.5%

7.2%

9.5%

9.9%

43.0%

45.2%

36.3%

29.4%

36.8%

33.0%

27.9%

27.4%

27.5%

44.4%

29.5%

35.2%

17.7%

19.1%

23.8%

19.0%

24.2%

22.0%

［年代別］
普段から自主的に健康づくりのための活動に取り組んでいると答えた人は、多くの世代が 40％以上であるのに対し、40
代が 36.6％という結果になっています。

いつも取り組んでいる どちらかと言えば取り組んでいる どちらかと言えば取り組んでいない 全く取り組んでいない

85人

35人

138人

34人

22人

108人

16人

66人

46人

99人

91人

146人

56人

計942人

8.2%

17.1%

8.7%

2.9%

9.1%

10.2%

6.3%

12.1%

6.5%

14.1%

12.1%

10.3%

10.7%

38.8%

40.0%

31.9%

52.9%

27.3%

35.2%

31.3%

40.9%

52.2%

37.4%

39.6%

39.0%

30.4%

31.8%

22.9%

40.6%

20.6%

36.4%

29.6%

18.8%

28.8%

30.4%

37.4%

30.8%

30.8%

33.9%

21.2%

20.0%

18.8%

23.5%

27.3%

25.0%

43.8%

18.2%

10.9%

11.1%

17.6%

19.9%

25.0%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
普段から自主的に健康づくりのための活動に取り組んでいると答えた人は、地区ごとに 30％～ 50％台とバラつきがあり、
成徳地区が 58.7％と最も高く、次いで上小鴨地区が 57.1％という結果になっています。
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問９　あなたは、日頃から利用している「かかりつけ医」を持っていますか。
　１．はい
　２．いいえ

［全体］
「かかりつけ医」を持っていると答えた人は 74.5％（昨年 73.7％）で、持っていないと答えた人は 25.5％（昨年
26.3％）という結果になっています。

［性別］
「かかりつけ医」を持っていると答えた人は、男性は 70.3％であるのに対し、女性が 77.7％と女性がやや高い結果になっ
ています。

はい

74.5%

いいえ

25.5%

はい いいえ

39人

528人

417人

計984人

76.9%

77.7%

70.3%

23.1%

22.3%

29.7%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

265人

158人

160人

153人

96人

91人

はい いいえ

計923人

91.7%

80.4%

71.9%

61.4%

60.4%

53.8%

8.3%

19.6%

28.1%

38.6%

39.6%

46.2%

［年代別］
「かかりつけ医」を持っていると答えた人は、年代ごとに 50％～ 90％台とバラつきがあり、年代とともに高くなる傾向
があります。

85人

35人

138人

34人

22人

110人

15人

67人

48人

99人

91人

145人

56人

計945人

はい いいえ

70.6%

65.7%

84.8%

85.3%

86.4%

74.5%

93.3%

70.1%

77.1%

66.7%

73.6%

70.3%

75.0%

29.4%

34.3%

15.2%

14.7%

13.6%

25.5%

6.7%

29.9%

22.9%

33.3%

26.4%

29.7%

25.0%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
「かかりつけ医」を持っていると答えた人は、地区ごとにバラつきがあり、灘手地区が 93.3％と最も高い結果になってい
ます。
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問10　あなたは、年に１回は健康診断を受診していますか。
　１．はい
　２．いいえ

［全体］
年に１回は健康診断を受診していると答えた人は 75.1％（昨年 74.7％）、受診していないと答えた人は 24.9％（昨年
25.3％）という結果になっています。

［性別］
年に１回は健康診断を受診していると答えた人は、男性 75.8％、女性が 73.8％と男女間に大きな差は見られませんでし
た。

はい

75.1%

いいえ

24.9%

はい いいえ

39人

527人

418人

計984人

84.6%

73.8%

75.8%

15.4%

26.2%

24.2%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

はい いいえ

266人

158人

160人

153人

96人

91人

計924人

65.0%

77.8%

81.9%

79.1%

83.3%

70.3%

35.0%

22.2%

18.1%

20.9%

16.7%

29.7%

［年代別］
年に１回は健康診断を受診していると答えた人は、30 代が 83.3％と最も高く、次いで 50 代が 81.9％という結果になっ
ています。

はい いいえ

85人

35人

138人

34人

22人

109人

16人

67人

48人

99人

91人

145人

56人

計945人

82.4%

68.6%

73.2%

73.5%

63.6%

71.6%

81.3%

73.1%

77.1%

80.8%

80.2%

73.1%

71.4%

17.6%

31.4%

26.8%

26.5%

36.4%

28.4%

18.8%

26.9%

22.9%

19.2%

19.8%

26.9%

28.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
年に１回は健康診断を受診していると答えた人は、地区ごとにバラつきがあり、関金地区が 82.4％と最も高く、次いで
灘手地区が 81.3％という結果になっています。
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問11　あなたは、身近な場所で必要な時に適切な医療サービスが受けられていると思いますか。
　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 78.1％（昨年 75.5％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 14.8％（昨年 16.2％）という結果になっています。

そう思う

32.1%

どちらかと言えばそう思う

46.0%

どちらかと言えばそう思

わない

10.0%

そう思わない

4.8%

わからない

7.2%

［性別］
身近な場所で必要な時に適切な医療サービスが受けられていると答えた人は、男性が 80.9％、女性が 77.6％と男女間に
大きな差は見られませんでした。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

526人

415人

計980人

15.4%

31.6%

33.7%

43.6%

46.0%

47.2%

17.9%

8.7%

10.6%

12.8%

5.3%

3.6%

10.3%

8.4%

4.8%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

262人

157人

160人

153人

96人

90人

計918人

39.3%

24.2%

26.9%

24.2%

33.3%

42.2%

42.0%

52.2%

50.0%

45.1%

46.9%

46.7%

9.2%

10.2%

11.9%

15.7%

7.3%

4.4%

4.6%

4.5%

5.6%

8.5%

3.1%

0.0%

5.0%

8.9%

5.6%

6.5%

9.4%

6.7%

［年代別］
身近な場所で必要な時に適切な医療サービスが受けられていると答えた人は、多くの年代で 70％を超えているのに対し、
40 代は 69.3％という結果になっています。

85人

35人

135人

33人

22人

108人

15人

67人

48人

99人

91人

146人

56人

計940人

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

23.5%

22.9%

36.3%

27.3%

27.3%

32.4%

33.3%

31.3%

33.3%

38.4%

33.0%

32.9%

30.4%

43.5%

57.1%

45.2%

48.5%

54.5%

49.1%

40.0%

38.8%

56.3%

41.4%

47.3%

46.6%

46.4%

20.0%

14.3%

8.9%

12.1%

9.1%

9.3%

13.3%

11.9%

6.3%

7.1%

11.0%

6.8%

8.9%

8.2%

0.0%

5.2%

3.0%

4.5%

3.7%

0.0%

9.0%

2.1%

6.1%

3.3%

4.1%

5.4%

4.7%

5.7%

4.4%

9.1%

4.5%

5.6%

13.3%

9.0%

2.1%

7.1%

5.5%

9.6%

8.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
身近な場所で必要な時に適切な医療サービスが受けられていると答えた人は、多くの地区が 70％を超えている中、成徳
地区が 89.6％と最も高い結果になっています。
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問12　�あなたは、日頃から買い物などをする際に、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などを利用して
いますか。

　１．いつも利用している
　２．時々利用している
　３．あまり利用していない
　４．全く利用していない

［全体］
「１．いつも利用している」「２．時々利用している」と答えた人は 31.9％（昨年 31.2％）で、「３．あまり利用していない」
「４．全く利用していない」と答えた人は 68.1％（昨年 68.8％）という結果になっています。

いつも利用している

13.4%

時々利用している

18.5%

あまり利用していない

31.0%

全く利用していない

37.1%

［性別］
買い物をする際に、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などを利用していると答えた人は、男性が 26.0％、女性が
38.2％と女性が高い結果になっています。

いつも利用している 時々利用している あまり利用していない 全く利用していない

39人

526人

416人

計981人

0.0%

16.3%

10.6%

12.8%

21.9%

15.4%

43.6%

28.1%

33.4%

43.6%

33.7%

40.6%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

いつも利用している 時々利用している あまり利用していない 全く利用していない

263人

158人

160人

152人

96人

90人

計919人

25.5%

17.1%

6.9%

7.2%

3.1%

6.7%

21.3%

16.5%

15.6%

15.8%

20.8%

25.6%

24.0%

29.7%

34.4%

34.9%

30.2%

35.6%

29.3%

36.7%

43.1%

42.1%

45.8%

32.2%

［年代別］
買い物をする際に、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などを利用していると答えた人は、多くの年代が 20％～ 30％
台であるのに対し、70 代以上は 46.8％という結果になっています。

いつも利用している 時々利用している あまり利用していない 全く利用していない

84人

35人

136人

34人

22人

108人

15人

67人

48人

99人

91人

146人

56人

計941人

14.3%

14.3%

8.8%

17.6%

9.1%

8.3%

6.7%

6.0%

22.9%

7.1%

23.1%

21.2%

12.5%

16.7%

20.0%

16.2%

20.6%

9.1%

13.9%

20.0%

22.4%

22.9%

17.2%

22.0%

26.0%

12.5%

28.6%

22.9%

34.6%

23.5%

36.4%

29.6%

26.7%

37.3%

39.6%

37.4%

25.3%

24.7%

37.5%

40.5%

42.9%

40.4%

38.2%

45.5%

48.1%

46.7%

34.3%

14.6%

38.4%

29.7%

28.1%

37.5%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
買い物をする際に、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などを利用していると答えた人は、地区ごとでバラつきがあり、
上井地区は 47.2％と最も高く、次いで成徳地区が 45.8％という結果になっています。
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問13　�あなたは、倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などの商店街は買い物しやすく魅力があると思い
ますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 14.6％（昨年 15.7％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 71.2％（昨年 70.0％）という結果になっています。

そう思う

2.2%

どちらかと言えばそう思う

12.4%

どちらかと言えばそう思

わない

31.8%

そう思わない

39.4%

わからない

14.3%

［性別］
倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などの商店街は買い物しやすく魅力があると答えた人は、男性が 12.0％、女性が
17.0％と女性がやや高い結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

527人

417人

計983人

0.0%

2.8%

1.2%

5.1%

14.2%

10.8%

15.4%

35.5%

28.8%

61.5%

33.8%

44.6%

17.9%

13.7%

14.6%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

265人

158人

160人

153人

96人

90人

計922人

3.8%

1.3%

1.3%

2.0%

1.0%

2.2%

17.7%

8.9%

11.3%

9.8%

10.4%

12.2%

33.6%

34.8%

33.1%

32.7%

22.9%

25.6%

31.3%

43.0%

42.5%

42.5%

46.9%

42.2%

13.6%

12.0%

11.9%

13.1%

18.8%

17.8%

［年代別］
倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などの商店街は買い物しやすく魅力があると答えた人は、多くの年代が 10％台であ
るのに対して 70 代以上は 21.5％という結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

35人

138人

34人

21人

109人

15人

66人

48人

99人

91人

146人

56人

計943人

1.2%

0.0%

1.4%

5.9%

0.0%

0.9%

0.0%

1.5%

4.2%

2.0%

6.6%

2.1%

1.8%

14.1%

17.1%

9.4%

8.8%

4.8%

5.5%

0.0%

18.2%

10.4%

5.1%

15.4%

23.3%

7.1%

30.6%

34.3%

26.8%

32.4%

23.8%

34.9%

33.3%

37.9%

43.8%

36.4%

31.9%

28.1%

33.9%

34.1%

34.3%

47.8%

38.2%

57.1%

45.9%

60.0%

30.3%

27.1%

42.4%

30.8%

37.0%

41.1%

20.0%

14.3%

14.5%

14.7%

14.3%

12.8%

6.7%

12.1%

14.6%

14.1%

15.4%

9.6%

16.1%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
倉吉駅周辺の商店や倉吉銀座商店街などの商店街は買い物しやすく魅力があると答えた人は、多くの地区で 10％台であ
るのに対し、上井地区は 25.4％、西郷地区が 22.0％という結果になっています。
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問14　あなたは、買い物をするときに、マイバッグ等買い物袋を持参していますか。
　１．いつも持参している
　２．たまに持参している
　３．ほとんど持参していない
　４．持参していない

［全体］
「１．いつも持参している」「２．たまに持参している」と答えた人は 89.2％（昨年 88.9％）で、「３．ほとんど持参していない」
「４．持参していない」と答えた人は 10.7％（昨年 11.2％）という結果になっています。

いつも持参している

73.1%

たまに持参している

16.1%

ほとんど持参していない

4.2%

持参していない

6.5%

［性別］
マイバッグを持参するようにしていると答えた人は、男性が 81.1％、女性は 95.3％と女性が高い結果になっています。

いつも持参している たまに持参している ほとんど持参していない 持参していない

39人

528人

417人

計984人

79.5%

83.0%

60.2%

15.4%

12.3%

20.9%

0.0%

1.9%

7.7%

5.1%

2.8%

11.3%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

いつも持参している たまに持参している ほとんど持参していない 持参していない

265人

158人

160人

153人

96人

91人

計923人

83.8%

81.6%

73.1%

69.3%

51.0%

47.3%

8.7%

12.7%

15.6%

17.6%

28.1%

35.2%

1.9%

3.2%

7.2%

6.3%

8.8%

5.7%

2.5%

6.9%

5.9%

14.6%

8.8%

4.4%

［年代別］
マイバッグを持参するようにしていると答えた人は、全ての年代で 70％以上と高い結果になっています。

いつも持参している たまに持参している ほとんど持参していない 持参していない

85人

35人

138人

34人

22人

109人

16人

67人

48人

99人

90人

146人

56人

計945人

70.6%

74.3%

76.1%

73.5%

72.7%

70.6%

62.5%

73.1%

77.1%

69.7%

75.6%

71.2%

75.0%

17.6%

20.0%

16.7%

20.6%

13.6%

12.8%

12.5%

14.9%

18.8%

19.2%

13.3%

20.5%

7.1%

4.7%

0.0%

3.6%

2.9%

4.5%

11.0%

0.0%

6.0%

2.1%

2.0%

3.3%

4.1%

5.4%

7.1%

5.7%

3.6%

2.9%

9.1%

5.5%

25.0%

6.0%

2.1%

9.1%

7.8%

4.1%

12.5%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
マイバッグを持参するようにしていると答えた人は、全ての地区で 70％以上と高い結果になっています。
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問15　�あなたは、ご自身や家族が悪質商法などの消費者被害にあわないように正しい知識を身につけて
いると思いますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 80.5％（昨年 81.4％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 12.3％（昨年 10.6％）という結果になっています。

そう思う

23.8%

どちらかと言えばそう思う

56.7%

どちらかと言えばそう思わ

ない

9.5%

そう思わない

2.8%

わからない

7.1%

［性別］
消費者被害にあわないように正しい知識を身につけていると答えた人は、男性が 80.3％、女性が 82.0％と男女間に大き
な差は見られませんでした。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

528人

418人

計985人

15.4%

22.5%

25.8%

51.3%

59.5%

54.5%

12.8%

8.5%

10.5%

0.0%

2.5%

3.6%

20.5%

7.0%

5.5%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

266人

158人

160人

153人

96人

90人

計923人

36.1%

24.1%

18.8%

17.0%

13.5%

16.7%

57.1%

55.1%

60.6%

57.5%

47.9%

61.1%

3.0%

12.0%

10.6%

14.4%

16.7%

11.1%

1.9%

1.3%

4.4%

3.9%

7.3%

1.1%

1.9%

7.6%

5.6%

7.2%

14.6%

10.0%

［年代別］
消費者被害にあわないように正しい知識を身につけていると答えた人は、全ての年代で 60％以上となっており、70 代
以上は 93.2％と最も高い結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

35人

138人

34人

22人

109人

15人

67人

48人

99人

91人

146人

56人

計945人

21.2%

28.6%

26.8%

35.3%

9.1%

22.9%

13.3%

34.3%

18.8%

26.3%

18.7%

17.8%

28.6%

56.5%

48.6%

58.0%

58.8%

72.7%

50.5%

73.3%

41.8%

64.6%

53.5%

67.0%

65.8%

48.2%

11.8%

17.1%

7.2%

5.9%

18.2%

12.8%

6.7%

10.4%

8.3%

8.1%

5.5%

9.6%

10.7%

2.4%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

4.6%

6.7%

3.0%

0.0%

5.1%

2.2%

2.7%

1.8%

8.2%

2.9%

5.1%

0.0%

0.0%

9.2%

0.0%

10.4%

8.3%

7.1%

6.6%

4.1%

10.7%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
消費者被害にあわないように正しい知識を身につけていると答えた人は、多くの地区で 70%~80％台であるのに対し、
高城地区は 94.1％という結果になっています。
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問16　�あなたは、消費者トラブルや消費者問題など消費生活に関する情報が、適切に得られていると思
いますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 51.9％（昨年 57.0％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 31.9％（昨年 26.9％）という結果になっています。

そう思う

10.8%

どちらかと言えばそう思う

41.1%

どちらかと言えばそう思

わない

23.1%

そう思わない

8.8%

わからない

16.2%

［性別］
消費者トラブルや消費者問題など消費生活に関する情報が、適切に得られていると答えた人は、男性が 51.1％、女性が
54.4％と男女間に大きな差は見られませんでした。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

533人

423人

計995人

5.1%

11.4%

10.4%

20.5%

43.0%

40.7%

28.2%

21.2%

25.3%

17.9%

7.3%

9.9%

28.2%

17.1%

13.7%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

269人

162人

161人

154人

97人

90人

計933人

14.1%

12.3%

8.7%

8.4%

4.1%

12.2%

47.2%

41.4%

44.1%

36.4%

34.0%

30.0%

17.8%

26.5%

23.6%

26.0%

25.8%

26.7%

5.6%

9.3%

9.3%

11.0%

11.3%

13.3%

15.2%

10.5%

14.3%

18.2%

24.7%

17.8%

［年代別］
消費者トラブルや消費者問題など消費生活に関する情報が、適切に得られていると答えた人は、年代によってバラつきが
あり、70 代以上は 61.3％と最も高く、30 代は 38.1％という結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

35人

138人

34人

21人

111人

15人

69人

49人

99人

94人

147人

56人

計953人

16.5%

20.0%

8.7%

17.6%

0.0%

7.2%

6.7%

8.7%

12.2%

11.1%

13.8%

6.8%

12.5%

38.8%

40.0%

43.5%

47.1%

42.9%

41.4%

53.3%

46.4%

40.8%

42.4%

39.4%

40.8%

41.1%

27.1%

22.9%

25.4%

14.7%

19.0%

21.6%

13.3%

26.1%

18.4%

20.2%

21.3%

28.6%

17.9%

8.2%

8.6%

8.7%

8.8%

23.8%

8.1%

6.7%

8.7%

14.3%

7.1%

5.3%

8.8%

14.3%

9.4%

8.6%

13.8%

11.8%

14.3%

21.6%

20.0%

10.1%

14.3%

19.2%

20.2%

15.0%

14.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
消費者トラブルや消費者問題など消費生活に関する情報が、適切に得られていると答えた人は、多くの地区が 50％台で
あるのに対し、高城地区は 64.7％という結果になっています。
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問17　�あなたのお住まいの地域では、いつどこで起きるかわからない災害に備えた防災体制が整ってい
ると思いますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 40.7％（昨年 41.8％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 37.4％（昨年 35.8％）という結果になっています。

そう思う

4.2%

どちらかと言えばそう思う

36.5%

どちらかと言えばそう思

わない

24.9%

そう思わない

12.5%

わからない

21.9%

［性別］
災害に備えた防災体制が整っていると答えた人は、男性が 43.8％、女性が 39.5％と男女間に大きな差は見られませんで
した。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

37人

531人

424人

計992人

2.7%

4.7%

3.5%

21.6%

34.8%

40.3%

18.9%

23.5%

27.1%

13.5%

11.5%

13.7%

43.2%

25.4%

15.3%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

269人

161人

161人

154人

97人

90人

計932人

5.6%

1.2%

3.1%

7.1%

1.0%

3.3%

40.5%

34.8%

37.3%

29.9%

38.1%

36.7%

29.7%

29.2%

28.0%

25.3%

13.4%

14.4%

13.0%

16.1%

13.7%

10.4%

14.4%

10.0%

11.2%

18.6%

18.0%

27.3%

33.0%

35.6%

［年代別］
災害に備えた防災体制が整っていると答えた人は、全ての年代で 30％～ 40％台となっており、70 代以上が 46.1％と
最も高い結果となっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

36人

138人

34人

21人

111人

15人

69人

48人

99人

94人

147人

56人

計953人

7.1%

2.8%

3.6%

5.9%

0.0%

8.1%

0.0%

4.3%

2.1%

2.0%

3.2%

3.4%

5.4%

32.9%

38.9%

40.6%

41.2%

4.8%

39.6%

40.0%

33.3%

41.7%

38.4%

30.9%

32.7%

46.4%

30.6%

33.3%

28.3%

20.6%

47.6%

25.2%

26.7%

29.0%

22.9%

23.2%

22.3%

22.4%

16.1%

15.3%

16.7%

8.0%

14.7%

28.6%

11.7%

33.3%

11.6%

10.4%

13.1%

12.8%

11.6%

12.5%

14.1%

8.3%

19.6%

17.6%

19.0%

15.3%

0.0%

21.7%

22.9%

23.2%

30.9%

29.9%

19.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
災害に備えた防災体制が整っていると答えた人は、多くの地区で 30％～ 40％台であるのに対し、上北条地区が 51.8％
という結果になっています。
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問18　あなたは、倉吉市の文化財を知っていますか。
　１．知っている
　２．どちらかと言えば知っている
　３．どちらかと言えば知らない
　４．知らない

［全体］
「１．知っている」「２．どちらかと言えば知っている」と答えた人は 70.4％（昨年 52.3％）で、「３．どちらかと言え
ば知らない」「４．知らない」と答えた人は 29.7％（昨年 47.7％）という結果になっています。

知っている

33.6%

どちらかと言えば

知っている

36.8%

どちらかと言えば知らない

22.8%

知らない

6.9%

［性別］
倉吉市の文化財を知っていると答えた人は、男性が 72.3％、女性が 69.7％と男女間で大きな差は見られませんでした。

知っている どちらかと言えば知っている どちらかと言えば知らない 知らない

39人

531人

423人

計993人

28.2%

32.0%

35.9%

33.3%

37.7%

36.4%

23.1%

23.5%

21.7%

15.4%

6.8%

5.9%

その他

女

男
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70以上

60代

50代

40代

30代

20代

知っている どちらかと言えば知っている どちらかと言えば知らない 知らない

267人

162人

161人

154人

97人

90人

計931人

43.8%

26.5%

31.7%

31.8%

22.7%

32.2%

41.2%

40.7%

37.9%

35.7%

37.1%

23.3%

12.7%

29.6%

25.5%

24.0%

27.8%

22.2%

2.2%

3.1%

5.0%

8.4%

12.4%

22.2%

［年代別］
倉吉市の文化財を知っていると答えた人は、年代ごとにバラつきがあり、70 代以上では 85.0％と高い結果になっている
一方、20 代では 55.5％という結果になっています。

知っている どちらかと言えば知っている どちらかと言えば知らない 知らない

84人

36人

139人

34人

20人

111人

15人

69人

48人

99人

94人

146人

56人

計951人

36.9%

33.3%

34.5%

35.3%

35.0%

29.7%

26.7%

44.9%

43.8%

40.4%

30.9%

26.0%

32.1%

29.8%

33.3%

35.3%

47.1%

35.0%

44.1%

46.7%

40.6%

27.1%

36.4%

33.0%

42.5%

30.4%

22.6%

30.6%

28.1%

14.7%

20.0%

21.6%

20.0%

8.7%

25.0%

19.2%

29.8%

18.5%

26.8%

10.7%

2.8%

2.2%

2.9%

10.0%

4.5%

6.7%

5.8%

4.2%

4.0%

6.4%

13.0%

10.7%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
倉吉市の文化財を知っていると答えた人は、多くの地区で 60％～ 70％台であるのに対し、明倫地区が 85.5％と最も高く、
次いで高城地区が 82.4％という結果になっています。
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問19　�あなたは、倉吉市の情報を得るために、日頃から市役所のホームページや市報くらよしを見てい
ますか。

　１．月に数回程度見ている
　２．毎月見ている
　３．年に数回程度見ている
　４．全く見ていない

［全体］
「１．月に数回程度見ている」「２．毎月見ている」と答えた人は 56.2％（昨年 56.0％）、「３．年に数回程度見ている」「４．
全く見ていない」と答えた人は 43.8％（昨年 44.0％）という結果になっています。

月に数回程度見ている

9.7%

毎月見ている

46.5%

年に数回程度見ている

25.1%

全く見ていない

18.7%

［性別］
日頃から市役所のホームページや市報くらよしを見ていると答えた人は、男性が 50.0％、女性が 62.1％と女性がやや高
い結果になっています。

月に数回程度見ている 毎月見ている 年に数回程度見ている 全く見ていない

39人

534人

424人

計997人

10.3%

9.7%

9.9%

38.5%

52.4%

40.1%

17.9%

23.4%

27.8%

33.3%

14.4%

22.2%

その他

女

男
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［年代別］
日頃から市役所のホームページや市報くらよしを見ていると答えた人は、年代ごとにバラつきがあり、年代とともに高く
なる傾向があります。

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

月に数回程度見ている 毎月見ている 年に数回程度見ている 全く見ていない

271人

162人

161人

154人

97人

90人

計935人

12.5%

8.0%

8.1%

9.7%

9.3%

7.8%

60.1%

57.4%

45.3%

37.0%

36.1%

12.2%

16.2%

22.8%

29.8%

34.4%

32.0%

31.1%

11.1%

11.7%

16.8%

18.8%

22.7%

48.9%
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問20　�あなたは、倉吉市全体が、自然・商業・工業地域、居住地域などの土地利用のバランスがとれて
いると思いますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 29.2％（昨年 27.4％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 48.1％（昨年 50.5％）という結果になっています。

そう思う

3.6%

どちらかと言えばそう思う

25.6%

どちらかと言えばそう思

わない

27.5%

そう思わない

20.6%

わからない

22.7%

［性別］
倉吉市は市全体が、自然・商業・工業地域、居住地域などの土地利用のバランスがとれていると思うと答えた人は、男性
が 32.6％、女性が 28.1％と男女間に大きな差は見られませんでした。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

534人

423人

計996人

0.0%

3.9%

3.5%

12.8%

24.2%

29.1%

20.5%

27.5%

27.7%

41.0%

18.0%

22.0%

25.6%

26.4%

17.7%

その他

女

男
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4.1%

1.9%

2.5%

3.2%

4.1%

10.0%

27.8%

26.5%

28.6%

24.0%

22.7%

18.9%

26.3%

32.1%

26.1%

30.5%

25.8%

22.2%

15.6%

21.6%

24.2%

24.0%

19.6%

21.1%

26.3%

17.9%

18.6%

18.2%

27.8%

27.8%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

270人

162人

161人

154人

97人

90人

計934人

［年代別］
倉吉市は市全体が、自然、商業・工業地域、居住地域などの土地利用のバランスがとれていると思うと答えた人は、全て
の年代で 20 ～ 30％台という結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

35人

140人

34人

21人

111人

15人

69人

49人

99人

94人

146人

56人

計954人

4.7%

5.7%

4.3%

0.0%

9.5%

3.6%

6.7%

4.3%

4.1%

3.0%

2.1%

2.7%

5.4%

21.2%

20.0%

24.3%

26.5%

4.8%

27.9%

33.3%

23.2%

26.5%

32.3%

34.0%

22.6%

25.0%

32.9%

42.9%

24.3%

26.5%

38.1%

34.2%

6.7%

31.9%

26.5%

24.2%

23.4%

30.1%

21.4%

21.2%

20.0%

19.3%

26.5%

28.6%

15.3%

40.0%

15.9%

22.4%

25.3%

16.0%

19.9%

21.4%

20.0%

11.4%

27.9%

20.6%

19.0%

18.9%

13.3%

24.6%

20.4%

15.2%

24.5%

24.7%

26.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
倉吉市は市全体が、自然、商業・工業地域、居住地域などの土地利用のバランスがとれていると思うと答えた人は、多く
の地区が 20％～ 30％台であるのに対し、灘手地区は 40.0％という結果になっています。
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問21　�あなたは、地域のまちづくりに自分の意見を反映させたり、実際の活動にも参加したりしたいと
思いますか。

　１．参加したいと思う
　２．どちらかと言えば参加したい
　３．どちらかと言えば参加したくない
　４．参加したくない
　５．わからない

［全体］
「１．参加したいと思う」「２．どちらかと言えば参加したい」と答えた人は 29.1％（昨年 30.0％）、「３．どちらかと言
うと参加したくない」「４．参加したくない」と答えた人は 48.5％（昨年 46.4％）という結果になっています。

参加したいと思う

6.1%

どちらかと言えば参加したい

23.0%

どちらかと言えば参加し

たくない

29.4%

参加したくない

19.1%

わからない

22.5%

［性別］
住んでいる地域のまちづくりに自分の意見を反映させたり、実際の活動にも参加したりしたいと思うと答えた人は、男性
が 33.6％、女性が 26.4％と男性がやや高い結果になっています。

参加したいと思う どちらかと言えば
参加したい

どちらかと言えば
参加したくない

参加したくない わからない

39人

531人

420人

計990人

7.7%

4.9%

7.6%

12.8%

21.5%

26.0%

23.1%

28.8%

30.7%

28.2%

20.2%

17.1%

28.2%

24.7%

18.6%

その他

女

男
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6.1%

3.7%

3.8%

5.2%

9.3%

8.9%

26.5%

17.2%

28.1%

24.7%

20.6%

16.7%

29.2%

36.8%

31.9%

29.9%

26.8%

23.3%

17.4%

18.4%

16.9%

18.2%

23.7%

22.2%

20.8%

23.9%

19.4%

22.1%

19.6%

28.9%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

参加したいと思う どちらかと言えば参加したい どちらかと言えば参加したくない

参加したくない わからない

264人

163人

160人

154人

97人

90人

計928人

［年代別］
住んでいる地域のまちづくりに自分の意見を反映させたり、実際の活動にも参加したりしたいと思うと答えた人は、全て
の年代で 20％～ 30％台という結果になっています。

85人

36人

138人

34人

21人

109人

15人

68人

49人

99人

93人

147人

55人

計949人

参加したいと思う どちらかと言えば
参加したい

どちらかと言えば
参加したくない

参加したくない わからない

10.6%

16.7%

5.8%

2.9%

9.5%

2.8%

13.3%

2.9%

6.1%

11.1%

0.0%

5.4%

3.6%

21.2%

19.4%

22.5%

17.6%

33.3%

20.2%

40.0%

23.5%

30.6%

26.3%

21.5%

21.8%

27.3%

28.2%

30.6%

29.7%

44.1%

9.5%

35.8%

20.0%

25.0%

28.6%

24.2%

40.9%

31.3%

20.0%

17.6%

13.9%

18.8%

8.8%

28.6%

22.9%

13.3%

19.1%

14.3%

19.2%

17.2%

22.4%

16.4%

22.4%

19.4%

23.2%

26.5%

19.0%

18.3%

13.3%

29.4%

20.4%

19.2%

20.4%

19.0%

32.7%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
住んでいる地域のまちづくりに自分の意見を反映させたり、実際の活動にも参加したりしたいと思うと答えた人は、地区
ごとにバラつきがあり、灘手地区が 53.3％であるのに対し、高城地区が 20.5％という結果になっています。
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問22　�あなたのお住まいの地域では、自治公民館活動などを通じ、市民同士がお互いに支え合い、助け
合っていると思いますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 51.5％（昨年 50.4％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 29.6％（昨年 31.3％）という結果になっています。

そう思う

9.0%

どちらかと言えばそう思う

42.5%
どちらかと言えばそう思

わない

18.5%

そう思わない

11.1%

わからない

18.9%

［性別］
住んでいる地域で市民同士がお互いに支え合い、助け合っていると思うと答えた人は、男性が 55.9％、女性が 49.9％と
男性がやや高い結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

533人

424人

計996人

0.0%

10.1%

8.5%

30.8%

39.8%

47.4%

15.4%

17.4%

19.8%

20.5%

12.2%

9.0%

33.3%

20.5%

15.3%

その他

女

男
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11.9%

7.4%

6.3%

6.5%

8.2%

11.1%

44.8%

50.9%

48.1%

39.0%

41.2%

26.7%

21.1%

18.4%

17.5%

24.0%

9.3%

15.6%

9.6%

9.2%

11.9%

12.3%

10.3%

15.6%

12.6%

14.1%

16.3%

18.2%

30.9%

31.1%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

270人

163人

160人

154人

97人

90人

計934人

［年代別］
住んでいる地域で市民同士がお互いに支え合い、助け合っていると思うと答えた人は、全ての年代で 30 ～ 50％台とい
う結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

84人

36人

139人

34人

21人

111人

15人

69人

49人

99人

94人

147人

56人

計954人

8.3%

16.7%

10.1%

17.6%

4.8%

6.3%

13.3%

7.2%

14.3%

11.1%

6.4%

7.5%

5.4%

41.7%

47.2%

43.2%

55.9%

52.4%

47.7%

46.7%

46.4%

38.8%

33.3%

39.4%

32.0%

62.5%

28.6%

19.4%

15.8%

20.6%

9.5%

21.6%

20.0%

21.7%

18.4%

14.1%

24.5%

20.4%

7.1%

13.1%

5.6%

7.9%

2.9%

14.3%

8.1%

13.3%

8.7%

18.4%

18.2%

9.6%

15.0%

5.4%

8.3%

11.1%

23.0%

2.9%

19.0%

16.2%

6.7%

15.9%

10.2%

23.2%

20.2%

25.2%

19.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
住んでいる地域で市民同士がお互いに支え合い、助け合っていると思うと答えた人は、地区ごとにバラつきがあり、高城
地区が 73.5％であるのに対し、上井地区が 39.5％という結果になっています。

47



問23　あなたは、倉吉市は「暮らし良し」まちだと思いますか。
　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 56.3％（昨年 60.2％）で、「３．どちらかと言えばそう
思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 31.0％（昨年 29.0％）という結果になっています。

そう思う

10.1%

どちらかと言えばそう思う

46.2%

どちらかと言えばそう思わ

ない

15.8%

そう思わない

15.2%

わからない

12.6%

［性別］
倉吉市が「暮らし良し」まちだと思うと答えた人は、男性が 58.4％、女性が 57.5％と男女間に差は見られませんでした。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

39人

532人

424人

計995人

0.0%

10.7%

10.1%

23.1%

46.8%

48.3%

25.6%

15.8%

14.9%

33.3%

12.4%

16.7%

17.9%

14.3%

9.9%

その他

女

男
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12.6%

6.7%

7.5%

10.4%

10.4%

16.7%

49.4%

47.2%

47.2%

44.2%

45.8%

43.3%

15.2%

19.0%

13.7%

17.5%

14.6%

12.2%

13.4%

12.9%

19.3%

16.2%

16.7%

13.3%

9.3%

14.1%

12.4%

11.7%

12.5%

14.4%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

269人

163人

161人

154人

96人

90人

計933人

［年代別］
倉吉市が「暮らし良し」まちだと思うと答えた人は、全ての年代で 50 ～ 60％台という結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

85人

35人

140人

33人

21人

111人

15人

69人

49人

98人

94人

147人

56人

計953人

12.9%

14.3%

14.3%

9.1%

0.0%

7.2%

13.3%

13.0%

18.4%

13.3%

6.4%

5.4%

7.1%

36.5%

42.9%

43.6%

54.5%

42.9%

54.1%

26.7%

44.9%

53.1%

45.9%

48.9%

48.3%

50.0%

20.0%

11.4%

12.1%

30.3%

19.0%

12.6%

13.3%

20.3%

12.2%

19.4%

14.9%

16.3%

14.3%

12.9%

17.1%

18.6%

6.1%

23.8%

11.7%

33.3%

13.0%

10.2%

16.3%

17.0%

14.3%

12.5%

17.6%

14.3%

11.4%

0.0%

14.3%

14.4%

13.3%

8.7%

6.1%

5.1%

12.8%

15.6%

16.1%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
倉吉市が「暮らし良し」まちだと思うと答えた人は、40％～ 70％台と地区ごとにバラつきがあり、成徳地区は 71.5％
であるのに対し、灘手地区は 40.0％という結果になっています。
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（２）子育て環境について

問24　あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。
　１．１人
　２．２人
　３．３人
　４．４人
　５．５人
　６．６人
　７．子どもはいらない

［全体］
理想とする子どもの数については、平均 2.42 人（昨年度 2.49 人）という結果になっています。

1人

4.2%

2人

38.6%

3人

47.0%

4人

2.9%

5人

0.9%

6人以上

0.2%

子どもはいらない

6.2%

［性別］
理想とする子どもの数の平均について、男性が 2.38 人、女性が 2.42 人という結果になっています。

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上 子どもはいらない

32人

517人

401人

計950人

6.3%

5.0%

3.0%

34.4%

37.7%

39.7%

43.8%

48.9%

45.1%

0.0%

2.9%

3.2%

0.0%

0.6%
1.5%

0.0% 0.2%

0.2%

15.6%

4.6%

7.2%

その他

女

男
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1.2%

1.2%

4.5%

5.3%

7.4%

11.5%

32.4%

39.8%

39.0%

38.4%

40.0%

52.9%

61.1%

55.9%

44.2%

41.1%

35.8%

18.4%

3.6%

1.2%

3.2%

6.0%

2.1%

1.1%

0.4%

1.2%

0.0%

1.3%

2.1%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

0.8%

0.6%

9.1%

7.3%

12.6%

16.1%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

1人 2人 3人 4人 5人 6人以上 子どもはいらない

247人

161人

154人

151人

95人

87人

計895人

［年代別］
理想とする子どもの数の平均について、70 代以上が 2.66 人と最も多く、20 代が 1.77 人と低い結果になっています。
その他の年代は、30 代が 2.14 人、40 代が 2.36 人、50 代が 2.28 人、60 代が 2.60 人という結果でした。

問25　�中学生以下のお子さんがいる方にお聞きします。あなたの世帯では、子育てと仕事がうまく両立
できていますか。

　１．できている
　２．どちらかと言えばできている
　３．どちらかと言えばできていない
　４．できていない
　５．わからない

［全体］
「１．できている」「２．どちらかと言えばできている」と答えた人は 67.8％（昨年 66.6％）で、「３．どちらかと言え
ばできていない」「４．できていない」と答えた人は 24.2％（昨年 24.3％）という結果になっています。

できている

16.3%

どちらかと言えばできている

51.5%

どちらかと言えばできてい

ない

17.3%

できていない

6.9%

わからない

7.9%
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できている どちらかと言えばできている どちらかと言えばできていない できていない わからない

9人

104人

87人

計200人

11.1%

15.4%

18.4%

55.6%

55.8%

46.0%

22.2%

19.2%

14.9%

0.0%

3.8%

11.5%

11.1%

5.8%

9.2%

その他

女

男

［性別］
子育てと仕事がうまく両立できていると答えた人は、男性が 64.4％、女性が 71.2％と女性がやや高い結果になっていま
す。

15.4%

16.7%

8.7%

16.9%

17.0%

25.0%

30.8%

33.3%

56.5%

56.6%

53.2%

50.0%

23.1%

33.3%

21.7%

14.5%

14.9%

8.3%

0.0%

16.7%

8.7%

6.0%

10.6%

8.3%

30.8%

0.0%

4.3%

6.0%

4.3%

8.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

できている どちらかと言えばできている どちらかと言えばできていない できていない わからない

13人

6人

23人

83人

47人

12人

計184人

［年代別］
子育てと仕事がうまく両立できていると答えた人は、20 代が 75.0％と最も高い結果になっています。
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問26　�中学生以下のお子さんがいる方にお聞きします。倉吉市は、子育てと仕事が両立しやすい環境が
整っていると思いますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 44.1％（昨年 48.7％）で、「３．どちらかと言えばそ
う思わない」「４．そう思わない」と答えた人は 41.5％（昨年 37.3％）という結果になっています。

そう思う

7.4%

どちらかと言えばそう思う

36.7%

どちらかと言えばそう思

わない

21.8%

そう思わない

19.7%

わからない

14.4%

［性別］
子育てと仕事が両立しやすい環境が整っていると答えた人は、男性が 54.4％、女性が 40.4％と男性が高い結果になって
います。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

9人

99人

79人

計187人

0.0%

8.1%

7.6%

0.0%

32.3%

46.8%

22.2%

24.2%

19.0%

55.6%

18.2%

17.7%

22.2%

17.2%

8.9%

その他

女

男
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12.5%

0.0%

4.8%

2.4%

8.5%

44.4%

25.0%

50.0%

38.1%

39.0%

40.4%

22.2%

12.5%

50.0%

38.1%

18.3%

19.1%

22.2%

12.5%

0.0%

9.5%

25.6%

23.4%

11.1%

37.5%

0.0%

9.5%

14.6%

8.5%

0.0%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

8人

4人

21人

82人

47人

9人

計171人

［年代別］
子育てと仕事が両立しやすい環境が整っていると答えた人は、40％～ 60％台と年代ごとにバラつきがあり、20 代は
66.6％であるのに対して、40 代は 41.4％という結果になっています。

問27　中学生以下のお子さんがいる方にお聞きします。あなたは、子育てに不安を感じていますか。
　１．かなり不安である
　２．どちらかと言えば不安である
　３．どちらかと言えば不安でない
　４．全く不安でない
　５．わからない

［全体］
「１．かなり不安である」「２．どちらかと言えば不安である」と答えた人は 53.6％（昨年 53.8％）で、「３．どちらか
と言えば不安でない」「４．全く不安でない」と答えた人は 40.0％（昨年 40.9％）という結果になっています。

かなり不安である

11.4%

どちらかと言えば不安である

42.2%

どちらかと言えば不安で

はない

31.9%

全く不安ではない

8.1%

わからない

6.5%

54



かなり
不安である

どちらかと言えば
不安である

どちらかと言えば
不安でない

全く
不安でない

わからない

9人

95人

79人

計183人

44.4%

5.3%

15.2%

33.3%

47.4%

36.7%

11.1%

31.6%

35.4%

0.0%

11.6%

5.1%

11.1%

4.2%

7.6%

その他

女

男

［性別］
子育てに不安を感じていると答えた人は、男性が 51.9％、女性が 52.7％と男女間に差は見られませんでした。

0.0%

0.0%

4.8%

13.4%

12.8%

0.0%

20.0%

33.3%

42.9%

40.2%

51.1%

50.0%

40.0%

66.7%

38.1%

34.1%

27.7%

30.0%

0.0%

0.0%

14.3%

7.3%

2.1%

20.0%

40.0%

0.0%

0.0%

4.9%

6.4%

0.0%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

かなり
不安である

どちらかと言えば
不安である

どちらかと言えば
不安でない

全く
不安でない

わからない

5人

3人

21人

82人

47人

10人

計168人

［年代別］
子育てに不安を感じていると答えた人は、現役世代で 40％～ 60％台とバラつきがあり、30 代が 63.9％と最も高い結
果となっています。
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問27-②　�問27で「１．かなり不安である」「２．どちらかと言えば不安である」とお答えの方にお伺
いします。あなたが感じている不安の内容はどのようなものですか。（複数選択可）

　１．子どもとの時間が十分にとれない	 ２．子どもとの接し方に自信がもてない
　３．相談できる人がいない	 ４．子育てへの職場の理解、協力がない
　５．子どもが小さい内は、仕事や自分の	 ６．子育てや子育て支援サービスの情報が少ない
　　　やりたいことが十分に出来ない
　７．子育て支援のサービスが少ない	 ８．子育てへの家庭の理解、協力がない
　９．経済的に不安である	 10．その他

［全体］
子育てに対する不安の内容として、延べ回答数 272 件中最も多い回答だったのは「経済的に不安である」との答えが 70 件、
次いで「子育て支援のサービスが少ない」との答えが 40 件という結果になっています。

回答数

70

40 39

31

25
20

11 9 8

19

0

10

20

30

40

50

60

70

80
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～子育てに不安を感じていると答えた人のその他の主な意見～

・少子高齢化が進んでいる中で子ども、子どもを作る世帯は国、県、市の宝であり、貴重な存在である
と思う。もっと経済的な面をはじめ子育て支援を厚くしていただきたい。

・学力低下。公立校しかない。選択肢が少なすぎる。中部以外への学校へ進学する人が増え、中部の学
力レベルが低いと感じる。

・室内で遊べる施設が少ない。（せまい）　

・おむつや米などの負担増

・育休中 保育園の預けられる時間は短くなること。

・子育て王国とは口ばかり。老人王国では?高齢者優遇をもっと推進すれば？

・琴浦町や他の自治体は、独自に物価高騰対策に関して施策や商品券等を配布しているが、倉吉市は何
も配布等が無く現役の子育て世帯等の経済的支援が全く以て不十分である。今この困窮している社会
全体の流れに対して、美術館でお金を使っている場合ではない！

・労働時間（8H）は効率が悪く、長い

・小学４年生以上の児童クラブ利用が厳しく、放課後、長期休暇の子供の居場所がない

・母子家庭は大変かも知れない。でも片親じゃなくても多子世帯もなかり苦しい。手当は母子など片親
ばかり。多子世帯にも目を向けて欲しい。

・教育費

・インフルエンザ、コロナワクチンの助成金を出して欲しい。小・中学生がいるので。全額負担はきび
しい。他の市町村は、小中学生のいる家庭に助成金が出されているが倉吉市はないのでさみしい…。

・近所に公園がないため子どもの遊ぶ場所がほしい

・自営業をしている女性は、産休・育休もなく、仕事ができない間（子育て時期）の収入がほとんどな
く、できるだけ働く体制をとるようにしているが、なかなかバランスがうまくとれずにいます。なの
で、自営業の人への支援があると助かります。

・学校にあまり通えていない。支援サービスはあると思うが、活用できていない。

・何かとお金がかかる。制服のことも結局はお金がかかる。変更された事で上の子のが使えなくなると
聞いたこともあり、何がしたいのか分からない。制服自体、必要なのか？いつも疑問である。

・周りの町と比較して

・子ども会が機能不全に陥っている、以前に比べて自治公民館との連携が取りづらくなっている

・適切な教育環境が整っていない。良い教育を受けさせようとすると適切な高校がなく、鳥取、米子に
行かせるしかない。バカロレアとかではなく、京大東大に行くことができるような高校を望む。中学
校のレベルが低い。

・ひとり親でも、非課税世帯ばかり優遇されている。

・若者が働きたい思える企業が極端に少ない。若者の地元就職がとても難しくこのままだと本当にまず
いと思う。

・室内で遊べるところがない
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（３）倉吉市の取組の現状の満足度と今後の取組の重要度について

問28　倉吉市では、農業が持続的に発展していく取組を行っています。この取組に満足していますか。
　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 22.2％（昨年 21.6％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 25.8％（昨
年 25.0％）という結果になっています。

満足

4.4%

やや満足

17.8%

やや不満

15.7%

不満

10.1%

わからない

52.0%

［性別］
農業が持続的に発展していく取組に満足していると答えた人は、男性が 21.5％、女性が 23.8％と男女間に差は見られま
せんでした。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

38人

527人

418人

計983人

2.6%

4.6%

4.5%

5.3%

19.2%

17.0%

15.8%

12.5%

20.1%

15.8%

8.0%

12.0%

60.5%

55.8%

46.4%

その他

女

男
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2.7%

3.1%

2.5%

8.4%

2.1%

8.9%

20.1%

12.3%

17.5%

16.9%

24.0%

21.1%

17.4%

24.5%

16.3%

14.3%

8.3%

6.7%

10.4%

12.3%

11.3%

8.4%

5.2%

5.6%

49.4%

47.9%

52.5%

51.9%

60.4%

57.8%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

259人

163人

160人

154人

96人

90人

計922人

［年代別］
農業が持続的に発展していく取組に満足していると答えた人は、多くの年代が 10％～ 20％台であるのに対し、20 代で
は 30.0％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

84人

34人

140人

34人

21人

111人

15人

68人

48人

98人

91人

144人

55人

計943人

8.3%

2.9%

5.0%

2.9%

0.0%

2.7%

0.0%

4.4%

8.3%

6.1%

7.7%

2.8%

0.0%

14.3%

14.7%

15.0%

23.5%

23.8%

17.1%

26.7%

19.1%

22.9%

24.5%

16.5%

15.3%

20.0%

21.4%

17.6%

14.3%

29.4%

19.0%

11.7%

26.7%

14.7%

16.7%

11.2%

16.5%

14.6%

21.8%

8.3%

26.5%

12.1%

8.8%

9.5%

8.1%

26.7%

8.8%

2.1%

11.2%

8.8%

5.6%

7.3%

47.6%

38.2%

53.6%

35.3%

47.6%

60.4%

20.0%

52.9%

50.0%

46.9%

50.5%

61.8%

50.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
農業が持続的に発展していく取組に満足していると答えた人は、地区ごとにバラつきがあり、成徳地区は 31.2％である
のに対し、上小鴨地区は 17.6％という結果になっています。
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問28-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 77.5％（昨年 78.8％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 22.4％（昨年 21.2％）という結果になっています。

重要

56.0%

やや重要

21.5%

どちらともいえない

20.2%

あまり重要でない

0.9%

重要でない

1.3%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 75.5％、女性が 81.0％と女性がやや高い結果になっています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

39人

521人

404人

計964人

46.2%

58.9%

54.0%

12.8%

22.1%

21.5%

41.0%

17.1%

21.8%

0.0%

0.8%

1.2%

0.0%

1.2%

1.5%

その他

女

男
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59.0%

56.2%

64.3%

51.0%

54.2%

48.9%

20.5%

28.4%

16.9%

21.6%

18.8%

24.4%

18.5%

14.2%

18.8%

23.5%

25.0%

20.0%

0.4%

1.2%

0.0%

2.0%

1.0%

2.2%

1.6%

0.0%

0.0%

2.0%

1.0%

4.4%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

249人

162人

154人

153人

96人

90人

計904人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70 ～ 80％台と大きな差は見られず、全体的に高い傾向となっ
ています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

81人

33人

140人

34人

21人

108人

15人

67人

45人

97人

89人

141人

54人

計925人

51.9%

66.7%

55.0%

64.7%

52.4%

50.0%

60.0%

58.2%

55.6%

69.1%

49.4%

58.9%

50.0%

24.7%

15.2%

23.6%

8.8%

23.8%

18.5%

26.7%

19.4%

26.7%

17.5%

31.5%

21.3%

18.5%

18.5%

18.2%

21.4%

26.5%

14.3%

25.9%

13.3%

22.4%

13.3%

12.4%

18.0%

17.0%

27.8%

0.0%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

0.0%

4.4%

1.0%

1.1%

2.1%

0.0%

4.9%

0.0%

0.0%

0.0%

9.5%

3.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.7%

3.7%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

0.0%

0.0%

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、多くの地区が 70％～ 80％台という結果になっています。
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問29　�倉吉市では、地域の経済活動が力強く行われ、地元での消費が活発に行われる取組を行っていま
す。この取組に満足していますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 19.4％（昨年 19.6％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 39.2％（昨
年 35.8％）という結果になっています。

満足

2.5%

やや満足

16.9%

やや不満

22.9%

不満

16.3%

わからない

41.4%

［性別］
地域の経済活動が力強く行われ、地元での消費が活発に行われる取組に満足していると答えた人は、男性が 19.3％、女
性は 19.6％と男女間に差は見られませんでした。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

39人

529人

419人

計987人

0.0%

3.0%

1.9%

7.7%

16.6%

17.4%

28.2%

21.0%

25.1%

30.8%

12.7%

19.8%

33.3%

46.7%

35.8%

その他

女

男
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0.8%

1.2%

1.3%

6.5%

2.1%

4.4%

17.6%

15.4%

14.4%

16.2%

18.6%

20.0%

24.8%

25.9%

23.1%

22.7%

18.6%

18.9%

14.1%

18.5%

23.8%

14.9%

10.3%

11.1%

42.7%

38.9%

37.5%

39.6%

50.5%

45.6%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

262人

162人

160人

154人

97人

90人

計925人

［年代別］
地域の経済活動が力強く行われ、地元での消費が活発に行われる取組に満足していると答えた人は、いずれの年代も 10
～ 20％台と大きな差は見られませんでした。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

82人

35人

139人

34人

21人

111人

15人

68人

48人

98人

94人

145人

56人

計946人

3.7%

8.6%

2.9%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

1.5%

8.3%

4.1%

2.1%

0.0%

0.0%

13.4%

8.6%

16.5%

17.6%

9.5%

13.5%

33.3%

10.3%

18.8%

19.4%

24.5%

15.9%

26.8%

26.8%

25.7%

23.0%

38.2%

23.8%

27.0%

26.7%

20.6%

27.1%

23.5%

17.0%

22.1%

17.9%

11.0%

25.7%

20.9%

8.8%

9.5%

13.5%

20.0%

19.1%

12.5%

22.4%

13.8%

16.6%

7.1%

45.1%

31.4%

36.7%

35.3%

57.1%

44.1%

20.0%

48.5%

33.3%

30.6%

42.6%

45.5%

48.2%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
地域の経済活動が力強く行われ、地元での消費が活発に行われる取組に満足していると答えた人は、多くの地区が 10％
～ 20％台であるのに対し、灘手地区は 33.3％という結果になっています。
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問29-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 75.7％（昨年 77.2％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 24.2％（昨年 22.8％）という結果になっています。

重要

52.5%

やや重要

23.2%

どちらともいえない

21.4%

あまり重要でない

1.4%

重要でない

1.4%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 74.8％、女性が 78.2％と男女間に大きな差は見られませんでした。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

39人

522人

416人

計977人

43.6%

54.4%

51.7%

17.9%

23.8%

23.1%

33.3%

19.9%

21.6%

5.1%

0.8%

1.9%

0.0%

1.1%

1.7%

その他

女

男

64



52.7%

57.8%

57.2%

51.3%

45.8%

47.8%

22.3%

24.8%

19.5%

24.0%

25.0%

28.9%

21.5%

14.3%

21.4%

22.7%

28.1%

18.9%

2.3%

1.9%

1.3%

0.6%

0.0%

1.2%

1.2%

0.6%

1.3%

1.0%

4.4%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

0.0%

256人

161人

159人

154人

96人

90人

計916人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70％～ 80％台と大きな差は見られず、全体的に高い傾向となっ
ています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

81人

34人

140人

34人

22人

109人

15人

66人

47人

98人

92人

145人

55人

計938人

53.1%

55.9%

53.6%

47.1%

50.0%

48.6%

46.7%

53.0%

57.4%

62.2%

52.2%

52.4%

45.5%

21.0%

20.6%

26.4%

20.6%

31.8%

22.0%

33.3%

24.2%

23.4%

22.4%

23.9%

22.8%

25.5%

16.0%

23.5%

19.3%

32.4%

13.6%

24.8%

20.0%

21.2%

19.1%

14.3%

20.7%

22.8%

23.6%

3.7%

0.0%

0.7%

0.0%

0.0%

2.8%

0.0%

1.5%

0.0%

1.0%

0.0%

2.1%

1.8%

6.2%

0.0%

0.0%

0.0%

4.5%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.3%

0.0%

3.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、多くの地区が 70％～ 80％台であるのに対し、高城地区は 67.7％という結果に
なっています。
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問30　倉吉市では、安定した雇用を確保する取組を行っています。この取組に満足していますか。
　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 21.0％（昨年 20.6％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 40.3％（昨
年 36.6％）という結果になっています。

満足

3.0%

やや満足

18.0%

やや不満

22.0%

不満

18.3%

わからない

38.6%

［性別］
安定した雇用を確保する取組に満足していると答えた人は、男性が 19.7％、女性が 22.7％と男女間に大きな差は見られ
ませんでした。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

39人

528人

421人

計988人

2.6%

3.4%

2.4%

2.6%

19.3%

17.3%

28.2%

17.6%

27.3%

23.1%

17.4%

19.5%

43.6%

42.2%

33.5%

その他

女

男
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2.7%

1.2%

1.9%

4.5%

1.0%

6.7%

17.2%

16.0%

14.3%

17.5%

21.6%

25.6%

24.1%

23.9%

22.4%

20.1%

21.6%

14.4%

16.1%

21.5%

26.7%

20.1%

9.3%

16.7%

39.8%

37.4%

34.8%

37.7%

46.4%

36.7%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

261人

163人

161人

154人

97人

90人

計926人

［年代別］
安定した雇用を確保する取組に満足していると答えた人は、多くの年代が 10％～ 20％台であるのに対し、20 代は
32.3％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

85人

35人

138人

34人

21人

111人

15人

66人

49人

98人

94人

145人

56人

計947人

2.4%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

1.8%

13.3%

1.5%

8.2%

2.0%

5.3%

2.8%

0.0%

24.7%

11.4%

15.9%

17.6%

14.3%

18.0%

26.7%

10.6%

22.4%

23.5%

20.2%

15.9%

16.1%

22.4%

22.9%

27.5%

26.5%

14.3%

26.1%

20.0%

25.8%

10.2%

18.4%

18.1%

20.7%

30.4%

16.5%

20.0%

17.4%

20.6%

19.0%

15.3%

26.7%

21.2%

24.5%

20.4%

19.1%

20.0%

10.7%

34.1%

42.9%

36.2%

35.3%

52.4%

38.7%

13.3%

40.9%

34.7%

35.7%

37.2%

40.7%

42.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
安定した雇用を確保する取組に満足していると答えた人は、多くの地区が 10％～ 20％台であるのに対し、灘手地区が
40.0％、次いで成徳地区が 30.6％という結果になっています。
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問30-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 82.0％（昨年 83.7％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 18.0％（昨年 16.3％）という結果になっています。

重要

60.2%

やや重要

21.8%

どちらともいえない

15.5%

あまり重要でない

1.0%

重要でない

1.5%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 80.8％、女性が 84.9％と男女間に大きな差は見られませんでした。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

39人

527人

416人

計982人

53.8%

63.8%

57.5%

12.8%

21.1%

23.3%

33.3%

13.3%

15.9%

0.0%

0.4%

1.9%

0.0%

1.5%

1.4%

その他

女

男
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58.2%

65.4%

67.3%

60.4%

57.3%

51.7%

23.8%

24.7%

15.7%

20.8%

22.9%

24.7%

15.7%

8.0%

13.8%

16.2%

19.8%

18.0%

1.1%

1.2%

1.3%

1.9%

0.0%

0.0%

1.1%

0.6%

1.9%

0.6%

0.0%

5.6%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

261人

162人

159人

154人

96人

89人

計921人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70％台を超える高い結果になっています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

83人

34人

139人

34人

21人

110人

15人

65人

48人

98人

93人

147人

55人

計942人

59.0%

58.8%

59.0%

64.7%

52.4%

56.4%

53.3%

63.1%

66.7%

68.4%

58.1%

62.6%

56.4%

21.7%

20.6%

25.2%

14.7%

33.3%

22.7%

40.0%

16.9%

20.8%

21.4%

23.7%

17.7%

23.6%

12.0%

17.6%

15.1%

20.6%

9.5%

15.5%

6.7%

18.5%

10.4%

9.2%

16.1%

17.7%

16.4%

2.9%

0.7%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

0.0%

2.1%

1.0%

0.0%

0.7%

0.0%

4.8%

0.0%

0.0%

0.0%

4.8%

2.7%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

2.2%

1.4%

3.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

2.4%

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、多くの地区で 70％～ 80％台である中、灘手地区は 93.3％という結果になって
います。
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問31　�倉吉市では、地域資源を活かして観光客を増やす取組を行っています。この取組に満足していま
すか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人 30.7％（昨年 26.7％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 40.3％（昨
年 41.2％）という結果になっています。

満足

5.0%

やや満足

25.7%

やや不満

23.8%

不満

16.5%

わからない

29.0%

［性別］
地域資源を活かして観光客を増やす取組に満足していると答えた人は、男性が 26.7％、女性が 34.7％と女性がやや高い
結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

38人

525人

419人

計982人

2.6%

5.7%

4.5%

15.8%

29.0%

22.2%

13.2%

21.0%

28.9%

31.6%

13.9%

18.4%

36.8%

30.5%

26.0%

その他

女

男
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4.6%

3.8%

3.2%

7.8%

8.9%

6.3%

27.8%

18.8%

24.1%

22.7%

32.3%

34.4%

24.0%

33.8%

24.1%

23.4%

17.7%

14.4%

15.2%

12.5%

25.3%

18.8%

13.5%

13.3%

28.5%

31.3%

23.4%

27.3%

30.2%

28.9%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

263人

160人

158人

154人

96人

90人

計921人

［年代別］
地域資源を活かして観光客を増やす取組に満足していると答えた人は、多くの年代で 20％～ 30％台であるのに対し、
20 代は 43.3％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

84人

36人

135人

32人

21人

109人

15人

69人

48人

96人

94人

145人

56人

計940人

6.0%

5.6%

7.4%

6.3%

0.0%

4.6%

0.0%

8.7%

10.4%

7.3%

4.3%

2.1%

1.8%

25.0%

30.6%

26.7%

18.8%

31.2%

26.7%

23.2%

14.6%

25.0%

25.5%

24.1%

25.0%

26.2%

16.7%

23.0%

31.3%

23.8%

24.8%

40.0%

11.6%

33.3%

22.9%

28.7%

24.1%

28.6%

16.7%

30.6%

18.5%

3.1%

23.8%

11.0%

20.0%

21.7%

12.5%

21.9%

10.6%

16.6%

14.3%

26.2%

16.7%

24.4%

40.6%

28.6%

28.4%

13.3%

34.8%

29.2%

22.9%

30.9%

33.1%

30.4%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
地域資源を活かして観光客を増やす取組に満足していると答えた人は、いずれの地区も 20 ～ 30％台という結果になっ
ています。
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問31-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 78.8％（昨年 80.9％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 21.2％（昨年 19.1％）という結果になっています。

重要

53.9%

やや重要

24.9%

どちらともいえない

17.1%

あまり重要でない

2.8%

重要でない

1.3%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 76.8％、女性が 81.7％と男女間に大きな差は見られませんでした。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

37人

521人

414人

計972人

48.6%

56.4%

51.7%

16.2%

25.3%

25.1%

29.7%

16.1%

16.9%

0.0%

1.3%

4.8%

5.4%

0.8%

1.4%

その他

女

男
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54.1%

53.5%

60.9%

55.2%

47.4%

50.0%

26.6%

27.7%

22.4%

22.1%

26.3%

27.8%

14.7%

16.4%

12.8%

19.5%

23.2%

15.6%

3.5%

2.5%

2.6%

2.6%

1.1%

4.4%

1.2%

0.0%

1.3%

0.6%

2.1%

2.2%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

259人

159人

156人

154人

95人

90人

計913人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70％～ 80％台と大きな差は見られず、全体的に高い傾向となっ
ています。

2.0%

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

80人

35人

134人

33人

18人

107人

14人

66人

47人

96人

85人

141人

54人

計910人

61.3%

71.4%

67.9%

63.6%

77.8%

69.2%

71.4%

66.7%

63.8%

71.9%

69.4%

60.3%

63.0%

18.8%

17.1%

23.1%

12.1%

16.7%

13.1%

21.4%

15.2%

19.1%

16.7%

17.6%

22.7%

20.4%

16.3%

11.4%

7.5%

24.2%

5.6%

15.0%

7.1%

15.2%

12.8%

9.4%

12.9%

15.6%

14.8%

1.3%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

2.8%

0.0%

0.0%

2.1%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.0%

2.1%

2.1%

0.0%

0.7%

1.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの地区も 70 ～ 80％台という結果になっています。
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問32　�倉吉市では、子育てに希望と喜びを感じられる子育て支援の取組を行っています。この取組に満
足していますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 25.9％（昨年 26.4％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 27.3％（昨
年 26.0％）という結果になっています。

満足

5.9%

やや満足

20.0%

やや不満

13.9%

不満

13.4%

わからない

46.8%

［性別］
子育てに希望と喜びを感じられる子育て支援の取組に満足していると答えた人は、男性が 24.7％、女性が 28.0％と男女
間で大きな差は見られませんでした。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

38人

507人

409人

計954人

5.3%

6.7%

5.1%

7.9%

21.3%

19.6%

2.6%

13.0%

16.1%

28.9%

13.4%

12.2%

55.3%

45.6%

46.9%

その他

女

男
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4.6%

3.1%

4.5%

11.0%

6.3%

8.9%

20.6%

16.4%

23.1%

19.5%

22.9%

17.8%

14.7%

18.2%

13.5%

14.3%

15.6%

4.4%

8.4%

11.3%

12.8%

23.4%

19.8%

10.0%

51.7%

50.9%

46.2%

31.8%

35.4%

58.9%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

238人

159人

156人

154人

96人

90人

計893人

［年代別］
子育てに希望と喜びを感じられる子育て支援の取組に満足していると答えた人は、多くの年代で 10％～ 20％台である
のに対し、40 代は 30.5％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

82人

36人

133人

33人

18人

107人

14人

67人

48人

95人

86人

141人

54人

計914人

8.5%

8.3%

9.8%

0.0%

5.6%

4.7%

7.1%

4.5%

10.4%

4.2%

7.0%

4.3%

1.9%

18.3%

22.2%

21.8%

27.3%

22.2%

17.8%

21.4%

16.4%

29.2%

25.3%

18.6%

13.5%

25.9%

11.0%

11.1%

14.3%

3.0%

22.2%

13.1%

28.6%

19.4%

12.5%

13.7%

18.6%

14.2%

13.0%

9.8%

13.9%

15.8%

9.1%

16.7%

11.2%

21.4%

14.9%

6.3%

16.8%

8.1%

17.0%

13.0%

52.4%

44.4%

38.3%

60.6%

33.3%

53.3%

21.4%

44.8%

41.7%

40.0%

47.7%

51.1%

46.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
子育てに希望と喜びを感じられる子育て支援の取組に満足していると答えた人は、10％～ 30％台と地区ごとにバラつき
があり、成徳地区は 39.6％であるのに対して、上井地区は 17.8％という結果になっています。
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問32-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「1．重要」「2．やや重要」と答えた人は 84.1％（昨年 84.6％）で、「3．どちらともいえない」「4．あまり重要でない」
「5．重要でない」と答えた人は 15.9％（昨年 15.4％）という結果になっています。

重要

65.8%

やや重要

18.3%

どちらともいえない

13.8%

あまり重要でない

0.9%

重要でない

1.2%

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

38人

504人

405人

計947人

50.0%

68.5%

64.9%

13.2%

19.0%

17.5%

28.9%

11.3%

15.1%

2.6%

0.4%

1.5%

5.3%

0.8%

1.0%

その他

女

男

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 82.4％、女性が 87.5％と男女間に大きな差は見られませんでした。
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58.0%

69.7%

68.6%

72.1%

74.7%

64.0%

22.7%

20.6%

15.4%

12.3%

13.7%

21.3%

17.6%

7.7%

12.8%

12.3%

11.6%

13.5%

0.8%

0.6%

1.3%

2.6%

0.0%

0.0%

0.8%

1.3%

1.9%

0.6%

0.0%

1.1%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

238人

155人

156人

154人

95人

89人

計887人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 80 ～ 90％台という高い結果になっています。

2.0%

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

80人

35人

134人

33人

18人

107人

14人

66人

47人

96人

85人

141人

54人

計910人

61.3%

71.4%

67.9%

63.6%

77.8%

69.2%

71.4%

66.7%

63.8%

71.9%

69.4%

60.3%

63.0%

18.8%

17.1%

23.1%

12.1%

16.7%

13.1%

21.4%

15.2%

19.1%

16.7%

17.6%

22.7%

20.4%

16.3%

11.4%

7.5%

24.2%

5.6%

15.0%

7.1%

15.2%

12.8%

9.4%

12.9%

15.6%

14.8%

1.3%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

2.8%

0.0%

0.0%

2.1%

0.0%

0.0%

0.7%

0.0%

2.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.0%

2.1%

2.1%

0.0%

0.7%

1.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、全ての地区で 80％以上という高い結果になっています。
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問33　�倉吉市では、高齢者が住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らすことが出来る取組を行っていま
す。この取組に満足していますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 33.4％（昨年 36.0％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 31.1％（昨
年 27.7％）という結果になっています。

満足

5.5%

やや満足

27.9%

やや不満

18.7%

不満

12.4%

わからない

35.5%

［性別］
高齢者が住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らすことが出来る取組に満足していると答えた人は、男性が 31.3％、女
性が 36.5％と女性がやや高い結果となっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

39人

526人

419人

計984人

2.6%

6.5%

4.8%

10.3%

30.0%

26.5%

23.1%

16.3%

21.5%

23.1%

10.8%

13.6%

41.0%

36.3%

33.7%

その他

女

男
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6.1%

5.6%

3.8%

7.1%

2.1%

11.1%

36.7%

25.6%

23.4%

24.0%

25.0%

25.6%

18.6%

26.3%

19.6%

20.8%

9.4%

14.4%

13.3%

13.1%

16.5%

9.7%

13.5%

5.6%

25.4%

29.4%

36.7%

38.3%

50.0%

43.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

264人

160人

158人

154人

96人

90人

計922人

［年代別］
高齢者が住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らすことが出来る取組に満足していると答えた人は、多くの年代で 20％
～ 30％台であるのに対し、70 代以上は 42.8％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

85人

36人

137人

33人

21人

109人

15人

69人

48人

96人

93人

145人

56人

計943人

8.2%

5.6%

6.6%

6.1%

4.8%

0.9%

6.7%

5.8%

12.5%

6.3%

7.5%

3.4%

1.8%

30.6%

41.7%

28.5%

36.4%

33.3%

30.3%

20.0%

20.3%

39.6%

29.2%

24.7%

23.4%

28.6%

20.0%

27.8%

13.9%

21.2%

23.8%

19.3%

40.0%

23.2%

12.5%

15.6%

19.4%

20.0%

23.2%

11.8%

11.1%

14.6%

12.1%

14.3%

11.9%

13.3%

15.9%

6.3%

11.5%

12.9%

11.7%

5.4%

29.4%

13.9%

36.5%

24.2%

23.8%

37.6%

20.0%

34.8%

29.2%

37.5%

35.5%

41.4%

41.1%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
高齢者が住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らすことが出来る取組に満足していると答えた人は、地区ごとに 30％～
40％台であるなか、成徳地区は 52.1％という結果になっています。

79



問33-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 86.3％（昨年 88.6％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 13.6％（昨年 11.4％）という結果になっています。

重要

63.7%

やや重要

22.6%

どちらともいえない

12.3%

あまり重要でない

0.6%

重要でない

0.7%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 84.3％、女性が 88.5％と男女間に大きな差は見られませんでした。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

36人

538人

437人

53.8%

70.0%

57.8%

28.2%

18.5%

26.5%

15.4%

10.7%

14.0%

0.0%

0.4%

1.0%

2.6%

0.4%

0.7%

その他

女

男

計1,011人
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64.5%

67.7%

73.2%

64.9%

57.9%

50.0%

28.6%

24.1%

12.7%

16.2%

20.0%

28.9%

6.9%

8.2%

12.7%

16.2%

20.0%

17.8%

0.0%

0.0%

0.6%

1.9%

0.0%

1.1%

0.0%

0.0%

0.6%

0.6%

2.1%

2.2%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

262人

158人

157人

154人

95人

90人

計916人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70％を超え、年代を重ねるごとに高くなる傾向があります。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

85人

34人

138人

33人

22人

108人

15人

68人

47人

96人

92人

145人

55人

計938人

61.2%

76.5%

63.8%

69.7%

54.5%

69.4%

73.3%

57.4%

59.6%

68.8%

59.8%

60.7%

60.0%

24.7%

23.5%

22.5%

21.2%

40.9%

17.6%

20.0%

26.5%

25.5%

21.9%

28.3%

20.0%

23.6%

9.4%

0.0%

13.8%

9.1%

4.5%

12.0%

6.7%

14.7%

10.6%

9.4%

12.0%

17.2%

12.7%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

0.0%

2.1%

0.0%

0.0%

2.1%

0.0%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

2.1%

0.0%

0.0%

0.0%

3.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの地区も 80％～ 90％台という高い結果になっています。

81



問34　倉吉市では、健康づくりを推進する取組を行っています。この取組に満足していますか。
　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 54.6％（昨年 55.8％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 17.2％（昨
年 17.0％）という結果になっています。

満足

14.3%

やや満足

40.3%

やや不満

11.2%

不満

6.0%

わからない

28.2%

［性別］
健康づくりを推進する取組に満足していると答えた人は、男性が 54.1％、女性が 57.0％と男女間に差は見られませんで
した。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

39人

526人

418人

計983人

10.3%

14.6%

14.6%

15.4%

42.4%

39.5%

20.5%

10.3%

11.5%

12.8%

6.3%

5.3%

41.0%

26.4%

29.2%

その他

女

男
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17.1%

11.3%

11.4%

13.0%

10.4%

22.2%

50.6%

41.9%

38.6%

36.4%

29.2%

31.1%

11.0%

13.8%

12.7%

9.7%

10.4%

5.6%

3.8%

5.0%

9.5%

7.8%

9.4%

1.1%

17.5%

28.1%

27.8%

33.1%

40.6%

40.0%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

263人

160人

158人

154人

96人

90人

計921人

［年代別］
健康づくりを推進する取組に満足していると答えた人は、多くの年代で 30％～ 50％台であるのに対し、70 代以上は
67.7％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

85人

36人

136人

32人

22人

109人

15人

69人

48人

96人

93人

145人

55人

計941人

16.5%

11.1%

16.2%

15.6%

4.5%

13.8%

33.3%

10.1%

16.7%

15.6%

15.1%

11.7%

10.9%

44.7%

50.0%

38.2%

56.3%

63.6%

40.4%

40.0%

42.0%

39.6%

40.6%

35.5%

32.4%

47.3%

8.2%

13.9%

8.8%

18.8%

13.6%

14.7%

6.7%

13.0%

6.3%

5.2%

14.0%

13.1%

9.1%

5.9%

0.0%

6.6%

0.0%

0.0%

6.4%

6.7%

2.9%

4.2%

9.4%

6.5%

5.5%

5.5%

24.7%

25.0%

30.1%

9.4%

18.2%

24.8%

13.3%

31.9%

33.3%

29.2%

29.0%

37.2%

27.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
健康づくりを推進する取組に満足していると答えた人は、地区ごとで 30％～ 70％台とバラつきがあり、灘手地区は最
も高い 73.3％という結果になっています。
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問34-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 84.6％（昨年 89.2％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 15.4％（昨年 10.8％）という結果になっています。

重要

62.8%やや重要

21.8%

どちらともいえない

12.1%

あまり重要でない

2.3%

重要でない

1.0%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 82.2％、女性が 87.8％と女性がやや高い結果になっています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

39人

527人

415人

計981人

59.0%

67.7%

58.1%

12.8%

20.1%

24.1%

23.1%

9.9%

13.5%

2.6%

1.5%

3.4%

2.6%

0.8%

1.0%

その他

女

男
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67.5%

63.9%

62.2%

64.3%

56.8%

53.3%

22.3%

24.7%

25.0%

14.3%

22.1%

23.3%

7.9%

7.6%

10.3%

15.6%

20.0%

17.8%

2.3%

3.2%

1.3%

4.5%

1.1%

2.2%

0.0%

0.6%

1.3%

1.3%

0.0%

3.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

265人

158人

156人

154人

95人

90人

計918人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70％～ 80％台という高い結果で、年代を重ねるごとに高くな
る傾向があります。

85人

36人

138人

33人

22人

109人

15人

68人

47人

96人

92人

144人

55人

計940人

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

62.4%

66.7%

65.2%

63.6%

63.6%

69.7%

66.7%

67.6%

53.2%

67.7%

59.8%

56.9%

60.0%

20.0%

25.0%

18.1%

27.3%

31.8%

17.4%

26.7%

14.7%

27.7%

19.8%

30.4%

22.9%

20.0%

10.6%

2.8%

13.8%

9.1%

4.5%

11.0%

6.7%

14.7%

14.9%

8.3%

6.5%

16.7%

16.4%

3.5%

5.6%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

2.1%

4.2%

3.3%

2.8%

1.8%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

1.5%

2.1%

0.0%

0.0%

0.7%

1.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの地区も 70％以上という高い結果になっています。
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問35　�倉吉市では、人権尊重と男女共同参画の実現を目指す取組を行っています。この取組に満足して
いますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 31.7％（昨年 31.6％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 15.5％（昨
年 17.6％）という結果になっています。

満足

7.9%

やや満足

23.8%

やや不満

9.8%

不満

5.7%

わからない

52.9%

［性別］
人権尊重と男女共同参画の実現を目指す取組に満足していると答えた人は、男性が 29.9％、女性が 34.1％と男女間に大
きな差は見られませんでした。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

39人

522人

418人

計979人

5.1%

9.4%

6.5%

12.8%

24.7%

23.4%

15.4%

7.5%

12.4%

10.3%

5.4%

5.7%

56.4%

53.1%

51.9%

その他

女

男
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満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

260人

159人

159人

154人

96人

90人

計918人

7.3%

5.7%

5.7%

6.5%

8.3%

16.7%

24.6%

28.9%

24.5%

22.7%

18.8%

21.1%

11.5%

10.1%

10.7%

9.1%

5.2%

4.4%

5.4%

5.7%

10.1%

4.5%

3.1%

4.4%

51.2%

49.7%

49.1%

57.1%

64.6%

53.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

［年代別］
人権尊重と男女共同参画の実現を目指す取組に満足していると答えた人は、いずれの年代も 20％～ 30％台という結果
になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

82人

36人

136人

33人

21人

109人

15人

66人

48人

97人

93人

145人

55人

計936人

8.5%

11.1%

8.8%

3.0%

4.8%

2.8%

0.0%

1.5%

14.6%

12.4%

9.7%

8.3%

10.9%

24.4%

33.3%

27.9%

30.3%

33.3%

22.9%

33.3%

15.2%

22.9%

24.7%

17.2%

20.7%

27.3%

8.5%

0.0%

11.0%

15.2%

14.3%

12.8%

20.0%

12.1%

10.4%

4.1%

11.8%

9.0%

7.3%

3.7%

5.6%

5.9%

6.1%

4.8%

5.5%

6.7%

7.6%

2.1%

6.2%

6.5%

4.1%

7.3%

54.9%

50.0%

46.3%

45.5%

42.9%

56.0%

40.0%

63.6%

50.0%

52.6%

54.8%

57.9%

47.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
人権尊重と男女共同参画の実現を目指す取組に満足していると答えた人は、10％～ 40％台と地区ごとにバラつきがあり、
上小鴨地区は最も高い 44.4％という結果になっています。
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問35-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 63.7％（昨年 67.5％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 36.4％（昨年 32.6％）という結果になっています。

重要

42.3%

やや重要

21.4%

どちらともいえない

27.4%

あまり重要でない

6.0%

重要でない

3.0%

35.9%

46.6%

38.0%

17.9%

20.2%

23.0%

41.0%

26.1%

27.4%

5.1%

4.4%

8.2%

0.0%

2.7%

3.4%

その他

女

男

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

39人

521人

413人

計973人

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 61.0％、女性が 66.8％と女性がやや高い結果になっています。
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39.9%

43.9%

47.5%

44.2%

38.3%

42.2%

24.8%

22.3%

19.0%

16.9%

20.2%

22.2%

27.1%

24.8%

27.8%

22.7%

35.1%

30.0%

7.4%

6.4%

3.2%

9.7%

3.2%

2.2%

0.8%

2.5%

2.5%

6.5%

3.2%

3.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

258人

157人

158人

154人

94人

90人

計911人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 50％～ 60％台という結果になっています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

81人

35人

137人

33人

22人

108人

15人

65人

47人

97人

92人

144人

55人

計931人

44.4%

40.0%

43.8%

42.4%

36.4%

47.2%

46.7%

43.1%

42.6%

41.2%

35.9%

43.8%

43.6%

23.5%

31.4%

19.7%

27.3%

36.4%

14.8%

13.3%

15.4%

12.8%

24.7%

29.3%

18.8%

20.0%

16.0%

20.0%

25.5%

21.2%

22.7%

30.6%

33.3%

33.8%

36.2%

25.8%

27.2%

26.4%

34.5%

8.6%

5.7%

8.8%

3.0%

4.5%

5.6%

6.7%

3.1%

6.4%

3.1%

7.6%

8.3%

0.0%

7.4%

2.9%

2.2%

6.1%

0.0%

1.9%

0.0%

4.6%

2.1%

5.2%

0.0%

2.8%

1.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、50％～ 70％台と地区ごとにバラつきがあり、北谷地区は最も高い 72.8％とい
う結果になっています。
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問36　�倉吉市では、生きる力を育む学校教育の充実を目指す取組を行っています。この取組に満足して
いますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「1．満足」「2．やや満足」と答えた人は 28.7％（昨年 29.8％）で、「3．やや不満」「4．不満」と答えた人は 19.8％（昨
年 19.6％）という結果になっています。

満足

5.6%

やや満足

23.1%

やや不満

13.8%

不満

6.0%

わからない

51.6%

［性別］
生きる力を育む学校教育の充実を目指す取組に満足していると答えた人は、男性が 25.8％、女性が 31.7％と女性がやや
高い結果になっています。

5.3%

7.1%

3.9%

7.9%

24.6%

21.9%

15.8%

11.1%

17.3%

5.3%

5.2%

7.2%

65.8%

52.1%

49.6%

その他

女

男

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

38人

524人

415人

計977人
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5.1%

1.3%

3.8%

8.4%

9.4%

7.8%

22.2%

24.4%

22.6%

23.4%

22.9%

23.3%

15.6%

15.6%

15.1%

14.3%

10.4%

10.0%

3.5%

5.0%

10.1%

11.0%

4.2%

2.2%

53.7%

53.8%

48.4%

42.9%

53.1%

56.7%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

257人

160人

159人

154人

96人

90人

計916人

［年代別］
生きる力を育む学校教育の充実を目指す取組に満足していると答えた人は、いずれの年代も 20％～ 30％台となってい
ます。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

83人

36人

135人

33人

21人

109人

14人

65人

48人

97人

93人

145人

56人

計935人

9.6%

5.6%

4.4%

3.0%

4.8%

2.8%

0.0%

1.5%

8.3%

8.2%

9.7%

4.8%

1.8%

24.1%

27.8%

26.7%

24.2%

19.0%

23.9%

21.4%

21.5%

29.2%

25.8%

17.2%

17.9%

32.1%

14.5%

16.7%

11.9%

12.1%

23.8%

13.8%

28.6%

15.4%

12.5%

11.3%

18.3%

10.3%

16.1%

4.8%

11.1%

6.7%

3.0%

4.8%

5.5%

7.1%

7.7%

4.2%

7.2%

5.4%

6.9%

1.8%

47.0%

38.9%

50.4%

57.6%

47.6%

54.1%

42.9%

53.8%

45.8%

47.4%

49.5%

60.0%

48.2%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
生きる力を育む学校教育の充実を目指す取組に満足していると答えた人は、地区ごとに 20％～ 30％台と大きな差は見
られず、成徳地区は最も高い 37.5％という結果になっています。
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問36-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 77.6％（昨年 80.6％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 22.4％（昨年 19.5％）という結果になっています。

重要

55.6%

やや重要

22.0%

どちらともいえない

18.9%

あまり重要でない

2.2%

重要でない

1.3%

39.5%

58.8%

53.7%

23.7%

21.7%

21.7%

31.6%

16.7%

20.5%

5.3%

1.7%

2.4%

0.0%

1.0%

1.7%

その他

女

男

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

38人

515人

410人

計963人

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 75.4％、女性が 80.5％と女性がやや高い結果になっています。
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56.3%

51.9%

60.5%

56.9%

58.5%

48.9%

23.2%

26.3%

17.2%

19.0%

22.3%

25.6%

18.9%

15.4%

19.1%

19.0%

19.1%

22.2%

1.6%

5.1%

1.9%

1.3%

0.0%

2.2%

0.0%

1.3%

1.3%

3.9%

0.0%

1.1%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

254人

156人

157人

153人

94人

90人

計904人

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

82人

35人

135人

33人

20人

108人

13人

65人

46人

97人

90人

144人

55人

計923人

50.0%

65.7%

51.9%

66.7%

45.0%

60.2%

61.5%

52.3%

54.3%

59.8%

57.8%

56.9%

56.4%

26.8%

20.0%

27.4%

18.2%

40.0%

13.9%

7.7%

27.7%

23.9%

21.6%

20.0%

17.4%

20.0%

15.9%

8.6%

17.8%

12.1%

15.0%

23.1%

30.8%

16.9%

19.6%

13.4%

20.0%

21.5%

21.8%

3.7%

2.9%

3.0%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

1.5%

2.2%

4.1%

1.1%

2.8%

0.0%

3.7%

2.9%

0.0%

3.0%

0.0%

1.9%

0.0%

1.5%

0.0%

1.0%

1.1%

1.4%

1.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの地区も 60％～ 80％台とバラつきがあり、上小鴨地区は最も高い
85.7％という結果になっています。

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 70％～ 80％台と大きな差は見られず、全体的に高い傾向となっ
ています。
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問37　倉吉市では、文化･芸術活動を振興する取組を行っています。この取組に満足していますか。
　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 44.1％（昨年 41.2％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 17.8％（昨
年 19.6％）という結果になっています。

満足

8.9%

やや満足

35.2%

やや不満

11.6%

不満

6.2%

わからない

38.1%

［性別］
文化 ･ 芸術活動を振興する取組に満足していると答えた人は、男性が 39.5％、女性が 49.4％と女性がやや高い結果になっ
ています。

2.6%

10.9%

7.2%

18.4%

38.5%

32.3%

15.8%

10.3%

13.0%

7.9%

5.0%

7.5%

55.3%

35.4%

40.0%

その他

女

男

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

38人

525人

415人

計978人
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8.9%

4.4%

7.5%

11.0%

7.3%

18.9%

40.1%

36.3%

33.3%

26.6%

40.6%

33.3%

12.5%

15.0%

13.2%

12.3%

7.3%

6.7%

3.9%

6.3%

10.1%

6.5%

8.3%

3.3%

34.6%

38.1%

35.8%

43.5%

36.5%

37.8%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

257人

160人

159人

154人

96人

90人

計916人

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

84人

36人

135人

33人

22人

108人

14人

66人

48人

97人

93人

145人

56人

計937人

9.5%

16.7%

10.4%

6.1%

0.0%

6.5%

14.3%

4.5%

10.4%

11.3%

5.4%

9.0%

10.7%

35.7%

27.8%

32.6%

42.4%

40.9%

40.7%

21.4%

42.4%

45.8%

34.0%

33.3%

31.0%

35.7%

11.9%

11.1%

13.3%

6.1%

13.6%

11.1%

14.3%

10.6%

12.5%

10.3%

14.0%

13.1%

7.1%

2.4%

11.1%

6.7%

9.1%

9.1%

3.7%

14.3%

10.6%

4.2%

5.2%

4.3%

7.6%

3.6%

40.5%

33.3%

37.0%

36.4%

36.4%

38.0%

35.7%

31.8%

27.1%

39.2%

43.0%

39.3%

42.9%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
文化 ･ 芸術活動を振興する取組に満足していると答えた人は、地区ごとに 30％～ 50％台とバラつきがあり、成徳地区
は最も高い 56.2％という結果になっています。

［年代別］
文化 ･ 芸術活動を振興する取組に満足していると答えた人は、いずれの年代も 30％～ 50％台という結果になっています。
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問37-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 69.6％（昨年 73.7％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 30.4％（昨年 26.4％）という結果になっています。

重要

42.4%

やや重要

27.2%

どちらともいえない

24.2%

あまり重要でない

4.5%

重要でない

1.7%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 64.8％、女性が 74.6％と女性がやや高い結果になっています。

34.2%

46.3%

38.8%

21.1%

28.3%

26.0%

42.1%

20.8%

26.7%

0.0%

3.8%

5.6%

2.6%

0.8%

2.9%

その他

女

男

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

38人

523人

412人

計973人
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41.5%

43.9%

46.8%

42.2%

42.1%

41.1%

33.7%

28.7%

24.1%

19.5%

24.2%

25.6%

21.3%

20.4%

20.9%

28.6%

28.4%

26.7%

1.9%

6.4%

6.3%

7.8%

3.2%

3.3%

1.6%

0.6%

1.9%

1.9%

2.1%

3.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

258人

157人

158人

154人

95人

90人

計912人

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

83人

35人

136人

33人

21人

109人

13人

67人

47人

97人

92人

145人

55人

計933人

36.1%

48.6%

46.3%

45.5%

28.6%

39.4%

53.8%

47.8%

40.4%

49.5%

33.7%

44.1%

41.8%

31.3%

37.1%

25.7%

27.3%

38.1%

28.4%

15.4%

32.8%

31.9%

23.7%

26.1%

22.8%

23.6%

21.7%

14.3%

23.5%

15.2%

33.3%

22.9%

23.1%

13.4%

27.7%

16.5%

32.6%

29.7%

25.5%

6.0%

0.0%

4.4%

9.1%

0.0%

6.4%

7.7%

3.0%

0.0%

8.2%

5.4%

2.8%

5.5%

4.8%

0.0%

0.0%

3.0%

0.0%

2.8%

0.0%

3.0%

0.0%

2.1%

2.2%

0.7%

3.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、多くの地区が 60％～ 70％台であるのに対し、上小鴨地区は 85.7％、明倫地区
は 80.6％という結果になっています。

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 60％～ 70％台という結果になっています。
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問38　�倉吉市では、県外からの移住者や交流を持つ人を増やす取組を行っています。この取組に満足し
ていますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 27.9％（昨年 27.5％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 22.1％（昨
年 20.3％）という結果になっています。

満足

5.8%

やや満足

22.1%

やや不満

12.7%

不満

9.4%

わからない

50.1%

［性別］
県外からの移住者や交流を持つ人を増やす取組に満足していると答えた人は、男性が 26.1％、女性が 29.8％と男女間で
大きな差は見られませんでした。

7.7%

7.1%

4.3%

12.8%

22.7%

21.8%

7.7%

10.5%

15.8%

12.8%

8.2%

10.3%

59.0%

51.5%

47.8%

その他

女

男

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

39人

524人

418人

計981人
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5.4%

3.1%

2.5%

9.1%

6.3%

13.3%

23.5%

20.6%

25.8%

16.9%

24.0%

23.3%

15.4%

19.4%

5.0%

13.6%

11.5%

6.7%

5.8%

6.9%

15.7%

9.7%

10.4%

12.2%

50.0%

50.0%

50.9%

50.6%

47.9%

44.4%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

260人

160人

159人

154人

96人

90人

計919人

［年代別］
県外からの移住者や交流を持つ人を増やす取組に満足していると答えた人は、いずれの年代も 20％～ 30％台という結
果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

85人

36人

137人

33人

21人

109人

15人

66人

48人

97人

93人

145人

55人

計940人

10.6%

11.1%

8.0%

6.1%

4.8%

4.6%

0.0%

1.5%

6.3%

5.2%

5.4%

4.1%

1.8%

23.5%

22.2%

25.5%

27.3%

28.6%

22.9%

46.7%

19.7%

20.8%

23.7%

11.8%

19.3%

29.1%

10.6%

13.9%

13.9%

6.1%

14.3%

11.0%

13.3%

10.6%

14.6%

10.3%

20.4%

12.4%

10.9%

5.9%

5.6%

7.3%

9.1%

4.8%

7.3%

6.7%

16.7%

10.4%

11.3%

6.5%

13.8%

9.1%

49.4%

47.2%

45.3%

51.5%

47.6%

54.1%

33.3%

51.5%

47.9%

49.5%

55.9%

50.3%

49.1%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
県外からの移住者や交流を持つ人を増やす取組に満足していると答えた人は、地区ごとに 10％～ 30％台とバラつきが
ある中、灘手地区は 46.7％という結果になっています。
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問38-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 71.1％（昨年 73.1％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 28.8％（昨年 27.0％）という結果になっています。

重要

46.2%

やや重要

24.9%

どちらともいえない

23.6%

あまり重要でない

3.3%

重要でない

1.9%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 70.2％、女性が 73.4％と男女間で大きな差は見られませんでした。

38.5%

48.5%

45.0%

20.5%

24.9%

25.2%

33.3%

22.8%

22.8%

5.1%

2.5%

4.3%

2.6%

1.3%

2.6%

その他

女

男

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

39人

522人

416人

計977人
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45.8%

52.5%

43.7%

44.8%

50.5%

47.8%

28.5%

27.2%

25.3%

18.2%

20.0%

25.6%

20.0%

17.7%

26.6%

29.2%

23.2%

22.2%

3.8%

2.5%

0.6%

5.8%

4.2%

3.3%

1.9%

0.0%

3.8%

1.9%

2.1%

1.1%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

260人

158人

158人

154人

95人

90人

計915人

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

82人

35人

137人

33人

22人

109人

15人

67人

47人

97人

92人

145人

55人

計936人

47.6%

45.7%

48.9%

39.4%

36.4%

45.9%

46.7%

44.8%

55.3%

54.6%

37.0%

50.3%

41.8%

26.8%

20.0%

27.0%

33.3%

36.4%

21.1%

26.7%

22.4%

14.9%

23.7%

32.6%

21.4%

23.6%

19.5%

34.3%

19.7%

24.2%

22.7%

26.6%

26.7%

25.4%

27.7%

17.5%

25.0%

21.4%

25.5%

3.7%

0.0%

2.9%

0.0%

4.5%

4.6%

0.0%

4.5%

4.1%

2.2%

5.5%

1.8%

2.4%

0.0%

1.5%

3.0%

0.0%

1.8%

0.0%

3.0%

0.0%

0.0%

3.3%

1.4%

7.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

2.1%

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの地区も 60％～ 70％台という結果になっています。

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、いずれの年代も 60％～ 70％台という結果になっています。
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問39　�倉吉市では、地区コミュニティセンターを拠点に、地域住民が地域づくりに参画する取組を推進
しています。この取組に満足していますか。

　１．満足
　２．やや満足
　３．やや不満
　４．不満
　５．わからない

［全体］
「１．満足」「２．やや満足」と答えた人は 31.6％（昨年 31.4％）で、「３．やや不満」「４．不満」と答えた人は 20.2％（昨
年 20.2％）という結果になっています。

満足

6.1%

やや満足

25.5%

やや不満

12.0%

不満

8.2%

わからない

48.2%

［性別］
地区コミュニティセンターを拠点に、地域住民が地域づくりに参画する取組に満足していると答えた人は、男性が
31.5％、女性が 33.0％と男女間で差は見られませんでした。

2.7%

6.8%

5.8%

10.8%

26.2%

25.7%

13.5%

9.1%

15.4%

8.1%

5.9%

11.1%

64.9%

52.0%

42.1%

その他

女

男

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

37人

527人

416人

計980人
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8.1%

5.7%

4.4%

7.1%

4.1%

6.6%

32.3%

27.0%

20.0%

21.4%

26.8%

18.7%

13.5%

15.7%

8.8%

14.3%

10.3%

6.6%

8.8%

7.5%

12.5%

8.4%

5.2%

4.4%

37.3%

44.0%

54.4%

48.7%

53.6%

63.7%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

260人

159人

160人

154人

97人

91人

計921人

［年代別］
地区コミュニティセンターを拠点に、地域住民が地域づくりに参画する取組に満足していると答えた人は、多くの年代で
20％～ 30％台であるのに対して、70 代以上は 40.4％という結果になっています。

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

83人

36人

139人

34人

22人

109人

15人

66人

47人

99人

91人

146人

56人

計943人

3.6%

19.4%

7.9%

5.9%

4.5%

5.5%

6.7%

3.0%

6.4%

5.1%

5.5%

4.1%

12.5%

30.1%

27.8%

25.2%

23.5%

31.8%

28.4%

26.7%

24.2%

17.0%

30.3%

22.0%

23.3%

25.0%

8.4%

11.1%

12.9%

11.8%

27.3%

15.6%

20.0%

13.6%

21.3%

8.1%

14.3%

9.6%

5.4%

4.8%

11.1%

6.5%

23.5%

4.5%

6.4%

13.3%

9.1%

4.3%

7.1%

6.6%

11.0%

5.4%

53.0%

30.6%

47.5%

35.3%

31.8%

44.0%

33.3%

50.0%

51.1%

49.5%

51.6%

52.1%

51.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
地区コミュニティセンターを拠点に、地域住民が地域づくりに参画する取組に満足していると答えた人は、多くの地区が
20％～ 30％台であるのに対し、上小鴨地区が 47.2％という結果になっています。

103



問39-②　また、この取組は今後も重要だと思いますか。
　１．重要
　２．やや重要
　３．どちらともいえない
　４．あまり重要でない
　５．重要でない

［全体］
「１．重要」「２．やや重要」と答えた人は 65.3％（昨年 68.3％）で、「３．どちらともいえない」「４．あまり重要でな
い」「５．重要でない」と答えた人は 34.7％（昨年 31.7％）という結果になっています。

重要

37.9%

やや重要

27.4%

どちらともいえない

27.0%

あまり重要でない

4.5%

重要でない

3.2%

［性別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、男性が 62.9％、女性が 69.0％と女性がやや高い結果になっています。

30.6%

41.0%

34.9%

19.4%

28.0%

28.0%

47.2%

24.6%

28.0%

2.8%

3.8%

5.3%

0.0%

2.7%

3.9%

その他

女

男

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

36人

525人

415人

計976人
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41.4%

39.2%

39.6%

39.0%

34.4%

29.7%

30.3%

30.4%

24.5%

20.8%

31.3%

28.6%

23.0%

20.3%

28.3%

31.2%

28.1%

33.0%

3.4%

8.2%

2.5%

5.2%

3.1%

5.5%

1.9%

1.9%

5.0%

3.9%

3.1%

3.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

261人

158人

159人

154人

96人

91人

計919人

［年代別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、多くの年代が 50％～ 60％台であるのに対して、70 代が 71.7％という結果になっ
ています。

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない

83人

35人

139人

34人

22人

110人

16人

67人

46人

99人

90人

145人

54人

計940人

43.4%

42.9%

44.6%

41.2%

36.4%

35.5%

37.5%

35.8%

34.8%

38.4%

36.7%

33.1%

42.6%

28.9%

31.4%

22.3%

26.5%

40.9%

30.9%

18.8%

34.3%

23.9%

22.2%

25.6%

27.6%

22.2%

20.5%

20.0%

27.3%

29.4%

22.7%

27.3%

25.0%

25.4%

32.6%

26.3%

30.0%

27.6%

29.6%

2.4%

5.7%

3.6%

2.9%

0.0%

2.7%

18.8%

0.0%

6.5%

7.1%

5.6%

8.3%

4.8%

0.0%

2.2%

0.0%

0.0%

3.6%

0.0%

4.5%

2.2%

6.1%

2.2%

3.4%

3.7%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

1.9%

［地区別］
この取組が今後も重要だと答えた人は、地区ごとに 50％～ 70％台とバラつきがある中、北谷地区は 77.3％という最も
高い結果になっています。
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倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について

2-2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

満
足
度

満
足
度

重要度 重要度

倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について

(1)農畜水産業の振興

(2)企業が持つ特性・特色を
　 活かした商工業の振興

(3)安定した雇用の
　　維持と確保

(5)地域資源を活かした観光の振興

(7)子育て支援の充実

(9)豊かで健やかな
　　長寿社会の実現

(11)健康づくりの推進

(12)人権尊重の確立と男女共同参画社会の実現
（13)生きる力を育む
　　　学校教育の充実

(16)文化・芸術活動の振興

(17)移住定住・交流の促進

(26)市民と協働したまちづくりの推進
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（４）人権について

問40　あなたは、男性は外で働き、女性は家庭を守るべきであるという考え方をどのように思いますか。
　１．その通りだと思う
　２．どちらかと言えばその通りだと思う
　３．どちらかと言えばその通りだとは思わない
　４．その通りだとは思わない
　５．わからない

［全体］
「３．どちらかと言えばその通りとは思わない」「４．その通りとは思わない」と答えた人は 85.5％（昨年 84.5％）で、「１．
その通りだと思う」「２．どちらかと言えばその通りと思う」と答えた人は 8.6％（昨年 10.0％）という結果になっています。

その通りだと思う

1.4%

どちらかと言えばその通り

だと思う

7.2%

どちらかと言えばその通りだと

は思わない

12.0%

その通りだとは思わない

73.5%

わからない

5.9%

［性別］
男性は外で働き、女性は家庭を守るべきであると思わないと答えた人は、男性が 81.3％、女性が 90.2％と女性がやや高
い結果となっています。

その他

女

男

39人

531人

424人

計994人

2.6%

1.5%

1.2%

2.6%

5.8%

9.2%

5.1%

10.2%

14.6%

69.2%

80.0%

66.7%

20.5%

2.4%

8.3%

その通りだと思う どちらかと言えば
その通りだと思う

どちらかと言えば
その通りだとは思わない

その通りだとは
思わない

わからない
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1.1%

0.6%

1.2%

2.6%

2.1%

2.2%

10.8%

4.3%

4.3%

9.7%

9.3%

3.3%

18.2%

11.8%

9.9%

9.1%

4.1%

13.2%

64.7%

80.1%

78.9%

72.7%

80.4%

72.5%

5.2%

3.1%

5.6%

5.8%

4.1%

8.8%

その通りだと思う どちらかと言えば
その通りだと思う

どちらかと言えば
その通りだとは思わない

その通りだとは
思わない

わからない

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

269人

161人

161人

154人

97人

91人

計933人

［年代別］
男性は外で働き、女性は家庭を守るべきであると思わないと答えた人は、いずれの年代も 80％を超える高い結果になっ
ています。

84人

36人

141人

34人

22人

110人

16人

69人

48人

99人

93人

147人

56人

計955人

その通りだと思う どちらかと言えば
その通りだと思う

どちらかと言えば
その通りだとは思わない

その通りだとは
思わない

わからない

0.0%

2.8%

0.7%

2.9%

0.0%

0.0%

18.8%

4.3%

4.2%

0.0%

1.1%

0.0%

1.8%

6.0%

8.3%

5.7%

5.9%

4.5%

7.3%

6.3%

10.1%

6.3%

7.1%

5.4%

10.2%

3.6%

7.1%

8.3%

12.8%

2.9%

18.2%

14.5%

6.3%

10.1%

8.3%

13.1%

14.0%

12.9%

21.4%

76.2%

72.2%

77.3%

79.4%

72.7%

72.7%

68.8%

69.6%

75.0%

73.7%

75.3%

72.1%

69.6%

10.7%

8.3%

3.5%

8.8%

4.5%

5.5%

0.0%

5.8%

6.3%

6.1%

4.3%

4.8%

3.6%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
男性は外で働き、女性は家庭を守るべきであると思わないと答えた人は、いずれの地区も 70％～ 90％台という結果になっ
ています。
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問41　あなたの身の回りでは、社会における男女の機会均等がはかられていると思いますか。
　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「1．そう思う」「2．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 33.8％（昨年 33.5%）で、「3．どちらかと言えばそう
思わない」「4．そう思わない」と答えた人は 50.1％（昨年 51.2％）という結果になっています。

そう思う

6.2%

どちらかと言えばそう思う

27.6%

どちらかと言えばそう思

わない

24.3%

そう思わない

25.8%

わからない

16.1%

［性別］
身の回りの社会における男女の機会均等がはかられていると答えた人は、男性が 37.8％、女性が 32.2％と男性がやや高
い結果になっています。

7.9%

5.7%

6.9%

7.9%

26.5%

30.9%

18.4%

25.2%

23.5%

39.5%

28.2%

21.6%

26.3%

14.4%

17.1%

その他

女

男

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

38人

528人

421人

計987人
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4.5%

4.3%

5.0%

9.2%

8.2%

9.9%

28.0%

27.8%

26.3%

24.2%

29.9%

31.9%

28.8%

19.8%

25.6%

22.2%

24.7%

19.8%

23.1%

32.7%

24.4%

30.1%

26.8%

18.7%

15.5%

15.4%

18.8%

14.4%

10.3%

19.8%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

264人

162人

160人

153人

97人

91人

計927人

［年代別］
身の回りの社会における男女の機会均等がはかられていると答えた人は、多くの世代が 30％台であるのに対し、20 代
は 41.8％という結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

84人

35人

139人

34人

22人

110人

16人

69人

48人

98人

92人

146人

56人

計949人

4.8%

2.9%

6.5%

8.8%

0.0%

2.7%

6.3%

8.7%

6.3%

7.1%

5.4%

6.8%

8.9%

32.1%

22.9%

27.3%

32.4%

13.6%

27.3%

18.8%

23.2%

31.3%

28.6%

28.3%

28.8%

33.9%

26.2%

22.9%

30.9%

20.6%

40.9%

23.6%

18.8%

21.7%

22.9%

18.4%

30.4%

21.2%

19.6%

21.4%

22.9%

15.8%

32.4%

18.2%

30.9%

43.8%

27.5%

29.2%

33.7%

20.7%

28.1%

23.2%

15.5%

28.6%

19.4%

5.9%

27.3%

15.5%

12.5%

18.8%

10.4%

12.2%

15.2%

15.1%

14.3%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
身の回りの社会における男女の機会均等がはかられていると答えた人は、地区ごとにバラつきがあり、上北条地区は
42.8％、北谷地区は 13.6％という結果になっています。
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問42　�２人以上の世帯の方にお伺いします。あなたの家庭では、男女の区別なく家事、子育て、介護を
分担して行っていますか。

　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．どちらかと言えばそう思わない
　４．そう思わない
　５．わからない

［全体］
「1．そう思う」「2．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 50.0％（昨年 50.9％）で、「3．どちらかと言えばそう
思わない」「4．そう思わない」と答えた人は 43.4％（昨年 42.9％）という結果になっています。

そう思う

19.8%

どちらかと言えばそう思う

30.2%
どちらかと言えばそう思

わない

21.9%

そう思わない

21.5%

わからない

6.6%

［性別］
家庭で男女の区別なく家事、子育て、介護を分担して行っていると答えた人は、男性が 58.7％、女性が 43.6％と男性が
高い結果になっています。

23.5%

20.1%

19.3%

14.7%

23.5%

39.4%

14.7%

26.3%

17.1%

26.5%

25.6%

16.8%

20.6%

4.6%

7.3%

その他

女

男

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

34人

438人

368人

計840人

111



15.2%

20.7%

17.1%

17.6%

29.9%

29.2%

34.6%

32.4%

28.6%

28.7%

27.6%

24.6%

19.8%

25.5%

27.1%

20.6%

21.8%

10.8%

24.9%

18.6%

17.9%

27.2%

16.1%

23.1%

5.5%

2.8%

9.3%

5.9%

4.6%

12.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

217人

145人

140人

136人

87人

65人

計790人

［年代別］
家庭で男女の区別なく家事、子育て、介護を分担して行っていると答えた人は、いずれの年代も 40％～ 50％台という
結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない わからない

75人

29人

125人

29人

20人

97人

14人

57人

41人

85人

72人

119人

49人

計812人

14.7%

20.7%

26.4%

13.8%

5.0%

19.6%

21.4%

15.8%

14.6%

23.5%

18.1%

22.7%

22.4%

32.0%

24.1%

26.4%

24.1%

30.0%

27.8%

35.7%

26.3%

34.1%

37.6%

34.7%

34.5%

26.5%

30.7%

27.6%

20.8%

24.1%

25.0%

27.8%

14.3%

15.8%

24.4%

15.3%

22.2%

17.6%

22.4%

16.0%

20.7%

17.6%

31.0%

35.0%

19.6%

21.4%

24.6%

22.0%

21.2%

19.4%

20.2%

26.5%

6.7%

6.9%

8.8%

6.9%

5.0%

5.2%

7.1%

17.5%

4.9%

2.4%

5.6%

5.0%

2.0%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
家庭で男女の区別なく家事、子育て、介護を分担して行っていると答えた人は、地区ごとにバラつきがあり、上灘地区は
61.1％、北谷地区は 35.0％という結果になっています。
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問43　あなたは、過去５年間に差別や人権侵害を受けたことがありますか。
　１．差別や人権侵害を受けたことがある
　２．差別や人権侵害を受けたことがない

［全体］
「1．差別や人権侵害を受けたことがある」と答えた人は 13.0％（昨年 13.2％）で、「2．差別や人権侵害を受けたことがない」
と答えた人は 87.0（昨年 86.8％）という結果になっています。

差別や人権侵害を受けたこ

とがない

87.0%

差別や人権侵害を受けた

ことがある

13.0%

［性別］
過去５年間に自分の人権が侵害されたと思ったことがあると答えた人は、男性が 11.2％、女性が 13.7％と男女間に大き
な差は見られませんでした。

18.4%

13.7%

11.2%

81.6%

86.3%

88.8%

その他

女

男

差別や人権侵害を受けたことがある 差別や人権侵害を受けたことがない

38人

505人

410人

計953人

113



9.3%

9.0%

14.6%

19.7%

13.5%

11.4%

90.7%

91.0%

85.4%

80.3%

86.5%

88.6%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

差別や人権侵害を受けたことがある 差別や人権侵害を受けたことがない

246人

155人

158人

152人

96人

88人

計895人

［年代別］
過去５年間に自分の人権が侵害されたと思ったことがあると答えた人は、いずれの年代も 0％～ 10％台という結果になっ
ています。

82人

34人

130人

33人

21人

107人

16人

67人

48人

97人

90人

141人

52人

計918人

ある ない

17.1%

0.0%

9.2%

18.2%

9.5%

7.5%

6.3%

13.4%

12.5%

15.5%

14.4%

14.9%

19.2%

82.9%

100.0%

90.8%

81.8%

90.5%

92.5%

93.8%

86.6%

87.5%

84.5%

85.6%

85.1%

80.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
過去５年間に自分の人権が侵害されたと思ったことがあると答えた人は、いずれの地区も 0％～ 10％台という結果になっ
ています。
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問43-②　受けたことがある場合、どのような人に相談しましたか。（複数回答可）
　1．身近な友人、同僚、上司	 2．家族、親戚
　3．職場の人権担当相談員	 4．学校等の教職員等
　5．弁護士	 6.　国や県、市の人権相談窓口
　7．相談していない	 8．その他

［全体］
人権侵害を受けたことがある場合、どのような人に相談したかについては、延べ回答数 173 件中、「身近な友人、同僚、上司」
との答えが 48 件、「家族・親戚」との答えが 43 件という結果となっています。

回答数

48
43

40

11
8 8

5
10

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45
50
55

［性別］
人権侵害を相談した人ついては、男性は「相談していない」、女性は「身近な友人、同僚、上司」と答えた人が多い結果になっ
ています。

20.0%

32.6%

23.9%

40.0%

29.3%

17.9%

10.0%

4.3%

4.5%

0.0%

6.5%

1.5%

0.0%

2.2%

4.5%

0.0%

5.4%

7.5%

30.0%

17.4%

29.9%

0.0%

2.2%

10.4%

その他

女

男

身近な友人、
同僚、上司

家族、
親戚

職場の人権
担当相談員

学校等の
教職員等

弁護士 国や県、市の
人権相談窓口

相談して
いない

その他

10人

92人

67人

計169人
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12.0%

38.5%

29.4%

33.3%

28.6%

33.3%

24.0%

35.3%

25.0%

23.8%

38.9%

7.7%

6.3%

9.5%

5.6%

0.0%

5.9%

4.8%

16.7% 5.6%

0.0%

0.0%

5.9%

6.3%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0%

5.9%

6.3%

14.3%

0.0%

44.0%

53.8%

11.8%

14.6%

19.0%

16.0%

0.0%

2.9%

8.3%

0.0%

0.0%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

0.0%

0.0%
0.0%

0.0%

2.9%

身近な友人、
同僚、上司

家族、親戚 職場の人権
担当相談員

学校等の
教職員等

弁護士 国や県、
市の人権
相談窓口

相談して
いない

その他

25人

13人

34人

48人

21人

18人

計159人

［年代別］
人権侵害を相談した人については、年代ごとにバラつきがあり、20 代、50 代の方は「家族、親戚」と答えた人が多く、30 代、
40 代の方は「身近な友人、同僚、上司」と答えた人が多く、60 代～ 70 歳以上の方は「相談していない」と答えた方が
多いという結果になっています。

～その他人権侵害を相談した人について～

・警察

・メンタルヘルスWeb相談

・労基

・近所の人

・しない

・社協

・SNSのアカウントさん
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問44　あなたは、過去５年間に人権問題に関する学習会や講演会・研修会に参加したことはありますか。
　１．10回以上参加した
　２．5～９回参加した
　３．1～４回参加した
　４．参加していない

［全体］
「１回以上参加したことがある」と答えた人は 49.8％（昨年 48.7％）で、「４．参加していない」と答えた人は 50.2％（昨
年 51.2％）という結果になっています。

10回以上参加した

3.2%

5～9回参加した

7.9%

1～4回参加した

38.7%

参加していない

50.2%

［性別］
過去 5 年間で人権問題に関する学習会や講演会・研修会に参加したことのある人は、男性が 52.5％、女性が 48.9％と
男女間に大きな差は見られませんでした。

2.6%

2.5%

4.0%

2.6%

7.1%

9.5%

30.8%

39.3%

39.0%

64.1%

51.1%

47.5%

その他

女

男

10回以上参加した 5～9回参加した 1～4回参加した 参加していない

39人

524人

423人

計986人
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4.1%

3.1%

5.6%

0.7%

0.0%

2.2%

8.3%

8.7%

13.1%

5.2%

7.2%

3.4%

41.0%

47.8%

37.5%

40.5%

28.9%

27.0%

46.6%

40.4%

43.8%

53.6%

63.9%

67.4%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

10回以上参加した 5～9回参加した 1～4回参加した 参加していない

266人

161人

160人

153人

97人

89人

計926人

［年代別］
過去 5 年間で人権問題に関する学習会や講演会・研修会に参加したことのある人は、年代ごとに 30％～ 50％台とバラ
つきがあり、60 代は 59.6％であるのに対して、20 代は 32.6％という結果になっています。

10回以上参加した 5～9回参加した 1～4回参加した 参加していない

84人

36人

140人

34人

21人

110人

16人

69人

48人

98人

92人

145人

56人

計949人

2.4%

2.8%

5.0%

5.9%

4.8%

1.8%

0.0%

0.0%

4.2%

4.1%

2.2%

2.8%

7.1%

8.3%

13.9%

7.9%

11.8%

4.8%

5.5%

31.3%

7.2%

12.5%

5.1%

4.3%

5.5%

10.7%

50.0%

44.4%

39.3%

47.1%

47.6%

43.6%

43.8%

34.8%

31.3%

36.7%

41.3%

35.2%

26.8%

39.3%

38.9%

47.9%

35.3%

42.9%

49.1%

25.0%

58.0%

52.1%

54.1%

52.2%

56.6%

55.4%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
過去 5 年間で人権問題に関する学習会や講演会・研修会に参加したことのある人は、地区ごとに 40% ～ 60％台とバラ
つきがある中、灘手地区が 75.1％という結果になっています。
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問45　あなたは、職場や学校、地域など身近なところで、人権が十分に保障されていると感じていますか。
　１．そう思う
　２．どちらかと言えばそう思う
　３．あまり保障されていない
　４．まったく保障されていない
　５．わからない

［全体］
「１．そう思う」「２．どちらかと言えばそう思う」と答えた人は 47.6％（昨年 49.6％）で、「３．あまり保障されていない」
「４．まったく保障されていない」と答えた人は 26.7％（昨年 25.1％）という結果になっています。

そう思う

9.0%

どちらかと言えばそう思う

38.6%

あまり保障されていない

21.9%

まったく保障されていな

い

4.8%

わからない

25.8%

［性別］
職場や学校、地域など身近なところで人権が保障されていると思うと答えた人は、男性が 50.5％、女性が 46.5％と男女
間に大きな差は見られませんでした。

5.1%

8.7%

10.0%

23.1%

37.8%

40.5%

23.1%

24.8%

18.7%

7.7%

4.7%

4.5%

41.0%

24.0%

26.3%

その他

女

男

そう思う どちらかと言えばそう思う あまり保障されていない まったく保障されていない わからない

39人

529人

422人

計990人
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6.0%

5.0%

6.8%

9.1%

16.5%

20.9%

28.6%

41.6%

44.1%

44.2%

42.3%

44.0%

24.4%

24.8%

21.1%

23.4%

16.5%

13.2%

3.8%

3.1%

6.8%

7.1%

5.2%

1.1%

37.2%

25.5%

21.1%

16.2%

19.6%

20.9%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

そう思う どちらかと言えばそう思う あまり保障されていない まったく保障されていない わからない

266人

161人

161人

154人

97人

91人

計930人

［年代別］
職場や学校、地域など身近なところで人権が保障されていると思うと答えた人は、年代が低くなるほど高くなる傾向があ
り、20 代は 64.9％と最も高い結果になっています。

そう思う どちらかと言えばそう思う あまり保障されていない まったく保障されていない わからない

84人

36人

140人

34人

21人

110人

16人

69人

48人

99人

93人

146人

56人

計952人

8.3%

16.7%

12.9%

5.9%

0.0%

5.5%

0.0%

13.0%

12.5%

10.1%

5.4%

10.3%

1.8%

46.4%

30.6%

38.6%

29.4%

38.1%

40.9%

43.8%

36.2%

29.2%

40.4%

46.2%

36.3%

46.4%

17.9%

25.0%

20.7%

41.2%

23.8%

16.4%

25.0%

15.9%

29.2%

21.2%

22.6%

22.6%

23.2%

6.0%

0.0%

2.9%

0.0%

4.8%

5.5%

6.3%

7.2%

4.2%

7.1%

4.3%

3.4%

7.1%

21.4%

27.8%

25.0%

23.5%

33.3%

31.8%

25.0%

27.5%

25.0%

21.2%

21.5%

27.4%

21.4%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
職場や学校、地域など身近なところで人権が保障されていると思うと答えた人は、地区ごとに 30％～ 50％台とバラつ
きがあり、関金地区は 54.7％と最も高い結果になっています。
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問46　�あなたは、同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実（就職・結婚差別・差別発
言・落書き・インターネット上の書き込み等）についてどのくらい知っていますか。

　１．よく知っている
　２．少し知っている
　３．あまり知らない
　４．知らない
　５．その他

［全体］
「１．よく知っている」「２．少し知っている」と答えた人は 61.6％（昨年 64.6％）で、「３．あまり知らない」「４．知
らない」と答えた人は 37.0％（昨年 34.5％）という結果になっています。

よく知っている

13.9%

少し知っている

47.7%

あまり知らない

24.7%

知らない

12.3%

その他

1.5%

［性別］
同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実を知っていると答えた人は、男性が 57.0％、女性が 65.4％と女
性がやや高い結果になっています。

13.2%

12.3%

16.3%

50.0%

53.1%

40.7%

13.2%

22.7%

28.1%

18.4%

11.0%

13.0%

5.3%

0.9%

1.9%

その他

女

男

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない その他

38人

529人

423人

計990人
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16.1%

16.1%

19.9%

11.7%

8.2%

5.5%

51.7%

50.3%

42.9%

39.6%

48.5%

44.0%

24.3%

18.6%

27.3%

31.8%

25.8%

25.3%

7.5%

12.4%

8.1%

15.6%

13.4%

25.3%

0.4%

2.5%

1.9%

1.3%

4.1%

0.0%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない その他

267人

161人

161人

154人

97人

91人

計931人

［年代別］
同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実を知っていると答えた人は、年代ごとに 40％～ 60％台とバラ
つきがあり、70 歳以上は 67.8％と最も高い結果になっています。

よく知っている 少し知っている あまり知らない 知らない その他

84人

36人

141人

34人

21人

110人

16人

69人

48人

97人

93人

147人

56人

計952人

8.3%

16.7%

14.2%

35.3%

4.8%

11.8%

12.5%

14.5%

8.3%

24.7%

10.8%

9.5%

17.9%

59.5%

55.6%

48.9%

47.1%

57.1%

45.5%

68.8%

46.4%

47.9%

39.2%

41.9%

44.2%

44.6%

17.9%

16.7%

28.4%

8.8%

28.6%

33.6%

12.5%

24.6%

33.3%

25.8%

30.1%

23.1%

23.2%

14.3%

11.1%

7.1%

5.9%

4.8%

8.2%

0.0%

14.5%

10.4%

6.2%

17.2%

21.1%

12.5%

0.0%

0.0%

1.4%

2.9%

4.8%

0.9%

6.3%

0.0%

0.0%

4.1%

0.0%

2.0%

1.8%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実を知っていると答えた人は、50％～ 80％台と地区ごとにバラつ
きがあり、高城地区は 82.4％と最も高い結果になっています。
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～同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実について知っているかという質問に対してその他の意見～

・最近の事はわからない

・どうでもいい

・忘れた

・どのくらいの意味がわからない

・知っているつもりだが…

・�興味が無い。差別の無い事は大切。いじめを受けた自分にとって思うのは、いじめられた事を伝え続
ける必要性は分からない。一人一人の考え方しかないと思います。

・今どんな差別があるのか具体的な情報を知らない

・うわさ話

・�少なくとも自分周りで聞くことも見ることも実感もない。ある年齢以上の人だけが差別を続けている
と思う

・この質問のせいで、部落問題を知りました。この質問がナンセンスだと思います。

・�部落差別はあってはならないが、いまだ存在するのか疑問。知らない世代に差別の歴史は伝える必要
はない。

・�私はあまり知らないが、実家がそうだったらしく母はそれを嫌がって住所を変えたり隠したりしていた
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（５）生活に関する総合満足度について

問47　あなたは、倉吉市での生活にどの程度満足していますか。
　１．とても満足している
　２．どちらかと言えば満足している
　３．どちらかと言えば満足していない
　４．満足していない
　５．わからない

［全体］
「１．とても満足している」「２．どちらかと言えば満足している」と答えた人は 59.5％（昨年 62.6％）で、「３．どち
らかと言えば満足していない」「４．満足していない」と答えた人は 32.8％（昨年 30.2％）という結果になっています。

とても満足している

4.9%

どちらかと言えば満

足している

54.6%

どちらかと言えば満足し

ていない

22.2%

満足していない

10.6%

わからない

7.7%

［性別］
倉吉市での生活に満足していると答えた人は、男性が 60.1％、女性が 61.2％と男女間に差は見られませんでした。

0.0%

5.7%

4.3%

31.6%

55.5%

55.8%

26.3%

22.8%

20.9%

26.3%

10.2%

9.6%

15.8%

5.8%

9.4%

その他

女

男

とても
満足している

どちらかと言えば
満足している

どちらかと言えば
満足していない

満足して
いない

わからない

38人

530人

416人

計984人
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4.9%

1.2%

3.8%

5.2%

9.3%

9.0%

59.7%

58.0%

55.3%

48.1%

46.4%

51.7%

19.8%

21.0%

20.8%

26.0%

27.8%

20.2%

6.1%

12.3%

14.5%

13.6%

9.3%

11.2%

9.5%

7.4%

5.7%

7.1%

7.2%

7.9%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

とても満足している どちらかと言えば
満足している

どちらかと言えば
満足していない

満足していない わからない

263人

162人

159人

154人

97人

89人

計924人

［年代別］
倉吉市での生活に満足していると答えた人は、70 代以上は 64.6％と最も高く、次いで 20 代が 60.7％という結果になっ
ています。

82人

33人

139人

34人

22人

108人

16人

67人

48人

98人

92人

145人

53人

計937人

とても満足している どちらかと言えば
満足している

どちらかと言えば
満足していない

満足していない わからない

4.9%

6.1%

8.6%

0.0%

0.0%

2.8%

6.3%

10.4%

4.2%

4.1%

5.4%

4.1%

3.8%

40.2%

54.5%

48.2%

58.8%

45.5%

51.9%

68.8%

46.3%

62.5%

64.3%

60.9%

62.1%

50.9%

31.7%

33.3%

23.7%

17.6%

22.7%

25.0%

12.5%

19.4%

20.8%

14.3%

21.7%

18.6%

30.2%

9.8%

6.1%

10.1%

14.7%

22.7%

11.1%

12.5%

10.4%

10.4%

12.2%

5.4%

11.0%

7.5%

13.4%

0.0%

9.4%

8.8%

9.1%

9.3%

0.0%

13.4%

2.1%

5.1%

6.5%

4.1%

7.5%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
倉吉市での生活に満足していると答えた人は、地区ごとに 40％～ 70％台とバラつきがあり、灘手地区は 75.1％と高い
のに対し、関金地区は 45.1％という結果になっています。
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問47-②　問47で１または２を選んだ人　その理由はなんですか。３つまで選んで回答してください。
　１．地元の農産物がおいしい	 ２．買い物などの日常生活が便利
　３．働きたい職種がある	 ４．保育サービスや教育など子育て環境が整っている
　５．福祉･保険･医療体制が充実している	 ６．�趣味（スポーツや文化活動）を楽しむ環境が整っている
　７．文化や芸術が充実している	 ８．水がおいしい
　９．町並みや景色などの景観がよい	 10．自然環境や公園などが整っている
　11．防災・防犯体制が整っている	 12．道路ネットワークが構築されている
　13．バスなどの公共交通機関が便利	 14．地域になじみや愛着がある
　15．その他

［全体］
倉吉市の生活に満足している人の理由については、延べ回答数1,390件中、「地元の農産物がおいしい」との答えが282件、

「水がおいしい」との答えが 229 件という結果となっています。

回答数

282

229
210 205

106
87

72

46 45
26 21 18 10 6 13

0

50

100

150

200

250

300

･
･

･
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問47-③　問47で３または４を選んだ人　その理由はなんですか。３つまで選んで回答してください。
　１．地元の農産物がおいしくない	 ２．買い物などの日常生活が不便
　３．働きたい職種がない	 ４．保育サービスや教育など子育て環境が整っていない
　５．福祉･保険･医療体制が不十分	 ６．趣味（スポーツや文化活動）を楽しむ環境が整っていない
　７．文化や芸術が充実していない	 ８．水がおいしくない
　９．町並みや景色などの景観がよくない	 10．自然環境や公園などが整っていない
　11．防災・防犯体制が整っていない	 12．道路ネットワークが不十分
　13．バスなどの公共交通機関が不便	 14．地域になじみや愛着がない
　15．その他

［全体］
倉吉市の生活に満足していない人の理由については、延べ回答数 689 件中、「バスなどの公共交通機関が不便」との答え
が 148 件、「買い物などの日常生活が不便」との答えが 139 件という結果となっています。

回答数

148
139

95

63

46 42
33 29

24
17

10 10
1 0

32

0

20

40

60

80

100

120

140

160

･
･

･

～倉吉市の生活に満足しているその他の理由について～

・職場がある ・基本的に穏やかな性格の人が多い
・人間関係が楽 ・人間が少ない
・他の地は考えられない ・車の量が少なく運転しやすい。人が少ないので人酔いしない。
・医療機関がすいている ・どこに行っても混まない
・実家が倉吉だから ・自然環境は良いが公園は荒地。海や温泉も近い。
・住みやすい ・空気がおいしい
・平和な方だし、なぜかそこで生かされている。
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～倉吉市の生活に満足していないその他の理由について～

・町に活気が少ない

・資金がない

・市の水道水が来ていない

・男性のファッション店がない

・市民税が高い

・�役所のやっていることは事務手続き。大国日本を象徴する事、国民を押さえつける事ばかり。やっている事
が表面ばかりで的外れ。

　公務員の数・給料と、中高年の一般人が働く割合がおかしい。
　社会保障費の負担が大きすぎて何のために働いているのか分からない。
　税金で使用しない施設をこの度も建ててしまった。

・税金が高い

・�色んな面で将来性が無い。もっと、パワハラ問題や人権問題に、力を発揮してほしい。実際に会社でパワハ
ラはある。子育て支援や給付だけではなく、他の働き世代やお年寄りにも、同じように支援や給付をしない
といけないと思う。子育て以外の人も生活難の人もたくさんいます。そこにも目を向けてほしいです。

・市中心のみが恵まれている

・倉吉市は税金が高い。市・県民税等。

・市民にやさしくない町

・あそべる所がない

・市民税が高い

・休日にいくとこない

・給料が安すぎる。賃貸アパート家賃高い。物価高い。

・年をとり、車に乗れなくなると何もできなくなるかな？

・みどりの窓口無い

・高齢者の学習の場がない（サークル・健康に関すること）

・税金が高い。市の協力がない。市の融通の利かない経験がある。

・県外へ公共交通を使っては不便

・鳥取の中部にもかかわらず大型の商業施設もなく、魅力がない。知人も多く倉吉外へひっこしている。

・イベントが地味。毎年一緒。

・高齢者の車の運転、信号無視の車が多い。

・物価高

・市制、お役所対応、不平等

・近所に嫌がらせをする人が多数いるから。

・他県の遊園地のように、退屈せず遊べるところがないのが残念

・民度

・特に中学の教育レベルが低い。皮膚科、耳鼻科が少なく医師が高齢
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問48　あなたは、これからも倉吉市に住み続けたいと思いますか。
　１．ずっと住み続けたい
　２．出来るなら住み続けたい
　３．いずれは市外に引っ越したい
　４．すぐにでも市外に引っ越したい
　５．どちらともいえない

［全体］
「１．ずっと住み続けたい」「２．出来るなら住み続けたい」と答えた人は 74.5％（昨年 76.0％）で、「３．いずれは市外に引っ
越したい「４．すぐにでも市外に引っ越したい」と答えた人は 8.2％（昨年 6.9％）という結果になっています。

ずっと住み続けたい

31.5%

出来るなら住み続けたい

43.0%

いずれは市外に引っ越し

たい

5.9%

すぐにでも市外に

引っ越したい

2.3%

どちらともいえない

17.3%

［性別］
これからも倉吉市に住み続けたいと答えた人は、男性が 81.3％、女性が 71.2％と男性がやや高い結果になっています。

13.2%

30.9%

33.7%

31.6%

40.3%

47.6%

10.5%

6.8%

4.5%

0.0%

2.8%

1.7%

44.7%

19.1%

12.5%

その他

女

男

ずっと
住み続けたい

出来るなら
住み続けたい

いずれは市外に
引っ越したい

すぐにでも市外に
引っ越したい

どちらともいえない

38人

528人

424人

計990人
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51.5%

32.1%

27.0%

21.4%

24.7%

14.4%

38.8%

46.3%

44.7%

45.5%

42.3%

41.1%

0.4%

4.9%

5.7%

5.8%

13.4%

16.7%

1.5%

1.2%

3.1%

2.6%

3.1%

4.4%

7.8%

15.4%

19.5%

24.7%

16.5%

23.3%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

268人

162人

159人

154人

97人

90人

計930人

ずっと
住み続けたい

出来るなら
住み続けたい

いずれは市外に
引っ越したい

すぐにでも市外に
引っ越したい

どちらともいえない

［年代別］
これからも倉吉市に住み続けたいと答えた人は、70 歳以上は 90.3％と高いのに対し、20 代は 55.5％という結果になっ
ています。

82人

35人

139人

34人

22人

109人

16人

67人

48人

98人

92人

145人

55人

計942人

ずっと
住み続けたい

出来るなら
住み続けたい

いずれは市外に
引っ越したい

すぐにでも市外に
引っ越したい

どちらともいえない

36.6%

48.6%

34.5%

41.2%

36.4%

30.3%

43.8%

29.9%

29.2%

25.5%

28.3%

26.2%

40.0%

43.9%

45.7%

45.3%

32.4%

40.9%

47.7%

43.8%

49.3%

45.8%

46.9%

37.0%

42.1%

36.4%

3.7%

0.0%

4.3%

5.9%

0.0%

4.6%

6.3%

6.0%

14.6%

6.1%

9.8%

7.6%

3.6%

4.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

4.5%

4.2%

6.1%

1.1%

1.4%

0.0%

11.0%

2.9%

15.8%

20.6%

22.7%

15.6%

6.3%

10.4%

6.3%

15.3%

23.9%

22.8%

20.0%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
これからも倉吉市に住み続けたいと答えた人は、地区ごとに 60％～ 80％台とバラつきがある中、上小鴨地区は 94.3％
という高い結果になっています。
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問48-②　問48で３または４を選んだ人　その理由はなんですか。差し支えなければ教えてください。
～倉吉市に住み続けたくない理由について～

・県外からの移住であり、退職後は地元へ戻るため。

・気候、公共交通の不便さ。年をとった時に生活できる気がしない。医療・福祉体制の不十分。

・老後は車なしでの生活となるため周辺に店が多くある都市部や公共交通の充実した町へ引っ越したい

・医療

・特に楽しみがない。

・親の居住地域に大きく離れているため

・働きたい職種がない。派手な見た目の人への理解の低さ。

・もうすこし都会に住みたいから。

・田舎で何もない。

・ショッピングモールがなく、欲しい物が買えないから。

・冬が雪が大変。雪かきしてほしい。

・出たいが生活があるので仕方がない。

・近隣の地域より税金が異常に高く、特筆するものがない。

・アパートだと近所付き合いがなさ過ぎるし、市営住宅もペット可が欲しい！

・不便すぎて住み続ける理由がない。

・税金が高い

・�生活が不便。地区内に人がいない総事等が重荷。毎年何かの役がある。車がないと生活できない。耕
作地の管理に一年が過ぎる。

・�子育て支援が不十分であり、子育て世帯は湯梨浜町へ移住していて人口流出が止まらない。その動き
から本市が全く機能せず、議会も扱っていないので、今すぐにでも子育て支援等が行き届いている市
外もしくは県外・国外にでも住みたい！

・何もない町だから…。

・何もなさすぎて楽しくない！

・親族が近くにいないから

・安い老人ホームがない

・老後が不安でしかない

・�親の介護のため実家に戻ってきたが、不便だと感じる。以前の場所が良くて自分の将来を考えると住
みづらいと感じる。

・経済的にもむずかしい（仕事場が三朝のため）

・子育ての支援も東伯郡に劣り、魅力がない。

・刺激が少ない
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・今までずっと倉吉市にいたので、他の地域を見てみたいから

・居住している周り全ての人が、常識がなさすぎてストレスしか感じない。

・買い物（店）スーパー15km　買物店に時間がかかる

・実家が市外なので子育て支援が充実している所へ引っ越したい

・結婚する可能性があります。

・運転できなくなった時に生活ができなくなると思う

・母親が市外にいるため

・�他の町の方が、子育て世帯への支援が充実している。公園の整備など倉吉市はされていない。遊びに
行くのはいつも市外。

・高齢の一人暮らしは無理がある。

・何についてもアクセスが悪い。遊ぶところがない。

・�車に乗れない年齢になったら生活が不便。市内にお店が集中しすぎている。過疎化を進めているよう
にみえる。

・地域社会にストレスが多く生きづらい。

・地元が鳥取県西部なので、子供が小学生になる頃にはそちらに移住したい。

・ショッピングやカフェ、飲食店が少なく、日常にちょっとした楽しみが欲しいと感じています。

・転職のため

・不便

・�交通機関も不便な上介護などの体制も不安なため老後の生活などを考えるとずっと田舎に住めるとは
思えない

・�県外への発信力の無さ。地元企業も短期収益でしか判断できず、給料面も低すぎ口だけで自転車操業
なのだろう。転職で20社受けた結果です。

・公共交通機関があまり充実されてないので。
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２　調査回答者の属性
問49　性別構成

男

41.9%

女

52.9%

答えたくない

3.8%

無回答

1.4%

問50　年齢構成

20～29歳

9.0%

30～39歳

9.6%

40～49歳

15.2%

50～59歳

15.9%60～69歳

16.1%

70歳以上

26.8%

無回答

7.5%

問51　職業構成

農林漁業

4.8%
自営業（農林漁業以外）

5.3%

会社・団体役員

7.2%

公務員･団体職員

7.5%

会社員などの正規の職員・従業員

21.6%

パートタイム、アルバイト、派遣

社員、契約社員、嘱託

17.3%

学生

2.0%

家事専業

8.0%

無職

20.7%

その他

2.9%

無回答

2.8%
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問52　家族構成

単身世帯

13.5%

夫婦だけの世帯

23.8%

二世代世帯（親と子の世帯）

42.9%

三世代世帯（親と子

と孫の世帯）

13.5%

その他

3.1%

無回答

3.3%

問53　同居家族

小学校入学前の子どもがいる

7.4%

小･中学生の子どもがいる

12.4%

介護を必要とする家族がいる

8.6%

介護を必要としない65歳以上の

家族がいる

29.3%

無回答

42.3%

問54　婚姻状況

未婚（結婚したことはない）

19.6%

既婚・配偶者あり（現在、夫ま

たは妻がいる）

64.1%

既婚･死別（結婚したことは

あるが死別した）

6.0%

既婚･離別（結婚したことは

あるが離別した）

7.2%

無回答

3.1%
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問55　世帯収入

100万円未満

6.2%

100万円～200万円未満

8.7%

200万円～300万円未満

14.6%

300万円～400万円未満

11.6%

400万円～500万円未満

8.9%
500万円～600万円未満

6.6%

600万円～800万円未満

10.9%

800万円～1,000万円未満

5.5%

1,000万円以上

5.2%

わからない

16.6%

無回答

5.1%

問56　住まいの形態

持ち家（マンション含む）

78.3%

借家（戸建て・アパート、

マンション等）

14.4%

公営住宅

2.5%

社宅・寮

0.7%

その他

1.4%

無回答

2.8%

問57　倉吉市在住期間

1年未満

2.2%
1年以上3年未満

3.5%

3年以上5年未満

2.5%

5年以上10年未満

3.9%

10年以上20年未満

10.4%

20年以上

75.1%

無回答

2.5%
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問58　地区構成

上北条地区

5.5%

上井地区

14.5%

西郷地区

9.3%

上灘地区

9.8%

成徳地区

4.8%
明倫地区

6.8%
灘手地区

1.6%

社地区

10.9%

北谷地区

2.2%

高城地区

3.4%

小鴨地区

13.9%

上小鴨地区

3.6%

関金地区

8.4%

無回答

5.4%
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問59　あなたの世帯は、お住まいの地域の自治公民館等に加入していますか。
　１．加入している
　２．加入していない

［全体］
「１．加入している」と答えた人は 84.7％（昨年 85.8％）で、「２．加入していない」と答えた人は 12.5％（昨年
10.5％）という結果になっています。

加入している

84.7%

加入していない

12.5%

無回答

2.8%

［性別］
お住まいの地域の自治公民館等に加入していると答えた人は、男性が 87.4、女性が 86.5％と男女間に差は見られません
でした。

93.9%

86.5%

87.4%

6.1%

13.5%

12.6%

その他

女

男

加入している 加入していない

33人

524人

419人

計976人
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95.1%

94.4%

86.9%

82.1%

78.1%

65.2%

4.9%

5.6%

13.1%

17.9%

21.9%

34.8%

70以上

60代

50代

40代

30代

20代

加入している 加入していない

265人

162人

160人

151人

96人

89人

計923人

［年代別］
お住まいの地域の自治公民館等に加入していると答えた人は、年代を重ねるごとに高くなる傾向があり、70 代以上では
95.1％という最も高い結果になっています。

85人

36人

140人

33人

22人

111人

16人

69人

49人

98人

93人

146人

56人

加入している 加入していない

計954人

92.9%

97.2%

96.4%

93.9%

95.5%

91.9%

87.5%

94.2%

81.6%

78.6%

87.1%

70.5%

94.6%

7.1%

2.8%

3.6%

6.1%

4.5%

8.1%

12.5%

5.8%

18.4%

21.4%

12.9%

29.5%

5.4%

関金

上小鴨

小鴨

高城

北谷

社

灘手

明倫

成徳

上灘

西郷

上井

上北条

［地区別］
お住まいの地域の自治公民館等に加入していると答えた人は、多くの地区で 80％～ 90％台であるのに対して、上井地
区は 70.5％という結果になっています。
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問59-②　問59で１を選んだ人　その理由はなんですか。
　１．加入するのは当たり前だと思うから	 ２．地域の人と親睦が深められるから
　３．地域を住み良くするのに役に立ちたいから	 ４．困ったときに助け合えるから
　５．生活に必要な情報が得られるから	 ６．近所の人が加入しているから
　７．その他

［全体］
自治公民館に加入している人の理由については、延べ回答数 793 件中、「加入するのは当たり前だと思うから」との答え
が 498 件、という結果となっています。

回答数

498

60 47 45 34 30

79

0

100

200

300

400

500

600

・代替わり
・1～7全部
・以前から加入していたから
・加入しないと仲間はずれにされる気がしたから
・�加入したくないが仕方ないから。役員などなり

たくない
・住んだときにほぼ強制加入
・昔から加入しているから
・知らん
・�1の流れだが、機能していないし必要ないし、参

加したくない
・�半強制的！入らないとそれこそ差別的扱いをさ

れる田舎あるある
・�ゴミ捨てが町区でできなくなると面倒くさいから
・仕方なしに
・昔からの慣例的に住民としての務め
・ゴミ出しのため
・加入しないとゴミが捨てられないと聞いたから
・半ば強制的に加入
・加入するようになっているから
・ゴミ捨てができなくなる為
・入らなきゃいけないから
・子供会
・ゴミ捨てのため

～自治公民館に加入しているその他の理由について～
・気がついたら加入していた

・�加入するのは当たり前だと思っていないが昔か
ら加入していたので自動的に加入している

・ほぼ強制的に

・親が加入しているから

・自動的に

・�わからないですが、たぶん加入していると思い
ます

・加入有無の選択が無い

・�自分自身は無駄な事と思っているが家族が行事
ごとが好きだから

・選択肢が無い

・加入しなくていいなら加入したくない。

・�30年近く前に家庭を持った時に加入するのが当
然だと思い加入しそのままである

・先代から加入しているのでその流れで

・強制だと思っていたから

・ゴミが捨てれないから

・持ち家だから仕方なく

・親が加入している

・事実上強制的に…

・加入せざるを得ない！

・�みんなが加入しているような感じで言われたの
で、加入しないといけないような気がしたから

・�近所の目が気になるから、ゴミを出すためには
加入しないといけないから

・強制

・�親が加入していたから。親が亡くなれば即退会
するつもり

・家族が加入しているから

・物心ついた時から、ずっと入っていた

・加入が当たり前（強制）との空気だから

・近所付き合いをするためにやむをえず

・�加入するか、しないか聞かれたこともなく、
入っていた

・今の家の売り主がそれを望んだので

・�加入しておかないと相手にしてもらえないしゴ
ミ捨ても許されないから

・強制されているから

・入居の条件としてあったから

・ゴミステーション使用のため

・アパートの家賃に組み込まれてるから

・�加入する必要性を感じないが、全員が加入して
いるからしかたなく加入している

・アパートの家賃に町内会費が含まれているから

・人がいないから

・入らないといけない雰囲気がある

・昔からの流れ

139



問59-③　問59で２を選んだ人　その理由はなんですか。
　１．加入する方法が分からないから	 ２．加入しなくても困らないから
　３．忙しくて自治公民館等の活動に参加できないから	 ４．現在の場所に住む予定が短期間であるから
　５．近所付き合いが面倒だから	 ６．会費を負担したくないから
　７．役員になりたくないから	 ８．その他

［全体］
自治公民館に加入していない人の理由については、延べ回答数 117 件中、「加入しなくても困らないから」との答えが
45 件、「忙しくて自治公民館等の活動に参加できないから」との答えが 19 件という結果となっています。

回答数

45

19

13
11

5 4 3

17

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

～自治公民館に加入していない主な理由以外のその他の理由について～
・アパート自体加入してない
・一緒に住んでいる者からそのように聞いたから
・④以外全て
・借家の為
・自治会などの案内がアパート入居時になかったから
・脱会扱い中
・加入したくても、地元民でないので加入しにくい
・加入を求められていないから
・必要性が全くない！！
・老人施設に入所中
・嫌な近所の飲食店経営者がいるから、仕方なく
・役員（部長クラス）が出来ないなら加入しなくて良い！と言われたから
・働き方などが変わってきている現代にそぐわない体制。不快
・高齢化により役員の免除が増えて毎年大きな役をやらされる上に、加入しなくても特に困らない
・祖父母の代から以前住んでいた地域の自治公民館に加入しているため
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Ⅳ　倉吉市のまちづくりや行政サービスに関しての自由記述（総括表）
◆記載人数：219人（1,014人中）
◆延べ件数：395件（多項目に渡って重複するもの含む）
※�延べ件数は、一人の方が複数の意見を記載、あるいは複数の項目に関わる内容の記載で、分類が難しい場

合には各項目に1件ずつ集計したものです。

項　　　　目 件　数 構成比
１ 農畜水産業の振興 2 0.5%

２ 企業が持つ特性・特色を活かした商工業の振興 38 9.6%

３ 安定した雇用の維持と確保 18 4.6%

４ 森林の適正な保全 2 0.5%

５ 地域資源を活かした観光の振興 24 6.1%

６ スポーツツーリズムの推進 0 0.0%

７ 子育て支援の充実 37 9.4%

８ 障がい者の社会参加と自立支援 2 0.5%

９ 豊かで健やかな長寿社会の実現 7 1.8%

10 生活困窮者等の自立支援 6 1.5%

11 健康づくりの推進 10 2.5%

12 人権尊重の確立と男女共同参画社会の実現 5 1.3%

13 生きる力を育む学校教育の充実 17 4.3%

14 社会全体の連携による生涯学習の推進 4 1.0%

15 文化財の保存、活用、伝承 2 0.5%

16 文化・芸術活動の振興 8 2.0%

17 移住定住・交流の促進 13 3.3%

18 水の安定供給と適正な下水処理 0 0.0%

19 廃棄物の減量と適正処理 7 1.8%

20 環境保全と循環型社会の構築 1 0.3%

21 交通安全・防犯・消費者対策の推進 6 1.5%

22 安全で快適に移動できる道路ネットワークの構築 10 2.5%

23 生活地域を一体化する公共交通ネットワークの充実 42 10.6%

24 都市と自然・歴史・文化が調和した拠点連携型のまちづくりの推進 11 2.8%

25 災害に強いまちづくりの推進 5 1.3%

26 市民と協働したまちづくりの推進 29 7.3%

27 効果的・効率的な行政運営の推進 18 4.6%

28 財政の健全性の確保 12 3.0%

29 市政の情報発信と広聴活動の充実 27 6.8%

30 市政全般に関する意見 13 3.3%

31 市議会に関する意見 6 1.5%

32 その他 13 3.3%

合　　　計 395 100.0%
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Ⅴ　倉吉市のまちづくりや行政サービスに関する自由記述の主な意見
１．農畜水産業の振興

記述内容 性別 年代 地区

1 中心市街地振興対策と中山間地域いわゆる奥部の振興策に差異を感じる。農業が基幹産業の倉吉市が
うすれて行く現状を憂う 男 70以上 関金

2

農業の経営体制
昨今の米不足、自然災害を見ていて、個人経営の農業の時代は終わりだと感じる。会社組織のように
休みもちゃんと取れて、設備投資もできて、集団で協力し合って取り組んでいかないと持続していか
ないのではないか。食は、生きる上での基本。ここを支えていかないと終わりだと思う。倉吉として
の新たなモデルを打ち出すなど画期的な施策を期待する。

女 50代 上灘

２．企業が持つ特性・特色を活かした商工業の振興
記述内容 性別 年代 地区

1 若者が遊べる場所をつくってほしい。 男 20代 上灘
2 運送業（中小企業）にもっと支援して欲しい。 女 20代 上井

3
街に出ても空き店舗が多くもったいないと思う。市民が気軽に楽しめたり行きたいと思える施設になる
ように考えてみてはどうか。店にいってもまた行こうと思える場所が倉吉はないので市外にどうしても
いってしまう現状です。

女 40代 西郷

4 大型ショッピングモールなどがあればいい 男 40代 社
5 スターバックス、GU、H&Mなど若い人むけの買い物施設が欲しい。ミスタードーナツも復活希望。 女 20代 西郷
6 休日に行くとこない、つまらない。 男 30代 社

7

ウィンドウショッピングが楽しめない。購買力上げる為に必要だと思います。いつ迄も街の活性化出
来ない。イナカはイナカなりの良さもあると思いますけど中途半端な町。若者の為のおしゃれな街並
みがあればと思います。若い子達が可哀想。若者達の楽しめるロードがあっても良いと思います。御
年齢重ねても若者の群れの中、ウィンドウショッピングもありだと思います。元気に歩けばわざわざ
毎日のウォーキングで面倒しい年寄り（年齢重ねた人達）も元気に!!。田舎は田舎なりの良さあります
けど倉吉は街にセンスが無い。

女 70以上 無回答

8 いろいろな取組お疲れ様です。ありがとうございます。そしてできればイオンなどの商業施設などの
集客を切望しています。その為に誘地・誘致を希望します。 男 20代 明倫

9 現在倉吉中心商店街を力を入れておられる。特に倉吉駅（上井）にももうそろそろホテルルートイン
が出来る。倉吉市全体を見て頂きたい。 男 70以上 上小鴨

10 成徳地区の大型店舗跡は活用するか取り壊しするかしてほしい。県外の人から街に活気のない雰囲気
が漂ってしまっていると思われている。 女 30代 小鴨

11 薬局、ドラッグストアが増えたのはいいが、もう少し大手チェーン店、飲食店があると、休日に米子
や鳥取市内まで行かなくてもよくなる気がする。 女 30代 小鴨

12
若い人たちが楽しめる大型デパート（イオンとか）を倉吉に建ててほしい。就職先にも良いと思う。
楽しく買い物やお出掛けが出来る所が、鳥取や米子まで行かないと無いのが残念で仕方ないです。50
年間生きてきて、ほんとに倉吉は何もない所でつまらないと思う。若い人は特にそう思っていると思
います。美術館よりも大型デパートを作ってほしかったです。

女 50代 小鴨

13 20代くらいが楽しめる場所もつくる必要がある 女 20代 西郷

14 イオンを作って欲しい 答えたく
ない 40代 上井

15 芸術も良いですがドラッグストア、コンビニ、スーパー以外の店を招致してほしいです。買い物（食
品、日用品以外）は、米子・鳥取市に行っています

答えたく
ない 60代 無回答

16

若者、子育て世代人口が望むような街づくりにしていかなければ今後の倉吉の未来は厳しいと思いま
す。その世代がどの様な事を欲しているか、意見をくみとってまちづくりに反映させて欲しいです。倉吉
の魅力は何なのか？考えますが、これといった魅力が正直思いつきません。休日など昼間は東部、西部へ
買い物などに出向いてしまうのはなぜなのか？倉吉は店が少なすぎる。鳥取、米子へ行けば都会にもあ
る店がたくさんあるので、そちらでお金を使ってしまう。倉吉は買い物やグルメ、遊び場など、東部、西
部に比べると圧倒的に少ない。それだけが要因ではないと思いますが住んでいてつくづくそのような事
を考えます。

男 40代 上灘

17 働く場所がないので人口が県外に流れている。働ける場所を増やすためにも商業施設やショッピング
モールを作って町を活性化し、若者が働ける場所を作ってはどうか。 女 40代 上北条

18
経済活性、若い世帯が他の町村に引っ越されないように。又、企業誘致にも力を入れてもらいたい。
わくわく、若い世帯の方がこれから住みやすいように。私自身も倉吉をわかろうとしなければと思い
ます。目、耳を研ぎすまし倉吉活気あるわくわくする倉吉になればと思います。地域からですが、人
と交わり合いながら行政の方はもっと声をひろわれることを願います。

女 60代 上井

19 成徳地区の複合施設は何の為にあるのか。普段機能してなさすぎる。トイレすらカギがかかって使用
できなかった。 男 30代 上灘

20
打吹小学校前の土産物販売していたお店が長期に渡り閉店したままですがどの様に活用されるのか？
作る時はいい言葉を並べて盛大に金を投入して、駄目になったら知らん顔とは税金どろぼーと言いた
いが・・・

男 70以上 成徳

21 映画館もなく、ボウリング施設もなくなり、娯楽施設が少なく、楽しめる場所が少ない。 女 50代 明倫

22 イオン、ビッグや、無印、ニトリなどが出来るとより倉吉に活気が出て、東、西にわざわざ行かなく
てもよくなるので、中部に出来るとうれしいです。倉吉市には、むりなんですかねー。 女 50代 明倫
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記述内容 性別 年代 地区

23 短期（３～５年）の企業誘致では、せっかくお金を出しても意味が無く逃げられてしまう…もっと長
期的な成長を見込める企業に企業誘致をして欲しいと思います（10～20年以上） 女 50代 上灘

24
関金地区ではスーパーなど少ないなか、上灘地区はコンビニやドラッグストアがかなり多くある。企
業に対しても関金などへ進出する選択をしやすいような取組があってもよいのではないか（蒜山地域
の方々も含め、利用する人は多いと思われる）。

男 30代 上灘

25
ドラッグストアはたくさんあるからもう必要ないと感じる。ミスド、スタバなど気軽に立ち寄れる
チェーン店を増やしてほしい。特に若年層が楽しめる場所が少ないので鳥取市や米子市に流れていっ
てしまうと思う。市外から移住した時の補助金も増やすことができたら、移住者も増えると思う。

女 20代 上北条

26
倉吉では買いたいものも買えない。だから、若者は出ていく。大きな商業施設があってもよい。商店
街で買い物するような場所はなく、車もとめれないので、不便。結局、鳥取、米子や県外へ買い物へ
行く。

女 40代 小鴨

27
車を手放すような高齢になったとき、スーパーや病院の近くに住んでいなければ、生きていけない
なぁと感じています。
訪問ヘルパーさんも買物に行けるのは、自宅の一番近いスーパーというのが基本なので、スーパーが
たくさんある地域に住んでいれば困らないなぁと思います。

女 40代 西郷

28 美術館のような、どうしてこれで人が呼べるの？的なものを建ててしまうのではなく、USJや森を探
検できる様なテーマパークやイオンモールなどの複合施設をどうして呼ばないの？ 男 50代 明倫

29 物価高になってだいぶん経つが、商品券の発行が遅すぎる。 女 40代 上灘
30 PayPayのキャンペーンみたいなものをもっとするべき 女 30代 上井

31
商品券の配布。全家庭に一律１万円。（※○○○円を購入で＋１万円が増の、今のやり方ではなく市
内の加入店をつくり￥500～￥1,000の商品券を10枚～２枚つづりで配布する）例）琴浦町のように
してほしい。市長には、町長と話をする機会をもってもらい、実践後の町民の様子や意見、町のうる
おいを聞いてもらいたい。

答えたく
ない 無回答 無回答

32

デジタル商品券のような、限られた人にだけメリットのある政策はやめてほしい。買いたくても生活
に余裕が無いので一口も買えません。地元の商店としてもPayPayでの会計は、手数料が発生しますし
入金は翌月の頭まで入ってこないため、デメリットしかありません。Ｊコインも同様でしたがお願い
ですから、キャッシュレスを使った現金の交付はやめて下さい。そこそこ収入のある、飲みに行く人
が喜ぶだけです。

男 50代 無回答

33

どの世帯も平等に対象となる補助金があるといい。今回倉吉市民対象となるPayPay商品券だが意向は
良かったと思うがケータイに取り込むやり方・使い方がとても分かりにくかった。免許返納の際の特
典が他の地域と異なっていて特別にお得感もなく残念だった。もっとお得なことがあれば返納する人
たちも増えるのではと思う。この物価高で生活も大変で買い物に行ってもなかなか手が出ない。倉吉
市としてももう少し援助してもらえることはないのかと残念に思う。

女 50代 小鴨

34
PayPayの地域商品券の導入はすごくよいと思った。お得に買いものができ、倉吉のまちも活発になり
とてもよい。ただ、スマホをもっていないお年寄りにも還元されるような地域振興券があってもよい
のかも？

女 30代 上灘

35
琴浦町など経済対策で一人5000円などの地区商品券を配布しているが倉吉市は何もない。
PayPayデジタル商品券やjcoinキャンペーンがあるが、年寄りは使用方法がわからないといって利用
していない。
誰もが利用しやすい方法を採用してほしい。

男 50代 社

36 子ども（乳児）をつれていける飲食店が増えると嬉しい。 女 30代 上灘

37
他町村では、地域商品券無料配布など住んでいて生活の助けとなるサービスがあるが、倉吉市は全く
ない。このままでは倉吉から若者がはなれていく。住んでいてよかったと思える行政サービスにもっ
と取り組むべきだ。

男 40代 社

38 スターバックスをつくってほしいです。 男 20代 上灘

３．安定した雇用の維持と確保
記述内容 性別 年代 地区

1 色々な職種を増やしてほしい。 男 20代 上灘
2 給料を上げてほしい。 男 20代 上灘

3 全国に先がけて、同一賃金、同一労働の推進すれば、若い労働力も流入して市の活性化が図れると思
う。必要であれば、補助金等も… 女 70以上 無回答

4 女で１人０さいの子供いるけど大型車の仕事をしたいが男性しかやとってくれないとこが多い。 女 20代 上井

5 もう少し手取りが増えるよう、福祉従事者に対する処遇を見直してほしいです。福祉（介護）は最も
急務な課題だと思います。子育て政策と並行して取り組んで頂きたいです。 女 30代 上井

6
若者が倉吉で働きたいと思えるような環境がないと県外へ流出する傾向は止まらないと思う。企業誘
致はあまり賛成ではないが、それ以外に有効な対策が思いつかない。高齢者（上井在住者）にとって
は、コンパクトに様々な機関（市役所、病院、スーパー等）があり、住みやすいです。自然も豊かで
いいところなのにね。乱筆で申し訳ありません。

男 60代 上井

7 若い人が進学や就職で県外に出た後、Ｉターン・Ｕターンができるような働き先があればよいと思
う。給料も都会と比較するとかなり賃金の差があるので格差が少しずつ縮まっていけばよいと思う。 女 40代 成徳

8 雇用の確保－若年者だけでなく高齢者も深刻です。今は就労できていますが、将来の不安は大きいで
す。 女 50代 上井

9
企業誘致をもっと進めて、若者が安心して、安定した収入を得られる環境を整えるべきである。若者
の県外の流出を止める所から始めないと限界地域がどんどん増し、あらゆる事業が絵にかいた餅と
なってしまう。

男 70以上 西郷
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記述内容 性別 年代 地区

10 若者の定着が少ない。生活を維持できる収入を得られるような職業や個人事業者が東西部と比べても
少ない。そうした問題を改善しない限り、人口の増加や出産の増加は得られない。 女 50代 上小鴨

11 正規雇用で雇って頂ける会社が増えていくと良いと思っています（少ないかなぁと思うので）。 女 30代 高城

12 大学進学を県外にした子供は自分のしたい就職先がない為帰って来られてない。若い人達が住みたく
なるまちづくりをしてほしいです。 女 60代 上北条

13 数時間働けてもわずかな収入しか得ることしかできないため高齢になっても働ける環境をもっと整備
して欲しいと思います。 女 50代 上灘

14 若者の就労の受け皿を増やすことが、安定雇用，地元定着につながると思う。 男 50代 上井

15 とにかく若者が働きたいと思える職場を作ること。まともな労働条件で働ける企業がほとんどない。
行政から企業に働きかける必要があると感じている。若者の地元定住を優先に考えていただきたい。 男 40代 上灘

16
物価が高くなっているのに給料が上がらないのでやっていけない。これでは若い人たちがどんどん県
外に出てしまう。どうにかしてほしい。給料格差があり、子供がいても満足な教育（習い事、塾な
ど）も受けれない家庭が沢山ある。

男 30代 西郷

17 人口減少に歯止めをかけるためにも、子ども達が魅力を感じるような、賃金・労働条件の良い企業の
誘致を期待します。 男 50代 上井

18
鳥取県、特に倉吉市は物価高い割には賃金が低い。これからの若者は県外（特に都会）へ出て行って
しまう。若者が住みやすく働きやすい市になってほしいと思う。高齢者にとっても、物価高になって
いる今、年金では生活も苦しく各税金も高いのでこれからが心配です。

女 70以上 上灘

４．森林の適正な保存
記述内容 性別 年代 地区

1 〈提案〉森のレンタルサービス 男 20代 西郷

2

総合戦略。仕事を増やし、安定した雇用創出。林業等名前があるが核となるものがない。市外から企
業を呼べない中、自前の産業をつくるしかない。その中に林業があってもよい。資源を考えると有力
である。林業メーカーを統合して、コストを下げる。目的は、木材加工、発電、木工製品、輸出等々
雇用を図る。今の計画は、当たり前のことばかりでとても倉吉市が雇用を増大するとは思えない。今
後不安である。まず目標がない。市内総生産をどこまで持っていくのか、このまま人口減とあいまっ
て、減少させるのか、市版起業を求む。

男 60代 上小鴨

５．地域資源を活かした観光の振興
記述内容 性別 年代 地区

1
都会にも負けない、おしゃれな特産品がとても増えてきて、県外の知人にも自信をもって勧められる
のはとてもうれしい。ワサビオイル、粒マスタードのくんせい、ナッツのはちみつ漬など、もっと上
手にPRして（県外でポップアップショップをやるとか）、クオリティーの高さを知ってほしい。宿泊施
設の食事（朝食ビュッフェとか）に使ってもらって、試食を兼ねたアピールをするとか。

女 40代 関金

2 “星取テラスせきがね”の永続的なテコ入れをお願いします。 女 70以上 関金
3 グリーンスコーレ関金に多額の税金を使い続けるのはどうかと思います。 男 40代 高城

4 自然の豊かさ（すぐ近くに海、山有り）、水の美味しさ、犯罪が少なく安心して暮らせる町、農産物の
豊かさ、県中間立地の利便性の良さ等、アピールできる事は、色々あると思う。 女 70以上 無回答

5
もっと倉吉（田舎）の良さを、例えば、コナン・砂丘・梨・すいか、これだけ有れば十分に世界とも
戦えるのに、どうしてこれらをもっと育てないのか？森林・打吹山を、どうしてもっと観光化を進め
ないの？

男 50代 明倫

6 ヒナビタ、てありますよね？これって今今慌てて作りあげたものですよね？こんな上っ面の様な事を
しないでほしい。品格、倉吉の良さが失われてしまいます。 男 50代 明倫

7

観光地の創造といって温泉や宿泊施設を増やす取組はとてもよいと思うが、最近、関金温泉に行って
みましたが施設は良くても、そこに行くまでの街なみ、夜に行ったのですが、温泉施設に行くまでの
街なみがまっ暗で、街灯がひとつもなく、これで観光客がはたして来るのか、観光振興するのなら、
施設だけでなく、その街並みを整備することはとても大事かと思う。特に夜間については防犯面も含
めて考えていくべきではないでしょうか？人は明るい所に集まると思います。市中心街だけでなく、
こういった所にも目を向けないと満足度は高まらないのではないでしょうか。一貫した観光振興が地
方創生につながっていくのではないでしょうか？

答えたく
ない 70以上 上小鴨

8
せっかく白壁があるのに観光で来られた方は満足されているのか、いつも疑問に思う。私自身も県外
から来たが、あまり見る所はないし、遊びに来てくれた友人達が満足してくれていると感じない。市
として、もう少し考えてもらいたいと思った。人口減少するなら、せめて観光客誘致に力を入れるべ
きでは？

女 30代 上井

9 となりの真庭市との観光をはじめ、全ての連携を深めてほしい。 男 70以上 灘手

10

観光産業をもっと盛り上げてはどうか。倉吉市は経由地としての観光地になっている。駅前や関金に新
しいホテルが出来た。滞在型の観光地を目指してはどうか。既存の拠点だけでは人を呼べない。例えば
サイクリングを楽しむ、登山を楽しむ事のできるように。せっかくすばらしい自然があるのだから、山
や川を生かして人が集う場所になれば活気が出て潤うのでは。近くでは愛宕山登山道があるが周りの
山を縦走できる登山道（関金まで）あれば星取テラスの宿泊拠点として利用できると思う。関金～蒜山
ルートの登山道もできれば星取テラスを中心にベースキャンプ地化できる。ほんの一例ですが。

男 50代 関金

11
倉吉市は特に高齢者にとって諸体制も充実しており、雰囲気もおだやかで「暮らし良しのまち」だと
感じられるが、半面、活気が少ない様に思われる。雇用の場を推進したり観光、見所をより充実し、
特に外国人観光客増を図るなど中部地区の中心として各町と協力しながら進めるのも一つの方法だと
思う。

男 70以上 社

144



記述内容 性別 年代 地区

12
先日、星取テラスせきがねがオープンしましたが、関金温泉をはじめとする倉吉の豊富な資源や、せ
きがねかごかきレースなどの歴史が途切れてしまったお祭りなどがたくさんあります。鳥取県立美術
館のような新たな名所を作っていくのと並行して、もともとある資源を最大限に活かした観光事業の
展開にも個人的に期待しています。

男 20代 関金

13
市役所第２庁舎と大岳院の間の川（玉川？）の景観が気になります。観光客が白壁などから離れて、
少し足をふみいれた時、どう感じるかな、と。水じたいは悪くないのですが、何かが良くないと。サ
ビやコンクリートのせいでしょうか。

男 50代 上灘

14 市役所周辺の観光地は飲食店が少なく県外からの方にどこか食べ物屋さんはありますか？と聞かれて
もお昼時に紹介できるお店が少ないのでMAPなどで詳しく案内できればいい。 女 40代 上井

15

この前伝建群で食事をし周辺を少しだけ散策しました。伝建群の建物は改修や新築の際は伝建群の街
並みにふさわしいものとなるようルールがあったと思いますが無くなってしまったのでしょうか？
せっかくまもり続けてきたこと変えてはいけない事を変えてしまったなと感じました。伝建群の終わ
りのはじまりだと思います。コロナ以前県外から視察に訪れた方々は倉吉の取組をポジティブに評価
してくれていたのではと思いますが今後は失敗例として語られるのではと懸念します。いろいろな意
見はあると思いますが、ふらっとたちよった観光客さんが次は宿泊しじっくりと観光し食事を楽しみ
お土産をたっぷり買いこんでまた知人と訪れたくなるような伝建群になるといいなと思います。

男 50代 上灘

16 観光もする場所は限られており、魅力がない。現に、観光客から、白壁の場所を聞かれたため、教え
たが、「こんなもんか」と言った返答だった。 女 40代 小鴨

17

ひなビタの女の子のパネルを街におかないでほしい。バスラッピングもやめてほしい。ティーンの女
の子の胸を強調するようなデザインや短いスカートのイラスト…市民として恥ずかしいです。盛り上
がってるのはオタクと行政、一部のオジサンだけというイメージ。周りからも、やめてほしいという
意見しか聞きません。オタクイベントで短いスカートの女の子のパネルを下の角度から撮影している
男性等を見て、娘を持つ母親としてゾッとしました。
まず、あのパネルを美しい街に置くのはやめてほしい。倉吉の芸術や文化が台無し。

女 40代 社

18
最近、美観地区を観光してきましたが、あのように倉吉の白壁土蔵群の建物も活かすことができれば
良いのになぁと感じました。環境が充実したら観光客も増えてリピートしてくれるのではないでしょ
うか？

女 40代 西郷

19 観光資源（白壁土蔵群など）を活かした、観光客への受け皿体制が不備。飲食店が少ない、駐車場の
整備不足、公共交通網が未発達など。対外的な発信力も少ない。 男 50代 小鴨

20

白壁周辺はイベントでもない限り、とても観光地とは思えないほど沈んだ雰囲気で、ただの地元のお
散歩コース。
活気の裏側を敢えて選んでいるとしか思えない怖い雰囲気とでも言えます。
静かな雰囲気作りと主張されるかもしれませんが、音も人の力も感じない暗い気配は、倉吉ではなく
暗吉そのもの。
観光客がまた来たいと思えるような特徴も、変化もないと思います。

男 40代 小鴨

21 ばえん祭は、当初の目的は達成されたと思うので、補助金は必要ないと思います。福高祭は、いつま
でやりますか？

答えたく
ない 無回答 無回答

22 イベントがおもしろくない。 答えたく
ない 40代 高城

23 イベントのワンパターン化。あきました。 男 30代 上灘
24 〈提案〉ちょい飲み手帳の制作 男 20代 西郷

６．スポーツツーリズムの推進　記述無し

７．子育て支援の充実
記述内容 性別 年代 地区

1
子育てしやすいとは思いません。中部には小さな子どもを連れて行ける場所があまりないように思い
ます。なので東部や西部に出かけることが多くなります。夏に室内であそべるような場所を作ってい
ただけるとうれしいです（例えばパータンの中に小さな子どもがあそべるようなキッズスペースを
作っていただけると、パータンで買い物をしようかなという気持ちにもなったりするのですが…）。

答えたく
ない 30代 関金

2 雨が降った際の子供の室内遊び場が全くない。鳥取市又は米子市まで行くしかない。どうにかして欲
しい。だから子育て世代がいなくなるのではないでしょうか。 女 40代 上井

3 こどもたちが外で遊べる場所を増やしてほしい。パークスクエアのような遊具が充実したところが
何ヶ所か欲しい 女 40代 上灘

4 土・日に子どもと遊びに出かける時に土曜日はおひさまを利用できるが日曜日に遊べる施設がないた
め、室内で子どもが遊べる場所ができて欲しいなと思います。 女 30代 小鴨

5
雨の日に子どもと遊びにいけるところがない。おひさまは、小学生がダメなので、兄弟で利用でき
ず、意味がない。融通がきかなくて、悲しい思いをした。子どもが雨の日でも体を動かして遊べる施
設を作ってほしい（無料だと助かります）。

女 40代 上灘

6 市内全ての園（公立・私立）統廃合を検討してほしい。公務員の保育士と私立の保育士、保育教諭の
給与の差がありすぎる。 女 40代 小鴨

7
もう子育ては落ち着いたのですが、子どもの楽しむ場がすごく少なく、整備もどうかな…と感じる。
親子が楽しめる場所やイベント等、増えたらいいな、と思って生活をしてきました。美術館とかもス
テキだとは思うけど、維持する費用も大変だよな、と思うし、だったらもっと、親と子に支援してあ
げたらいいのになと感じる。

女 30代 小鴨

8
子供たちは高校を卒業したら倉吉を出て行きます。大学がほとんど無いので仕方ないけどコレじゃいず
れ倉吉は無くなります。子育て支援を大学まで拡大させては？少しでも子供がとどまる環境ができない
と年寄りは死んで子供はいなくなる。負の連鎖は止まらないよ。もちろん子供たちがは働く場所も。

男 40代 上井
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記述内容 性別 年代 地区
9 子育て世帯への給付金をもっとしてほしい（年収関係なく）。児童手当少なすぎるから２人目産めない。 女 20代 上井

10
まちづくりや行政サービスに不満があるわけではないが、少子化がすすみ、子どもがとても少なく
なっているのがとても心配です。よりよい町づくりをすすめて、すみやすく、子そだてしやすい町へ
と、すすめてほしいです。現状に満足せずに改革してほしいと思っています。

女 50代 成徳

11
子育て支援金をさらに増やして欲しい。保育園で、調理員が嘔吐で４日間給食中止になった場合、保
育料から給食費を引いてほしい。保育士で、子育て中の保護者に「最近どう？」等話しかけて下さる
専門的な保育士がいたが、４月から異動され、現在は、話しやすい相談しやすい保育士がいなくなっ
た。保育士の人材育成も行ってほしい。相談しにくい。

女 40代 西郷

12

県外の地方自治体での「子育て政策」が近隣の町と比較すると、全く不十分である。倉吉市は、2040
年までに消滅都市のランキングに載っていない（44,000人→34,000人）ので、安心しきって議会等
でも子育てに関する経済的支援、物価高騰に対する支援等、他の４町と比較すると全く出来ていませ
ん。例えば、新生児が生まれた時に、他の町や地方自治体では“お祝い金”として、数万円～十数万円
が配布されるのに、本市はゴミ袋…全くもって論外である。この体たらくな調子だから、子育て支援
が充実している湯梨浜町に子育て世帯が続々と移住している理由の一つです。

男 40代 明倫

13
児童館の利用方法をもっと柔軟にしてほしい。「一旦家に帰ってから」「お昼は一旦家に帰る」ルール
があると、結局、子どもが徒歩で行ける範囲の人しか使えない。せっかく、安全に、友達や異年齢で
健全にすごせる場所なのに、利用しづらいから家で留守番するしかなく、TVやゲーム中心になってし
まう。

女 40代 関金

14 もう少し子育て支援に力を入れてほしい。 男 30代 社

15
子育てしている世代からみて倉吉市は、小・中学生には遊ぶ場が少なく、公園は水はけは悪く、雑草
だらけ、幼児中心の遊具しかなく、学生の娯楽場所がない。中部の子は東・西部の学校へ行ってしま
い、学力が低下しているのではないか。

答えたく
ない 無回答 無回答

16 自営業の子育てに対する支援があると助かります。産休や育休もなく、その際の収入がほとんどなく
なるのでそれを実際に経験して感じました 女 20代 関金

17
子育て事業の件について考えました。子育てが継続できるよう講演会を月１回程度でいいので開催す
ることは可能でしょうか？例えば図書館（未来中心）の一室を借りて、保育園・小学校・中学校・高
校の親が参加できるように…どうでしょうか？倉吉市の活性化（親同士のコミュニティー→情報交
換）につながると思います。よろしくお願いします。

女 30代 明倫

18 湯梨浜町に比べ子育て政策が非常に弱い。若者が湯梨浜へ流出している。いいかげんに老人から若者
へシフトを変更しないと人口３万人になりますよ。行政としてもたなくなりますよ。 男 60代 西郷

19
倉吉は少子高齢化が進んでいます。人口が増えるように子育てしやすい環境を作ってほしい。産後ケ
ア施設を早く作ってもらいたい。安心して産める環境が必要だと思います。子育てに苦労している人
は多いです。もっと現状把握するべきです。

女 40代 上北条

20

私は、新しい公立保育所の建設予定地に住んでいる者です。２年位前から保育所が建設されるという、
うわさが流れていました。それから新聞に建設される記事が載り、土地改良区の人から、建設が決まっ
たような話を聞きました。しかし、今日まで一度も事業者である市役所の方から建設予定地に住む住民
には何の連絡も説明もありませんし現在も何の説明もありません。もし、公共施設を建てるのなら、一
番説明が必要なのは現場付近に住む、地区住民ではないでしょうか。一番気がかりなのは環境問題、交
通問題、騒音問題、災害問題など必ず説明が必要なのにそれをまったく説明せずに建設する市の考えに
問題があるのではないですか。以前余戸谷町の住宅を取り壊す事業も付近の住民に説明が無いと住民
が怒り新聞に載り問題になったことがありながら今回もまだ一度たりとも説明のない市のやり方は、本
当にいかがなものですか。どうして地元住民に対話、説明をしないのですか。市長は、これから建設を
再考すると言われていますが、市が最初にすることが何であるか一考することを願います。最後にこの
話は必ず教育長、市長に報告願います。

男 70以上 社

21 子育て世帯への給付金などの支援があると助かります。 男 40代 社
22 子育て支援も非課税世帯ばかりで、全く優遇はない。 女 40代 小鴨

23 未満児の保育料を下げて欲しい。
どうしても他の自治体と比較してしまう。 女 20代 小鴨

24
子育て支援策が少ない、宅地になる住宅地が未整備であるので若い世代が新築で一戸建てを建てるの
に積極的になれない（近隣の湯梨浜町に流出）。
何よりも、市長にビジョンが見えないのが大問題。

男 50代 小鴨

25 母・父子家庭でも彼氏と暮らしてたりする人は多いから徹底して見回りなどしてほしい。手当をも
らってるのはおかしい。「それなら離婚して手当もらって旦那と暮らす」という人も身近にいます。 女 20代 上井

26
子育て支援が充実していない。もっと助成金など充実すべきだと思う。生活保護の人間ばかり助成金な
ど優遇されており、差別されているようだ。楽してお金が入っている人たちなのにけんめいに働いてい
る人たちはもらえず不公平だ。物価もどんどん上がり生活がくるしいのに生活保護もらっている人ばか
り助成金をもらうなと思う。みんな平等にもらう権利がある。もう少し市民を大事にしてほしい。

男 40代 小鴨

27 病児保育のできる施設を建設してほしい。 男 40代 上北条

28

･ 久米･社地区の保育所の整備を急ぎ取り組むべき。
･ �若い世代の子育て環境を整えなければ、人はどんどん郡部に流出してしまうことをもっと切実に考

えてほしい。
･ �誰もが納得する場所は難しいだろうが、少なくとも現在の保護者、将来の保護者たる若い世代の意

見をまず尊重すべきで、年寄りや一部議員の意見は後回し。
･ �保育所のこども園化。周辺地域ほとんどがこども園にしているのに、倉吉はいまだに保育所。周辺

からどんどん取り残され、若い世代が市外へ流出する原因
･ 税金、保育料も高いから若い世代が流出。財政悪化の悪循環。
･ 少々値段が高くても、提供するサービスの質がよければ人はその対価を支払うのでは？

女 50代 上灘

29
社・北谷・高城の３園統合の保育園建設についてですが、横田になぜこだわっておられるのか、車での
送迎が基本だとすると、もっと市街地方面に建設予定地を計画されてはどうですか。反対派が建設時
期を遅らせているのではなく、横田にこだわっている事がネックになっているように見えています。

男 40代 社
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記述内容 性別 年代 地区
30 どこの担当になるか分からないが、保育園へのもう少し立ち入りで運営状況を確認してほしい。 男 30代 上灘
31 保育園・幼稚園・子ども園の充実。学童保育の運営の検討。 女 70以上 高城

32 社・北谷・高城、３地区の保育園が早く出来ること願っています。一番最初に予定地に決まってい
た、横田地区の田の所が最適だと思います。一日も早く決定することをお願いします。 女 70以上 社

33 雨の日でも子供が遊べる屋内施設ができたら嬉しいです。 女 30代 西郷

34
子育て支援の充実をはかる取り組みは、素晴らしいと思います。ですが、それに伴い保育士の確保、
賃金等の問題が伴っていません。定年退職した人でも、部分的にまだまだ働ける人はいますし、働き
方や雇用、給与のことなど、検討していただきたいです。

女 50代 上灘

35 子育て（現在、保育園に２名）する中で、医療費負担がないのは大変ありがたいと思っています。 男 70以上 西郷

36
小学４年生以上の児童クラブ利用の枠が厳しすぎる。本当なら夕方も働けたら（夫婦とも働き）と思
うが、子供が一人になり心配なのでパートで働いている現状もある。今はムリを言って利用させても
らっているが、この部分については、子育てしやすいとは言えない（長期休みも同様）。今は物騒な事
件もあるため、不安に思うこともある。

女 30代 明倫

37

私は昨年、子ども食堂に“米”の提供の申し入れをしました（古々米でした）。しかし、断られました。
この米は農家である私も食べている米です（昨年米も交互に食べているのです）。ここにきて、米の値
段はうなぎ上りですがこども食堂では、米の代わりに小麦食品などの代用の提供も考えておられる事
と思います。食糧は他国の輸入に依存している日本なのですが、そんな事もみながら食育を振り返る
機会にされても良いのでは？

男 70以上 西郷

８．障がい者の社会参加と自立支援
記述内容 性別 年代 地区

1 「倉吉市手話言語条例」を制定して、手話を学べる環境を作ってほしいです。 女 20代 上井

2 心身障害のある人を支援する場をもうけてほしい。米子などと比べ少なすぎる。引きこもりにつなが
りやすい。市の問い合わせをフリーダイヤル化して、年中無休に。 女 無回答 無回答

９．豊かで健やかな長寿社会の実現
記述内容 性別 年代 地区

1 気軽な高齢者サロンでくつろぐ場所を。雑談、他、諸々。高齢者の活性を。 男 70以上 上井
2 高齢者が気軽に参加出来る様な施設等が有ればと思います。（軽い運動、趣味） 女 70以上 西郷

3 国、県、市に地域の要望事が通っていない。老人（70～80～85）の健康に対する処遇が行きとどい
ていない。働ける老人の取り組みがなされていない。市政の一人歩きの癖がある。 男 70以上 灘手

4
高齢化、長寿社会の中、健康で生き生きとした生活を今後も送っていきたい、と思っている方は多い
と思います。他県で行っておられる体操、食事等を研究して頂き、倉吉市民にも指導頂けたら嬉しい
です。

女 60代 西郷

5 高齢者・独居者に対して、空き家、土地の対策、交通機関の検討。 女 70以上 高城

6
国が動かない事にはどうにもならないと思うが、いい加減介護職の処遇をもっと良くしてほしい。低
賃金のままで世間のきれい事ばかり押しつけられ、最小限の人員で仕事をしなければならない現状。
こんな状態でいくら人手不足と募集をかけても担い手が増えるとは思えない。政治全般「介護」から
目を背けすぎだと思う。

男 40代 成徳

10．生活困窮者等の自立支援
記述内容 性別 年代 地区

1 年金だけでは、食べていけない。月55,000円。市独自の給付をねがう。絶対 男 70以上 上北条

2

生活保護の受給について。国は移民に対して生活保護を支給する必要が無いと最高裁が判決を出して
いるにも関わらず、厚生労働大臣は人道的に支給する必要があると判断して国民の意思とは正反対に
外国人に対して生活保護を支給し続けているが、倉吉市は外国人に対して生活保護を支給する様なこ
とはせず、本当に生活保護が必要な市民に支給がなされるよう配慮して頂きたい。また、素行不良者
に対する生活保護の支給についても、生活改善指導にも応じない、従わない、問題行動が多い素行不
良者、犯罪行為で検挙された者への生活保護支給は即打ち切りにする等の措置を講じて頂きたい。

男 40代 成徳

3 生活が苦しくもう少し福祉充実やお金助成があれば助かります。 女 70以上 社
4 低収入の人を支援してほしい（生活保護以外）。 女 無回答 無回答

5
熟年離婚が増加傾向にあり、私もその一人です。持ち家を離れ、アパートで暮らしていますが、年齢
的に今後の不安も大きいです。一人親の支援はありますが、50歳以上の単身者への支援などはないで
しょうか？

女 50代 上灘

6 そして、低所得者にだけ給付金を出すのも、おかしいと思う。しんどいのはみんな同じで、もう少し
考えたらいいと思う。暮らしやすいけど、生きづらい。 女 30代 上灘
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11．健康づくりの推進
記述内容 性別 年代 地区

1
70歳以上の市民に「健康」について意識する仕組みがありません。
医療費や介護保険料は市民が受けている医療費がかかればかかるほど、自動的に加算される。市民
個々が「健康な生活」を意識した暮らし方をすれば支払額は少なくて済むのではないでしょうか。

女 70以上 上井

2 医療医師の技術と、知識の無さで助かる事も、治る事も見過ごされています。 女 30代 社
3 病院が、つぎつぎになくなっていくので、予防接種とかが、むずかしくなってきている。 女 60代 社
4 個人病院が少なすぎる。 女 40代 上井

5

お薬手帳の在り方に疑問があります。人の体はなるべくならお薬は少ないほうがいいのです。しか
し、多くの人は通院や多くの薬を何の危険も感じていません。高齢になれば、内臓の機能の低下は自
然です。なのに高齢者ほど多くの薬を服用しています。「薬害病」の原因でもあるのではないかと思
います。
どうしても治療しなくてはいけない病気や発熱、痛みなどは別です。必要な薬です。
提案

「お薬手帳」の活用の仕方と管理について全市民対象に勉強会を開催する必要がある。
これは、自分の病気を知り、どんな薬を飲んでいるか、又余っている薬があれば診察の際医師に伝え
ているか、効果が見られない薬について、飲まない選択もあるなどです。
医師・薬剤師も協力体制が必要です。
薬剤費の中でも70歳以上に処方され金額は多い（e-Statより）世間で高齢者の医療費が多いと批判を
受ける原因ともいえる。

「お薬手帳」の管理について、一人一冊が基本であり、処方薬局から配布されるのではなく、通し番号
をつけ行政が配布する方が良い。なくなれば市役所に届け配布される仕組み。

（現在、スマホ管理も進められ一人一冊が実現できるが、定着するにはまだ時間がかかる）

女 70以上 上井

6 持病がある人に優しい町になってほしい。 女 無回答 無回答
7 スーパーばかり出来て専門病院も少なく総合病院で時間もかかる。 女 70以上 北谷

8 病院について、各診療科、少なくとも2院以上あって欲しい。皮膚科は先生が高齢化しており、いつ辞
めてもおかしくないが、他にない。 男 40代 西郷

9
夕方受診ができる眼科が（おそらく）ないです。他科も含めて、受診が必要な時に受診できない、予
約がしばらく先まで取れなかったという話を周りでよく聞きます。ホームページの診療時間が更新さ
れていない病院もあるようで、病院探しが大変です。どこの病院がどれだけ機能しているのか情報が
ほしいです。

女 30代 小鴨

10
以前、全身に蕁麻疹が出た時に厚生病院に夜間行きましたが皮膚科が無いからとよく診てもらえず、
大型病院も他の個人病院も原因不明で点滴しても蕁麻疹が治まらないのに自宅に帰されることがあり
ました。何かの時にはどこの病院に行けば安心なのか不安です。

女 40代 西郷

12．人権尊重の確立と男女共同参画社会の実現
記述内容 性別 年代 地区

1
パワハラ問題や、人権問題強化に、もっと尽力して欲しいです。実際に、職場では、いじめやパワハ
ラ等まだまだ横行されています。絶対に出来ない様な、対策が必要だと思います。皆、泣き寝入りす
るのが現状です。

女 30代 社

2

病気や障害の人に対して理解がない人が多すぎる。支え合うという感覚がなくかかわりたくないとい
う雰囲気でとても傷つく。無神経な発言、冷たい態度が人権侵害と感じる。もっと市役所が病気の
人、例えば「がん」についての理解を深める啓発や学習を大人に対しても積極的にしてほしいと感じ
ている。このままでは弱者が大変住みにくい。市報で「がんの人の特集」を入れるだけでもちがう
じゃないでしょうか。他のこともしてほしいですけど…。福祉・保健・医療体制が倉吉市は弱いと思
う。もっと予算をつけ充実させてほしい。子どもに対してばかりじゃなく病気や障害の人に対しての
手当やゆうぐうを考えてもらいたい。例えば非課税の人は検診無料等他県だが聞いたことがありま
す。これに限らず弱者を守ることをもっと考えてください。よろしくお願いします。

答えたく
ない 50代 無回答

3
地域はコロナ禍で何も学んでいない。いつまでも昭和文化を押し付けてくる。今の子育て事情を理解
しようともしない。もっと若い世代の意見を取り入れるべき。また、地域こそ女性差別の根源だと確
信している。未だに「女性部」なんてものがあるのが証拠。地域という名の公民館加入老人にこそ教
育が必要だと強く思う。

男 50代 上灘

4 いわゆる田舎者が田舎者ムーブをし続ける限り、人口減少は止まらないと思いますよ。
それが人権侵害にあたるという意識が無いのも問題です。 男 40代 明倫

5
同和の勉強会は、今すぐにやめ、同和地区、その他のデータを全国が一斉に消去する。インターネッ
ト上の物も全て、勉強をすればする程、過去の習慣や差別を継続させる手段に他ならない。差別をつ
なげるだけのものだと思う。

男 60代 上灘
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13．生きる力を育む学校教育の充実
記述内容 性別 年代 地区

1 中学生は私が学生の頃はもっと宿題が出されて勉強していたが、今は、できない子に合わせているの
か、宿題が少なく、勉強時間が少ない。 男 40代 西郷

2
倉吉の成徳小の校名問題、二転三転した新小学校名、市民の不信感残る…他市、県に負のイメージを
与える結果となってしまった。本当に良くない印象。あれだけ落合大相撲力士が大活躍しても、好評
判がこの度の校名問題でややかき消されてしまった感があり、本当に残念であった。情けなし。

男 50代 高城

3
孫がフットサルを一生懸命してるんですがゴールが壊れて、何度も直してやってと学校にいったんで
すがダメで、市議会議員にいってもダメで、こんな小さなこともしてもらえないなんて、すごく腹が
たちました。自前でおばあちゃんが出してやらないといけんのかな、たくさん税金払ってるのに!

女 70以上 明倫

4

昨年まで中学生の子が居り（現・高校生）、東中で大変良く育てていただきました。部活動や運動会、
文化祭等の行事は親としても楽しみです。同世代の先生も多く、折々に寄り添っていただきました。
ただ、先生も家族があるのに、先生ご自身の家族行事には参加出来ない（日程がだぶると）という場
面に何度かそうぐうしました。子の中学最後の運動会がだぶってしまい行けなかった、子の中学最後
の文化祭がだぶってしまい行けなかった、入学式が同日でわが子の入学式に行けなかった、直近でも
３つ思い出せました。こちらにあわせて、先生としての立場を優先させてもらえるのはありがたいよ
うですが、間違いであるよう感じます。先生の「子ども」の気持ちが心配です。個人を優先できる社
会であってほしいし、教員の働き方改革のひとつとしてはいかがでしょうか。

女 40代 成徳

5

義務教育学校区（小・中）の生徒数が偏りすぎていて、部活の選択や学習環境に差がありすぎる。統
廃合について、地域住民の意見を聞くことはある程度必要だと思うが、OB（特に年寄り）よりも、
“今”“これから”学校に通うこどもたちのことを一番に考えてほしい。主体である子ども達のために、行
政が「こうします」と校区割をある程度主導的に決めればよいと思う。子ども達の学習環境を一番に
考えて、合理的な理由をきちんと説明すればよい。子ども達にも意見を聞いてほしい。

女 40代 関金

6
新聞や市報を見ていて思うのは、老人中心の地域の話題がほとんどで、若者や学生の記事は少ない印
象。教育においても、教育の不足の時もなかなか補充される事なく学力面、学校環境面もとても学習
できる学校ではないのを知っていますか？将来が不安しかない。

答えたく
ない 無回答 無回答

7
秋ごろにある、子どもの学校を休みにして、親も仕事を休んで親子の時間を～的な月があるが、親は
休めない家庭が多い。むしろ子供の昼ごはん準備や、小さい子の家庭では負担だけが増えていると思
うのでやめた方が良いのでは？

男 40代 西郷

8
小学校の数がまだ多い。今でも教員の数が不足しているのに、今後さらに教員不足になることは避けて
通れない。地域に固執している年寄りの意見より、現実に目を向けて大規模な統合を行ってほしい。
久米小、打吹小、明倫小､上北条小など200人を切る学校については、統合の方向でいかなければ教員
の数も質も担保できない。久米、打吹の統合は単なる無駄遣い。

女 50代 上灘

9 給食がまずい。 答えたく
ない 40代 高城

10 高校、教科書代、入学金無償化。給食実施。ぜひぜひお願い致します。未来ある日本の子供たちの選
択肢を広げる為にも。 女 40代 上灘

11 共通の制服を考えるならば、制服ではなく他のやり方はなかったのか。メリハリをつける為にルール
を作れば良かった、制服自体本当にムダだったと思う。 女 30代 上灘

12 閉鎖した学校をきちんと管理してほしい。 女 無回答 無回答

13
教育委員会、小・中学校職員へ。小・中学生の不法侵入、指導てっていすべき。小・中学生の通学で
他人の敷地や駐車場に侵入します。親も同伴でやっています。近所の小学生の父親は先頭をきって他
人の土地に入ります。中学生は自転車で侵入して庭をあらします。友人と道いっぱいに走り通行人に
めいわくです。学校全体で注意を呼びかけてほしいと思います。

女 50代 上灘

14

地域の小学校に不登校の子どもが多いとおたよりで見るとわかります。実際、近所の子どもも学校に
行けてません。倉吉市小・中の学校のとりくみで場所や人の配置についてあったように思いました
が、何よりも大事なのは、その子どもや家族によりそう気もちとその子どもの学習保障を含め、何が
できるのか考えることができる人材の育成が一番大切なのではないでしょうか？昔は学校に行くのは
あたりまえでした。でも今は、いろいろな理由で行けない子どもたちが増えています。「欠席が多い」
「全員登校できた日は何日だ！」と数値をあげて、不登校家族を追いつめるような校長のたよりは、
せつないです。「思いやりをもつ。みんなを大事にする」とか言いながら、うわべだけのような学校の
とりくみは残念です。先生方がいっしょうけんめいされているのはよくわかるので検討をおねがいし
ます。

女 50代 明倫

15 倉吉市から高校・大学・短大がなくなるとあらゆる面で急激に衰退すると思います。少子化のため、
統合は避けられませんが閉校・閉学を防ぐ取組を望みます。 女 30代 小鴨

16
学校統合は教育委員会主導ではなく、予算を管理する部署が行うべき。地元に学校があるメリットは
大きい。でも住民らが涙をのんで、統合するのは財政を逼迫するのをよしとしない心情であろう。歩
いて通える所に学校がある子どもで、私はよかった、と感じる。でも今財政が苦しいのであれば、理
由を伝えて理解を得ていってほしい。

女 60代 小鴨

17
秋に予定されている“家族で過ごそう”みたいな休日が昨年ぐらいから急に始まりましたが、休みがと
れない。有休を使わないといけないなど。職場にそのような子を持つ場合、有休での休みを働きかけ
てほしい。

女 40代 上灘
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14．社会全体の連携による生涯学習の推進
記述内容 性別 年代 地区

1
図書館のラインナップが低年齢向けではない。古い物が多い。見やすいならびではない。見せる工夫
などは無く置いているだけに見える。高齢の方、勉強をしている学生ばかりで子供をあまり見かけな
い。子供達がわくわくする作りであれば活気が出るのにと思ってしまう。

女 30代 灘手

2 サッカー場が欲しいです！ 男 30代 社
3 芝生の広いサッカー場をつくってほしい 男 40代 上北条

4
スポーツ市民大会で地域住民の参加は年々少なくなっていると思うが、市の職員も役員としてではな
く、選手として参加するのはもちろん、呼び掛けをする側として働き掛けてもらい、活性化につなが
るようにしてほしい。職員自身が面倒に感じるものであれば、良くない。地域住民以上に楽しもうと
する姿があれば、そこから活気は生まれてくるのではないでしょうか。

男 30代 上灘

15．文化財の保存、活用、伝承　
記述内容 性別 年代 地区

1
県立美術館のある街として、倉吉の伝統と文化に力を。稲こき千刃や倉吉絣など倉吉の繁栄を支えて
きた文化遺産を市として保護、PRしていっていただきたい。「遥かな町へ」の映画化も市として大きな
チャンス!!

女 60代 上井

2 倉吉の恵まれた環境に感謝する、そのすばらしさの自覚が必要。「倉吉本」もよいが、中学生用の「倉
吉風土記」の方をもっと周知すべきだと思う。 男 70以上 上灘

16．文化・芸術活動の振興
記述内容 性別 年代 地区

1
県立美術館について。県民のための美術館ですよね？税金で建てておきながら県民への割引がないの
はおかしいのでは？また、展示品のロープの先に説明書きがあったり配慮に欠けるところが多数ある
と思われます。

女 30代 明倫

2 県立美術館、今は話題で人が来ていますが今後は足立美術館のようによい企画をして集客をしてほし
い。

答えたく
ない 60代 無回答

3 県立美術館を倉吉市に建てて下さり、ありがとうございました。まだ行けてないので機会があったら
是非行ってみたいです！ 女 30代 上灘

4 県立美術館もオープンしたので倉吉がさらに発展することを願います。 女 40代 上井

5

なぜ美術館を作ったのかわからない。
オープンは派手に行い、多くの人が集まったが普段に利用する頻度があるのか疑問である。
大型商業施設を誘致した方が良かったと思う。
いろいろな企業が中部から撤退してしまい、娯楽を求めるのであれば米子か鳥取に出掛けなければな
らない。
今の倉吉には娯楽を楽しめる施設がまったくない。
激安スーパーとドラックストアばっかりである。
ドンキやPLANT5とかがあればとすごく思う。
ちなみに美術館の維持費はいくらかかるのだろうか？市民税で賄う気でいるのか。

答えたく
ない 無回答 小鴨

6
【文化資源について】
県立美術館や市立博物館といった施設を利用し、美術などの文化活動が活発になると嬉しいなと思い
ます。県外からの観光資源にもなると思いますので、ぜひ魅力的な企画や巡回展の招致、その広告な
どを行ってほしいです。

女 30代 明倫

7 県の美術館、円形劇場、気軽に見学。経費負担援助。 女 70以上 社

8

倉吉市がめざしている物がはっきり打ち出されていない様に思います。倉吉として全国に発信できる
文化的なものを長い目で見ながら育てていけたらといつも思っています。それにはまず人を育て、そ
の人が永久に倉吉にとどまり次の人を育て、全国に誇れる倉吉になればと思います。悪い言い方です
が、他県から見にきてくれる世界遺産もなし、登山できる山もなし、海もなし、の市ですから、ない
物を探して数えてもしかたありませんから、文化的な教育を市民全員かかって行い、人を育てて行き
ましょう。倉吉に行けばおもしろい事がある町、情報の（メディアを使い）発信も大切です。

女 70以上 上井

17．移住定住・交流の促進
記述内容 性別 年代 地区

1 結婚できていない若人もたくさんいるので婚活なども取り組んでもらいたい。 男 30代 関金

2 人口流出を止めれるような物を作って欲しい。観光だけではなく普段から、老若男女が集まるような
施設を検討して欲しい。 女 50代 小鴨

3
外国人移住者について。外国人移住者の推進を阻止してほしい。移住者推進を図った埼玉県川口市
は、外国人犯罪が増え、治安が悪化しています。倉吉市でも、外国人を多く見る様になりました。安
心して暮らせるためにも、在留カード、各証明書の所有の確認を定期的に行い、正当に居住できない
者の退去をお願いしたい。そして、外国人生活保護受給も、やめてほしい。

女 50代 成徳

4 新築のアパートも増えてきているが、どのアパートも同じ間取り、同じような物件ばかり。もう少し
物件のバリエーションがあると住むのが楽しく、家賃の幅も広がると思う。 女 30代 小鴨

5
県外に出た友人たちがいつか倉吉に帰ってきて暮らしたいと思える街にしていきたいです。今のとこ
ろ、倉吉だとすることなくて暇だと思われているので、倉吉の良さ、住みやすさを私自身もSNSなど
通してアピールしていきます。倉吉の良さを残しつつ、改革していきましょう。

女 30代 小鴨
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記述内容 性別 年代 地区

6
若い世代が住み良い街、住宅環境（市営）充実してほしい。倉吉市は私が学生時代の頃からみると、
発展もしていない街、だと感じている。独身で部屋を探す時、市営にも入れない（条件外）環境。ア
パートの家賃も決して安いとは思わない。リノベーションハウスを増やし、豊かに暮らせる世代が増
えたらうれしい

女 40代 成徳

7
若い人の出会いの場、遊び場ないので、ほとんど東部、西部に出向く。倉吉で後継者として残る人が
少なく県外で家庭を持つ人が多い。どこの地域も子供が少ない。それは何故でしょう？老人のサービ
スはゆき届いて若者の事も考えてほしい。

女 70以上 北谷

8 若者が増える街づくりをお願いします。 女 20代 上井

9

鳥取県の婚活、えんトリーはガッカリでした。どなたかおひとりくらい話してみるくらいはあると
思っていたのに、仲人のかたたちの後ろからのお話をきいていると（きこえてくる）、「あの公務員さ
んとあの娘一緒にしてあげたいわぁ～」ばっかり…『ここにいますよ～わたし』（笑）会わせて話させ
てみなきゃどうなるかなんてわからないのに、なんにもなかったってのはーまぁ、仲人さんたちも責
任を感じるモノはあるでしょうから、仲人さん的にもわたしはなかったのでしょうな。

男 40代 小鴨

10
倉吉に転入した方へ、毎月転入者へのサポートが無いように思います。ショッピングセンターなどで
はありません。
人と人とのつながる場の紹介や案内などです。転入をしたものの生活と人間関係への不安が生じて来
るのではないでしょうか？まちづくりの目標は「生活の質の向上」とあるようですが・・・

女 70以上 上井

11

旧島根銀行倉吉支店を活用した「空き家サポートセンター（仮称）」の開設事業7323万円などを盛り
込み、総額は332億6801万円。10月から市上水道料金約15％引き上げる条例改正案も可決。「空き
家サポートセンター（仮称）」の立地条件は車社会の中、駐車場は少なく便宜性にも欠けると思いま
す。そして、どれだけの課が予定されているのか、この場所の購入は疑問が残ります。本庁舎と本庁
舎横「現状福祉事務所」福祉課（倉吉市庁舎）２階の部屋が沢山空いているようですが活用できない
のですか？税金の無駄遣いではと不信感が沸きます。財政難で水道料金アップが決定している。

男 70以上 成徳

12

〈特に移住検討者向けの提案〉
・移住準備のための旅行金支援制度の申込方法の簡略化
・LPガス代の補助
・SNS（Instagram「そうだ！倉吉で暮らそう。」）の活発化
　例：とっとり移住応援カードの倉吉市内施設での活用方法提案

〈意見〉
・「結婚新生活を応援します！」を利用することができ、大変嬉しかったです。

男 20代 西郷

13 住居について
移住者への支援は手厚いが、長く倉吉に住んでいる者への支援がほとんどないのはかなり不満 女 30代 明倫

18．水の安定供給と適正な下水処理　記述無し

19．廃棄物の減量と適正処理
記述内容 性別 年代 地区

1 川や並木道が倉吉のいたる所にあり、とてもキレイなのにゴミがとても沢山落ちている。ゴミ回収、
清掃、ゴミ拾いボランティアなどの取り組み活動が何も無さそうなのがとても残念です。 女 30代 灘手

2 資源ゴミ回収にもっと気軽に参加できるよう場所とか、ポイントがたまったらティッシュやトイレッ
トペーパー交換とか何かピーアールしたらよいと思う。 女 60代 小鴨

3 ゴミ袋の中サイズを作ってほしい。小は、小さすぎるし。 女 60代 西郷
4 ごみ捨て場（ゴミステーション）を充実して欲しい。 女 60代 西郷

5 防災センター～国府橋に至る土手路、西福守町側の道路等において犬のフン、アキ缶、ゴミ等が散見
される様になった。 男 70以上 社

6 野やきをする方が多くて、非常に困ります。家庭ゴミも焼いている人が多いので、ゴミ袋を無料にして
欲しいです。火災が心配です。山火事。ゴミの区別をもう少し簡単にしてほしい。分別が複雑すぎる。 女 無回答 無回答

7 自転車で家庭菜園で畑へ行く、買いものにお店へ行く途中、缶やペットボトルが落ちていると、拾う
ようにしてます（ゴミは拾いませんけど）。必ず、すてるやからがいるが、いい方法はないか？ 男 60代 社

20．環境保全と循環型社会の構築
記述内容 性別 年代 地区

1 これ以上、自然を壊して太陽光パネルを設置することをやめてほしい。 女 40代 社
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21．交通安全・防犯・消費者対策の推進
記述内容 性別 年代 地区

1 街灯が少なく、夜になると真っ暗になるので、怖いです。街灯を増やしてほしいです。 女 20代 上井

2 安心してくらせる倉吉市になるようにしてほしいです。夜間、暗い所が多いので暗い道には電気をつ
けるなどして犯罪が起きにくい町にしてほしいです。 女 40代 社

3 街灯が少ない!! 女 70以上 成徳

4 歩道の段差が多く感じるので、整備をしていってほしい。市道以外も県などに積極的に要望をあげる
などして進めていってもらいたい。 女 50代 明倫

5 街灯を増やして欲しい。
道路が狭く、車同士のすれ違いができない場所が多い。 女 60代 西郷

6 また、道路利用のスピードを上げた自動車、サイクリング車、散歩者等で往来が特に通勤時多くなっ
て来た。 男 70以上 社

22．安全で快適に移動できる道路ネットワークの構築
記述内容 性別 年代 地区

1 バス停や橋、道路など劣化が目についてしまう所が多い気がします。 女 30代 灘手
2 倉吉－岡山間を、中部－岡山北部へと直で（関金除く）つながる平たんな道路をつくってほしい。 男 50代 明倫

3
上井地区の道路整備。駅前にホテルルートインが間もなくオープンするが、駅前ザ・サークルから踏
切までの交通量が増え、危険地帯になっている。河北中跡地も住宅地になっているが、狭い道路しか
なく通行量の増加に対応できていないのが不安。道路整備が急務。

女 60代 上井

4 倉吉市は他の町と比べて、交通の便が悪い。市街地の道路計画が考えられていない。40年変わってい
ない。 男 40代 上灘

5 街路樹が道路をこわしている所が見られる。 女 70以上 上井

6

倉吉駅前交番の北側に駐輪場へ抜ける歩道を整備する
交番南側の道路について、混雑時には歩行者、自転車、自動車が錯綜し、短時間ながら危険な状態で
ある。
外来客が改札口を出て、正面の階段を降り西へ向かいたい場合、通路がなく戸惑ってしまう。
これらの状況は倉吉市の玄関口として、ふさわしくないと思われる。
交番の北側には、わずかながらスペースがあるので、JRと協議の上、駐輪場へ抜ける歩道を整備して
もらいたい。
よろしくお願いします。

答えたく
ない 無回答 西郷

7 〈提案（低い希望）〉主要道路の整備（消えかけの線の引き直し、融雪水による汚れへの対応） 男 20代 西郷
8 雪が降ると田後西から倉吉方面の道路は風も強いこともあり凍結しやすい。除雪対策をして欲しい。 女 40代 上井
9 冬の除雪をおねがいしたい。通学路は特に。 女 60代 西郷

10 大雪の日の通勤、通学が大変なので、除雪体制を整えてほしい。学校が休みになったら親も休まないと
いけない。子どもがいない家庭でも、大雪のために休む又は遅刻となると、特にパートは給与が減る。 女 50代 明倫

23．生活地域を一体化する公共交通ネットワークの充実
記述内容 性別 年代 地区

1 買物が不便です。年よりにはバスが少ないので米子や鳥取のように安くて巡回してくれるバスがほし
いです。 女 70以上 明倫

2

また、経営難で一度閉店してしまった関金ストアについて、実店舗を構えた上で、お店と関金町内を
巡回するシャトルバスを走らせてお店に足を運びやすくしたり、高齢者でも買い物がしやすいよう、
ネットではなく電話で注文できるデリバリーサービスを始めてみるのもいいのではないかと思いま
す。実現するためには沢山のハードルがあることは重々承知していますが、一市民の一アイデアとし
て参考にしていただけますと幸いです。何とぞよろしくお願い致します。

男 20代 関金

3 高齢化。医療難民、買い物難民になるであろう近い将来を実感している。診療科目を市として確保し
ていくこと、公共交通サービス（バス、タクシー）を維持向上することをお願いしたいです。 女 60代 上井

4
高齢者の免許返納がテレビ等で言っていますが、いなかに住んでいる者は口に言い表せない程の苦労
があること行政側はおわかりでしょうか？元気なうちは運転したく思っています（田、畑、墓そうじ
等々遠くに行かなくてはいけません）。

女 70以上 小鴨

5 高齢者の独居生活の方など、車がいる地域に住んでいる方の買い物等、高齢者ではなくても移動手段
がなく困っている人が多い。一部だけが活気ある場所ではダメだと思う。

答えた
くない 無回答 上井

6 公共交通（バス）の利用に不便を感じるので改善してほしい。免許返納者に対し対策をしてほしい。 男 60代 関金
7 高齢者が車がなくても目的地に行けるよう交通手段の実現 女 70以上 上北条

8 上北条地区ですが大型バスは地区の端だけを走っていてバス停まで歩くのが大変です。せめて、地区
の中を走れるコミュニティーバスでも走ってほしいものです。 女 70以上 上北条

9 ３～４年前、社協の中型マイクロバスが廃車となったがその補充がなされていない。是非、導入して
いただきたい。市の福祉サービスの拡充につながると思います。 女 70以上 関金

10 路線バスが無料となる高齢者向け敬老パス等の整備をお願いしたい。高齢になってからの車の運転は
とても不安です。 男 50代 西郷

11 県立美術館が倉吉にできたのに交通アクセスが悪い。JR「はくと」が倉吉まで来る本数が殆どないの
で働きかけるべきである。 女 60代 上小鴨
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記述内容 性別 年代 地区

12
将来的にマイカーを運転しなくなったら、公共のバスかタクシー等を利用すると思われるが、料金やら
利用できる便がどのくらいあるか不安である。みんなが利用しやすいよう料金や時間帯、タクシー等
シェアできる体制が整っているとよいと思う。医者以外にも買物とかに出かけれるように希望します。

女 60代 小鴨

13

親の残した家に帰ってまいりましたが、今はまだ夫婦とも運転が出来ますが、これから返納した場
合、病院とか、スーパーへ買い物に行く足がありませんので、すご～く不安であり、困っておりま
す。以前は、週１～２回に移動購買車が回っておりまして、母は、とても助かっておりました。バス
も一日２回程しか走ってないので、料金も高く考えてしまいます。他に手立てがありますか？50年振
りに帰ってまいりましたが、環境や他の面では満足ですが、その一点を心配しています。

女 70以上 灘手

14 おそい時間帯まであるバス。 男 40代 上北条
15 自動車の返納をしたためバスに乗ろうと思ってもこの地区にはバスが通っていない為不便です。 女 70以上 上北条
16 JRスーパーはくとの夕方６～９時頃の便を１便でもいいので倉吉まで走らせてほしいです。 女 60代 上井

17
毎月の最終金曜日の100金バス、時々利用させてもらっています。昨年の高速バスの割引やスーパー
はくとの1,000円キャッシュバック等も利用させてもらいました。今後も何らかの形で続けてほしい
です。

女 60代 上井

18
ご意見・ご提案。バス料金（どこで乗車しても、降車しても 100 円）（期間限定ではなく）。車を使用
出来ない方も多いですし、多くなってくると思います。（往復料金）高いですし、利用するのはと断念
される方もおられると思います（ですが利用せざるを得ない方もいると思います）。100 円になる事で、
世代関係なく、いろいろな方がバスを利用しやすくなるのではないかと思っています。

女 30代 高城

19 交通の便が悪い 女 70以上 社

20 骨折しバスを利用したとき、弱者のための交通インフラはなくしてはいけない、と実感し、回復後も
時々利用している。行政から補助があればこその存続なのであろうと感謝。 女 60代 小鴨

21 今、車の運転ができているが、高齢になり、できなくなると交通の便が悪くなり、心配。 女 70以上 高城
22 どこへ行くにも交通が不便。 女 40代 上灘

23

問23にある倉吉は「暮らし良し」について。日常生活の内で本当に暮らし良しの街だろうかと疑問に
思えてなりません。私事ですが、３月に京都におり、その時京都ラジオ局だと思いますが鳥取県立美
術館の紹介が流れてきました。びっくりして足を止めて聞こうと思いました。倉吉には、東郷温泉、
羽合温泉、三朝温泉、関金温泉が有り、又、少し足を延ばせばコナンの里が有ります。ぜひ美術鑑賞
後ゆっくり温泉につかり体を休めましょう…と紹介があり、うれしくって聞きいっていましたが、ふ
と交通便の事が気になりました。今スーパーはくとは何便運行されているか知っておられますか？今
年になってから知っておられますか？倉吉発京都着は午後４時台（１本）京都発倉吉着は午前７時と
８時の（２本）です。２年前までは朝、昼、夕と何本か有ったのに、どうしてかと思いました。そし
て定期高速バスは１本も有りません。観光客を呼び寄せることが出来ます？倉吉の路線バスは倉吉全
体に走っていますか？私の住んでいる所はバス路線はありません。又、他県から倉吉に移住者有りま
したか？倉吉創生とは何か？今の私には理解できません。教えて下さい。（すみません私の今思ってい
ることを書かせて頂きました）

女 70以上 小鴨

24 不入岡に自宅がありますが、公共交通機関としてバス停が少し離れており、もっと近くにバス停があ
ると良いと思います。 男 40代 社

25
「１人車１台」「超高齢者ドライバーの危険な運転（実際に車にぶつかられた事あり）」など経済的・身
体的安心は得られない。バスも少ない、タクシーは高い、高齢者は車がないと移動できない。まず移
動の充実が必要。車が高すぎる。通勤に必要なのに一定額補助してほしい。

男 30代 上灘

26 15分位運転しないと買い物にいけないので子どもがいる家庭は不便だと思う。 無回答 20代 灘手

27
高齢者が多くなり、免許返納や健康的な問題で、日々の外出や買物に困っている方がいると思いま
す。買物代行や病院等の送迎などのサービスが充実すれば、倉吉市に住み続けられる人が増える（減
らない）のではないでしょうか。

女 50代 北谷

28 市内と言っても非常にさみしい所だと思う。特に交通の便が悪く（車両を持っていない）出かけたり
もおっくうになる。 男 70以上 上灘

29 西倉吉付近に住んでいますが、交通便、買物、郵便物、現在、足腰よく運転手いれば住みやすいと思
います。独居老人になった時が問題だと思います。 女 70以上 社

30
クルマ所有しなくても、買物、通院できる環境が欲しい。夕方６時過ぎると定期バスもなくなり移動
手段に困る。そんな時に「こんな町、もう出てやる！」と真剣に思う。高齢になるにつれ車の運転に
は不安を感じるようになった。老後の人生についてその点がもっとも心配なところ。

男 60代 上灘

31

人口の問題もあると思うが、バスや汽車の運行時間が短く、本数も少ない。
そのため、車による移動が主となってしまい、高齢者、後期高齢者の運転割合が非常に高い。
交差点や駐車場で事故を起こしている割合も、高齢の方が多い。
10歳に満たない子供の命を、70歳、80歳の方が車による事故で奪ってしまっているニュースを最近
よく見かける。
それを見て可哀想と思うだけなのか、この街で起こりうる事例として重くとらえ、そうならないため
にどうするべきかを、しっかりと協議しているのかを知りたい。

男 30代 上灘

32

車を降りて歩いて買い物して回ることが地域経済活性化に必要なことだと言われています。
車社会ほど全国区の郊外型店舗が増え、どこの街も似たような景観、似たような暮らしになり、それ
は地域性を無くしていくことだと思います。
全国区の店舗がないことは遅れているとも捉えられますし、ないことが寂しくも思いますが、駅前に
車を停め、買い物して回ろうとか、未来中心に車を停め半日でも過ごそうかとか、思えるような環境
では到底ありません。
日頃の交通マナーも悪く、横断歩道の手前で止まるのはむしろ少なくなりつつある若い人ばかり。
我が道とばかりに目の前に感情をぶつける歳を重ねても見本にならない人達の走り方は、心に余裕が
無さそうな不幸田舎あるあるではありますが、私はそういう場面を見ると、観光客に対して恥ずかし
さしかなく、私の県外の知り合いには倉吉に来てほしくありません。
車に乗ると、人の悪さがピカイチなんです！
とにかく車から降りて歩いて生活できないと車を武器に、点でしか生きない人種ばかりに感じます。

男 40代 小鴨
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記述内容 性別 年代 地区
33 朝、西倉発のバスの便を増やして欲しい 女 20代 社
34 路線バスの運行の拡充が必要不可欠だとおもうが採算との兼ね合いが問題だと思う 男 50代 成徳
35 高齢者の交通事故などが多い中バスの運行状況なども変わらず不便であり対策が必要なのでは。 女 30代 上灘

36

そして、この度のグリスロ導入についてマイス協会をはじめ殆どの関連団体で運用は厳しいとの意見
があったにも関わらず、１台（300万円と記憶）を購入しています。その上、運転者を民間で募集し
ていますね。これに端を発して、行政は安易に“民”を頼りすぎると思っています。土・日は市役所の
人間が休みなので、ローテーションで対応すれば済む話ではないでしょうか？市民の行政サービスの
向上の為のハズなのに、市民がそれを担うなど、公僕である公務員の質の低下が多々見受けられると
思うのは私だけでしょうか…

男 40代 明倫

37 他の市町村の取り組みの良いところも吸収して実行してみてほしい。北栄町はタクシー券が配布され
ていて、バスのない奥の地域にはあったら便利だなと感じた。 女 30代 北谷

38 高齢者がいても、買い物、病院へ行くのに公共のバス、タクシー代高すぎる。そういう所をもっと考
えてほしい。 男 30代 西郷

39 最近市報で車免許証返納で何か支援があれば良いなと思いました。 男 70以上 小鴨
40 〈提案〉夜間に営業するタクシーの台数拡大 男 20代 西郷
41 免許返納した時に買い物難民になってしまうので、公共交通機関を充実させて欲しい 男 50代 社

42
人口減少に歯止めをかけるためにも
列車の利便性が悪い（特に倉吉ー米子間）ため、スーパーはくとの運行区間延伸（米子まで）、特急停
車駅の追加（由良等の観光地）、スーパーやくも等との特急列車同士の接続向上による利便性向上を期
待します。

男 50代 上井

24．都市と自然・歴史・文化が調和した拠点連携型のまちづくりの推進
記述内容 性別 年代 地区

1 公園で遊びやすい様に草かりなどがこまめにしてあると良いと思う。公園自体は沢山あって安心感の
ある市だと感じました。 女 30代 灘手

2 上小鴨地区に子どもたちが遊べる場所や遊具をつくってほしいです。 女 40代 上小鴨
3 西郷地区には公園がないため、運動や、息抜きが、出来ない。 男 70以上 西郷

4
子供が遊べる公園が少なく感じます。あっても、整備されず、遊具も古い。せっかく自然が多い地域
に住んでいるのに外で走り回って遊んでいる姿を見ません。狭い駐車場のすき間で遊んでいたりしま
す。特に、３才未満ぐらいの小さい子が遊べる場所がない。以前、よりん彩に行って、うす暗いし、
おもちゃは古いし、ビックリしました。二度と行きたくないです。

女 60代 西郷

5 遊具公園が少ない（各地区）ので市以外に出掛けてしまう 女 60代 社

6

子供を育てるという点では公園が減り、遊具も減らされて安全に遊べる場所が無くなってしまった。
子供達の行動を注意する声はよく聞くが、だったらそうならない様に遊べる場所を奪わないで欲し
い。全員がマナーが悪いわけでもない。小中学生が自由にのびのびと走りまわれる、スポーツ出来る
場所を確保して欲しい。遊具の維持費がかかることも、事故を防ぎたいのもよく分かるが、何もなさ
すぎて、なのにメディアはさせるなとはムリな話。昔のように子供達を外で遊ばせたいなら、まずそ
の環境を減らさないで下さい。

女 30代 上灘

7 未来中心の遊具は小さい子はあぶない。落ちついて遊べる公園をつくってほしい。車の気にしない、
広い、「キリン公園っぽいところ」。 男 30代 上灘

8 打吹公園の桜が全体的に弱っているように感じる。特にサルの周りなど。昔に比べ桜の時期のにぎわ
いが減ってしまったが桜を再生させ県内外からの人を呼び寄せてはどうでしょうか？ 女 40代 上井

9 空き家や崩れた建物などの処分や整理がたくさんあってスッキリしていいですね 男 40代 小鴨
10 空き家対策の支援金を出してほしい。 女 無回答 無回答

11
商業施設が増える中、地価が高く、若者世代が市内に残らず、他の地域に家を建てる印象がある。ま
た空き家も増えている。空き家を活かし、若者の住みやすい環境をつくっていく必要があるように感
じる。

男 30代 上灘
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25．災害に強いまちづくりの推進
記述内容 性別 年代 地区

1 近年は大雨等における水害が多くなっていますが、私の住む地区では、避難場所が適切とは言えませ
ん（体育館では難しいと思う）。 男 40代 西郷

2
転居して７年位ですが、家事手伝いの毎日なので地域・文化・歴史等について全くわかりません。町
村名やその場所もどこかわからないので、正直どこに住んでも同じ…と思います。困ることは、雪が
降ると、身動きがとれないことです。

女 70以上 上灘

3
【防災や安全対策について】
避難所などにプライバシー保護等のための簡易テントなど安心して身を寄せられるような設備があれば
心強いなと感じます。また有識者の方から防災や応急処置などの講義があれば聴講したく思いました。

女 30代 明倫

4
地域コミュニティの活性化について思うことがあります。防災の面から考えますと、災害にあった
時、現在倉吉に親戚縁者はありません。又、地域との交流もなく、避難生活を余儀なくすることに
なったらと、70歳を過ぎた頃から不安を感じています。

女 70以上 上井

5

人口減少に歯止めをかけるためにも
倉吉の中心部は天神川氾濫時に冠水する範囲が広く、一度大きな被害を受けると過疎化が加速する懸
念があります。実際に近年の実績として、水位上昇による避難指示も何回か出ています。せっかくの
まちづくりが無駄にならないよう、河川管理者としっかり連携し、水害を発生させないような取り組
みを期待します。

男 50代 上井

26．市民と協働したまちづくりの推進
記述内容 性別 年代 地区

1
関金宿は関金ストアも撤退し地元のお店がなくなり、不便を感じている高齢者の方には何人か会って
います。市役所内だと外からでは店だというのが分かり辛い、というのもあるかもしれませんが、移
動スーパー等の検討は出来ませんでしょうか。私は車があるので遠出して買ってしまっていたので関
金ストアにはあまり通ってはいませんでしたが、それでもあると便利とは感じていました。

男 20代 関金

2 高齢化時代となってしまい集落の共助がなくなり自助による日常生活となった現代、自分の事は自分
で考えた生活が求められる。自分の家庭で今後の事を考えた生活にしていく必要があると考える。 無回答 無回答 関金

3
コロナの折、公民館へ空気清浄機の導入を求めたが、全く相手にされなかった。科学を軽視する行政
ならびに、住みにくさを認める。高齢者の健康を担保すべく、自治公民館とコミュニティセンターに
空気清浄機を導入することを強く求める。

男 50代 上井

4 倉吉としての地域性をもったまちづくりを進めて欲しいと思います。どこでもあるようなアイデアし
かないのが残念です。

答えたく
ない 無回答 関金

5

40数年住み続けている倉吉市。静かで綺麗な街並みとおいしい食材や水、大好きな街です。美術館も
出来て、ますます倉吉が発展していけばよいなと思います。鳥取県といえばまんが王国といわれてい
るので美術館でいろいろなまんがとのコラボ企画などあれば県外の方々やそのアニメがすきな人達も
呼び込めるのかなと思ってみたり、人口が減るのはやっぱりさびしいと思いますので倉吉に住んでも
らえる、誰もがくらしたくなる街作りを私達、市民と行政が手を組み考え、取り組んで行くべき課題
だと思います。大好きな倉吉市がこれからも良い町になっていくように祈っています。

女 40代 上灘

6
地域の行事などが年々無くなったり、縮小されたりしていて活気もなくつまらない町になっていくよ
うな気がします。そんな消極的な社会で育つ子供達は、将来どうするのかなと思います。やる気のあ
る人も多いですがそれ以上にやる気のない人が多いと思います。市が助成金などを出して地域活動が
積極的に出来るようにしてほしい。

男 30代 関金

7 公民館会員の高齢化に伴う役員の高齢化と成り手不足の為、公民館行事の簡素化、統合化、減少化に
ついて、市と公民館が一体となって再検討する事が急務と考えます。 男 70以上 上井

8
何事においても、行政に相談しても対策がなされない事。小さな村では行政の中で置き去り、その事
を何度も伝えるが議員も聞くだけで全くもって終わり。現在は家があるから、田畑があるから居るだ
け。市街地開発より奥部の農村地に光をあてて下さい。すぐ職員は予算がで話します。

男 60代 灘手

9 公民館の活動は強制的で子育て世代はPTA活動もある中、仕事もし、家庭での時間が少なくなり、負
担になっている。人間関係も大変で、子供を産み育てたい人が減るのも納得です。

答えたく
ない 無回答 無回答

10 コミュニティーセンター化に伴い、各自治公の年度始めを４月スタートにするという動きがあるが、
４月は各世帯が変化が大きい時期なので、厳しいと思う。 男 40代 西郷

11
公民館活動に参加してない住民に対して、冷たい。たとえば、活動に参加はしてないので、ゴミ収集
場にゴミを出さないでと言われた。そして、市報の配布もない。税金を納めているのにおかしい。町
内の町長は、言葉が、きつい。公民館活動にギモンを感じる。

女 70以上 無回答

12 自治会があるせいで仕事に支障がでる。仕事の都合で役員はムリだといってるのにムリヤリやらされる 男 30代 小鴨

13 自治公に加入してない、もしくは脱退すると嫌がらせを受けるという事案がありますが、どう思われ
ますか

答えたく
ない 無回答 無回答

14

コミュニティセンターについて
・�主事の採用基準が分からない。言葉遣いや態度が悪くほかの主事が辞めてしまうなど聞いている。

人柄まで面接ではわからないかもしれないが、陰口、いやみなど。一方で、議員や地域の有力者と
はなあなあで公私混同。見ていて不快感を覚えた。

・�他のコミセンでも態度の悪い主事に出会うことがある。
・�接遇研修などは実施されているのか？
・�例えば制度を変えて、任期を設けるとか、他のコミセンとの人事交流を図るとかする必要があるの

では。

女 50代

15 住みやすいまちだと思います。ただ、最近は自治会に加入しない方が多少増えてきたようですので自
治会の努力だけでは難しいので何らかの対策が必要と感じています。 男 60代 上灘
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記述内容 性別 年代 地区

16 公民館活動の役の人数を減らしてほしい。今の時代、女性部がある事自体が、男女平等からかけ離れ
た内容だと思う。 男 50代 上灘

17

〈倉吉打吹祭りについて〉夏の打吹祭りの盆踊りに力をいれて下さい。大人、子供も各地区より参加す
る、参加の仕方はいろいろあると思います。高齢者も元気で踊れる人は出場するようにしてほしいで
す。練習は各地区のコミュニティセンターで行う。続けて行えば、「おわら風の盆」のようになるので
は。全国区となってその仕掛けはすごいものでしたよ。見に行ったことがあります。倉吉もこうなれ
ばと思いますが？皆さん見に行かれたことありますか？是非見てほしいです。何十年もかかると思い
ますが、チャレンジして行くとよいのでは、と思います。（高齢者は、よいストレッチ運動となり元気に、
リズム感も良くなるのではないでしょうか）

女 70以上 上小鴨

18
各コミュニティや公民館活動が以前より希薄になっていると感じます。子ども達をまきこんだり、高
齢者の方も活動に入りやすい取組をふやし、せっかく生まれ住んでいる地域の良さを感じ、暮らして
いくまちづくりができたらと願っています。

女 70以上 社

19 コロナ以後、町内の行事が少なくなり町内の人々の考えが聞けない!! 女 70以上 成徳

20

自治公民館の活動について不満がある。低所得になっても高額の自治会費を負担しなくてはならな
い。又、農家でもないのに農作業場の草刈り、墓もないのに墓そうじなどさせられる。欠席すると罰
金が科せられるなど昔からのやり方が続いている。今後の自治公民館の運営について意見をいっても
聞き入れられない。もっと住民の意見を聞いて頂きたい。各家庭に付けられている放送用スピーカー
も全く関係のない放送がある。もう少し住みやすい取組をして頂きたい（特に移住者にとって…）。

女 60代 小鴨

21
地蔵盆の花火大会は市が少しでも協力できないのだろうか。河原町の人も減り、高齢化もしているの
で、河原町の方だけにまかせるのは厳しいと思う。倉吉まつりもあるが、それとは別に、何かしらの
支援があっても良いのでは!?

女 50代 明倫

22
自治公民館の活動（○○部）を減らしてほしい。縮小してほしい。体育部とかはいらないのでは？学
習会や講演会もしなくても。交通共済（事故の）も個人の家に送付してはどうか？仕事をしている人
は大変です。

女 無回答 社

23

倉吉に住んで花火を一度も楽しんだことはありません。中止になる事を望んでいます。そんな費用が
あるなら他の皆のためになることに使ってもらいたい。見物客のマナーの悪さ、ごみをまきちらす、
人の住所、駐車場に入ってくる、迷惑きわまりない。場所をかえてほしい、もっと奥とか。今の河川
だとやめてほしい。どうしてもやるなら場所変更望む！毎年花火の８月になると憂鬱です。市民全員
が楽しみと思っていることがもんだい。見物客は車もどこでも違法駐車、不法侵入、止めまくります
よ。どうにかして!!

女 50代 上灘

24
なかなか公民館活動に参加出来ていない。退職してそろそろ参加しようと思ったら、体に支障が出来
て退職してしまった。もし、自分が出来ることがあれば参加してみたい。両隣ともあまり交流がな
く、又、歩行が困難になりつつあるので淋しく思っている。

無回答 無回答 社

25

コミュセン主事が自治公民館を脱退したという情報に接した。加入を進める立場の者が取る行動では
ないにもかかわらず仕事は続けているらしい。これを許す館長や地区協議会の姿勢に信頼どころか不
信さえ覚える。こんなコミュセンの発信をまともに受け取る住民がいるだろうか。これが行政不信に
つながり、地区がまとまらないということにならなければよいが。行政サービスは信頼と納得の上に
だけ立つ。

男 60代 灘手

26
人口が少ないのに、家ばかり建ち新しい地域での暮らしが多くなり、人との交流が少なくなったよう
に思います。公民館も新しくなったが、集会も少なくなり役員のなりてもなくなり、まとまらず公民
館も空き家の建物のようになっている。人との協調性もなくなっている。

女 50代 西郷

27
自治公民館を抜けたときにゴミを出せるかどうかは公民館判断とされていたり非常に迷惑。税金も
払っているので市から全ての自治公民館に対して指導するなどされた方が良い。土日祝日関係ない業
種も増えているのに自治公民館での活動は土日や夕方からの時間が多く定期的に役員など回ってき 
て（ほぼ強制）こういった体制を倉吉市はどう考えておられるのか。

女 30代 上灘

28 地区の運動会は子供がいない世帯にとって苦痛でしかない 男 50代 社

29
人口減は必ず来るので、自治体は消滅していくと考えます。今の内から少人数でも活き活きとくらせ
る体制にした方が良い。AI、ロボット、集中インフラ等、生活の効率化を図るべき。まず、自治体の
活動は一回ゼロベースにして、絶対に必要なものだけ残すこと。・・部（特に女性部、体育部、人権
福祉部etc）必要かどうか、一度やめてみた方が良い。

男 60代 上灘

27．効果的・効率的な行政運営の推進
記述内容 性別 年代 地区

1
県立美術館が最近開館しましたが、その広大な用地は倉吉市が発展する他の事に利用すべきだったと
思います。過去の話ですが、山陰本線の駅を上井に敷設して旧打吹駅付近に設置しなかったことがそ
もそもの間違いだったと思います。当時の倉吉市の行政の責任だったと思います。

男 70以上 上灘

2 今まで住んでいたどの県よりも住みやすく、市役所などもいつもわかりやすい説明をしていただけて
利用しやすいです。 女 30代 灘手

3 行政に何か要望などを出しても、それに対する処理のスピードが遅いと感じる。 男 70以上 上井

4 大変言いにくいが、市職員の業務への取り組み姿勢が弱い。これは、公民館活動を通して、強く感じ
る。自分の仕事への愛着が弱いと思うことが多い 男 70以上 上井

5
それと市役所のコネ入社もそろそろ止めさせたら？評判良くないですよ。コネで入った子の親が自ま
ん気に話しててアホかと思った。正直、倉吉市の住民は行政にそんなに期待してないと思います。が
んばって下さい。

男 40代 上井

6 事務処理が遅い！還付金請求後に２～３ヶ月もかかる。 男 70以上 社

7 年の人には、何のメリットもない。年金額が上がるでもなく、むしろ介護保険、個人住民税および森
林環境税等引かれて、じっさいにもらう年金は少なくなるいっぽうで生活しにくくなる。 男 70以上 西郷

8 市役所の窓口の方々のていねいな対応に感謝しています。ありがとうございます。 女 60代 小鴨
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記述内容 性別 年代 地区
9 市の職員・議員、給与カットして、他にまわして下さい。 女 無回答 無回答

10 現在の倉吉市は「中途半端倉吉」。市役所職員の接遇はとくにひどい。市の職員として言葉づかい、あ
いさつなどはしっかりすべき。 男 30代 上灘

11
旧島根銀行倉吉支店が絶対に必要だとする為か、色々の課を細分化しておられますが第２庁舎が堺町
に移転したときは、３階にこれだけも課は無かったと思います。①しごと定住促進課②観光交流課 
③農林課④文化財課⑤農業委員会事務局⑥人権政策課⑦地域づくり支援課⑧行政委員会事務局など狭
いから購入計画を立てたのではないかと凄く疑問を抱きます。

男 70以上 成徳

12 職員は現状増員等の予定はありませんね、？？？？？？ 男 70以上 成徳
13 もっと真剣に取り組んでいただきたいし、自分のお金と思って計画立案を望みます。 男 70以上 成徳

14
市役所の窓口で質問しても、回答できる職員が一部の人に限られる。質問を受けた職員が回答できな
いため、すぐに他の人を呼びに行くが、出てくる人は毎回同じ人が出てきて回答するので、その人が
電話中とか、他の対応中であったりすると、その間待たされる。その人に頼ってばかりいないで、
もっと勉強しろ。

男 70以上 高城

15

行政サービスと言えるかどうか判らないが、市役所職員の電話対応について
ずっと以前からの問題ですが、電話の取り継ぎ対応が相変わらず『タライまわし』にされる事が多
い。　最初に電話に出た人に要件を話したにも関わらずその後『担当者に替わります』と言われ回さ
れる　ひどい時はその担当から更に次に回される事も有る。
一番苛立ちを覚えるのは、回される度にその都度一から要件を言わないといけない！
『さっきの人に言ったけど＊＊＊』となる。
理想を言えば最初に電話に出た人が　こちらの要件を聞きとって　対応できる担当に回す
そうすれば何回も同じ事を説明しないで済む
その様な職場研修を実施したらどうかと思う。

男 70以上 上井

16 まちのポテンシャルは高いのに、大事なことを決めるのはオジサンたち。若い人を入れてください。 女 40代 社

17 倉吉市独自の自立した政策がわからない。国政、県政からの補助金目当ての政策ばかりに職員を使
い、税金の無駄使いばかりでなんの面白味もない。 男 60代 明倫

18 市役所に手続きや相談する時、少し緊張するので窓口の方の対応がやわらかく優しい雰囲気だと行き
やすい。 女 30代 小鴨

28．財政の健全性の確保
記述内容 性別 年代 地区

1

美術館等に莫大な費用を使うのでは無く、これから先何が起こるか分からない世の中の為に、費用を
貯めておいた方が良いと思います。これから先、自然災害も、いつ起こるか分かりませんので。子育
て支援や、子育て給付のみをするのでは無く、するのなら同じ様に、お年寄りや、働き世代や、若者
にも支援や給付をして行く必要があると思います。子育て支援だけでは無く、他の居住者の中にも、
生活難の人や困っている人も、たくさん居ます。子育て以外の人達にも目を向けて欲しいです。仕事
も給料面も少なく、希望や楽しさや、安定や色々が、あまり無く、県外に出たくなる気持ちになる。
将来性が無い。建物や、そういう物では無くて、もっと中身が重要でないと、若者に対しての、将来
性も無く、年金制度も不安だし、若者や、定年世代や、お年寄り世代の事にも、尽力して欲しい。

女 30代 社

2 社会保障費や住民税・所得税などの税が、人口に対して多すぎて、全く楽しくない。 男 50代 明倫

3

倉吉市独自の物価高対策として、市内で使えるプレミアム付き商品券や、地元産の米と引き換えでき
る米券の配布等、ご検討いただけないでしょうか。市民の生活支援になるだけではなく、地域経済の
活性化にもつながると思います。ぜひご一考いただければ幸いです。なお、財源については国の交付
金（地方創生臨時交付金）や、ふるさと納税の寄付金の一部活用等、工夫次第で実現可能ではないか
と考えております。ぜひ前向きなご検討をお願いいたします。

男 40代 関金

4 税金を上手に使ってください。 男 50代 上灘

5

納税の不公平を解消してほしい。所得が多いほど、納税が増える事はわかるが、納税してない者ほど
公的支援があり、補助金が支給される事に納得できない。生活保護者も同様。病的な理由等しかたな
いことも、あるだろう。我々の血税を使うのであれば、補助受ける者の正当な理由を明確にし、精査
してほしい。ご存知ですか？生活保護者が、ブランド品を持ち、高級車に乗り、良い暮らしをしてい
ます。

女 50代 成徳

6
小学校PTAの会計監査をされたことのある方から聞いたのですが、PTAが管理する会計から、日本の
国旗代が支出されていたそうです。本来、市の予算で対応するものだと思いましたが、現在は、そう
いうことはありませんよね？

答えたく
ない 無回答 無回答

7
はっきり言います。コロナ時代に他の市町村は、たとえば給付金、多少なりとも気持ちでよいです。
倉吉市は何もなかったと残念です。何かをされたと思いますが目に見えるかたちでしてほしかった。
今後又何かおきると思いますがその時はお願いします。

男 70以上 上小鴨

8 倉吉市が取り組んでいる内容に関しては特に異議等ないが、年々人口が減少しているのが心配。市民
税が高い。物価高になり、余計に中部圏内の賃金の低さが問題だと思う。 女 40代 西郷

9

＊行政サービスについて
　倉吉市は水道代・固定資産税など他の地域と比較しても高いと思います。
　たとえば上下水道代・固定資産税・介護保険料などです。
　見直す自治体もあるようですが、今後見直されることはないでしょうか？
　特に固定資産税は自治体独自で設定可能の様です。

女 70以上 上井

10 子育て世代の人達も大事だと思いますが、そちら側に福祉の比重が大きすぎると思います。今まで税
金を普通に払って支えてきた世代も大切にしてほしい。

答えたく
ない 60代 無回答

11 税金の使い道が?? 答えたく
ない 40代 高城

12 ふるさと納税を琴櫻の懸賞金に使うのは反対。先代の琴櫻が倉吉市出身というだけで、現・琴櫻は倉
吉市と関係ない。伯桜鵬にというのは倉吉市をPRするという点では理解できる。 男 70以上 高城
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29．市政の情報発信と広聴活動の充実
記述内容 性別 年代 地区

1 案内や看板などでもっと「くらすけくん」をアピールしてほしいです。かわいいのにもったいないです。 女 30代 灘手

2 広報活動が徹底していない。知りたい情報が、各家庭が意識して（何があるのかわからないので意識
もできないけど）聞いていかないとわからない 男 60代 上井

3 市報はカラフルだが、文字が小さく読みづらい。以前は、漢字にかなを付けたり、外国語には（　）
書きがあった。ページ数にこだわらず、多数の人が理解又は周知できる紙面づくりが大切。 女 70以上 高城

4
60代借家住まいで平日はフルタイムで仕事をしています。市報を見る機会もほとんどなく知らないこ
とがたくさんあるなあと実感しました。これから知りたいことができたとき「ホームページ見て下さ
い」と言われてもちょっと無理という年代です。なんでも相談室みたいな電話できる所があればいい
なと思います。もうあるのかも知れませんが…

女 60代 成徳

5 毎月の市報が年老いたら、視力低下して、字を読むのが辛い。スマホが使い方が難しく、涙目で困っ
ています。 男 70以上 小鴨

6 倉吉市で取り組んでいる事業が一般市民に浸透していないのではないかと思います。いずれも重要な
取組ですが、発信力が弱いと感じます。設問がいまいちピンと来ないです。 男 70以上 小鴨

7

住みよい、暮らしやすい、文化や芸術、歴史、食べもののおいしさや自然あふれる環境など、子育て
世帯が安心して住める街であることを、もっともっと全国にアピールして（人の温かさもあわせて）
いってほしいです。子育て費用の検討もしていただき、一世帯でも多くの方々が、倉吉での生活を充
実したものにしていただけるよう、行政のサポートをお願いします（米子出身の私は、倉吉の文化と
歴史大好きです）。

女 50代 上灘

8 いろいろな面で情報発信が不足していると思う。いい所、いい事たくさんあると思うのでもっとPRし
てくれたらいいと思う。 女 60代 上井

9 市報、その他、お知らせは言うことなしです。 女 70以上 明倫
10 市報がアプリになるような話があったが、高齢者はアプリの使用は困難だと思う。 女 50代 明倫

11 街のイベント情報や取組をもっと市民に分かりやすく伝えるため、紙の広告だけではなくスマホやPC
などの電子機器にお知らせする機能を充実させて欲しいです。 男 20代 成徳

12 倉吉市の取り組みが伝わってきません。市報だけでなく、新聞、テレビ、インターネット、折り込み
チラシ等、様々な媒体を活用して、しつこいくらい広報して欲しい。 男 60代 上小鴨

13
満足度を評価できるほど市の施策を知りませんが、興味関心が低いのは不満なく穏やかに暮らすこと
ができているためです。いつも私たちの生活を支えてくださっている、倉吉市の職員、関係者のみな
さまには感謝しています。しいてあげるなら、行政文書は（デザイン性がさほど重要ではないときに
は）可能な限りUDフォントを使用していただきたいことです。

女 30代 小鴨

14
このようなアンケートが反映されている気がしません。アンケートを取ることだけが仕事になってま
せんか？中身読んでます？アンケートしました→○件戻ってきました→おわり。関金に居ますが、み
すてないでね。

女 70以上 関金

15
県内他市町村に比べて、発信力が弱いように感じます。観光、農業、子育てetc…すべて中途半端に感
じるのは、自分の情報収集の能力が低いせいかもしれませんが…。倉吉市のオリジナルの魅力を発信
していただきたいです。

女 60代 上井

16 アンケートにあったような倉吉市の取組が市民にはあまり伝わってないように思う。 女 50代 明倫

17 何も変わらないから意識調査とかめんどい 答えたく
ない 30代 北谷

18 意識調査のまとめ、それによる今後の取り組みについて、本年中に報告がほしいですね。このアン
ケートは、ところどころ？？と思う問いがあり答えにくかったです。

答えたく
ない 無回答 関金

19 設問に結婚した事があるかとか、年間収入はなど必要でしょうか？ 男 60代 関金
20 アンケートするなら、内容を検討すべきだ。何を市政に反映させたいか、ねらいが見えにくい。 女 70以上 高城
21 個人個人にはあまり浸透していないように思う。 男 50代 明倫
22 アンケートに答えるのにあてはまる答えがない物がある。 女 70以上 上北条

23 問１～４の４．年に数回程度しか取り組んでいない→年に数回程度取り組んでいる。※～しか取り組
んでいないって感じ悪い 男 50代 高城

24 あと、無記名といいながら、住所や職種、年代、性別を確認するのも意味がわからない。とりまとめ
たいのだろうけど謎です。 女 30代 上灘

25 最後の項目に個人情報の特定が多すぎます。やめてください。 答えたく
ない 無回答 無回答

26
今回のアンケートで倉吉市の取り組みについて初めて知る活動が多かったです。市報のような媒体で
どこでどんな取り組みをしているかなどの情報が分かりやすくまとめてあると日頃から意識が向きや
すいですし、必要な方に情報が繋がりやすいのではないかと思いました。既存かもしれませんが、そ
の存在の周知含めて何かあれば良いなと思います。 

女 30代 明倫

27 市民との対話をしながら、取組を進めて欲しい。 男 50代 上北条
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30．市政全般に関する意見
記述内容 性別 年代 地区

1 どこの市町村もですが、やはり高齢化と人口減少が心配になります。 男 40代 西郷

2 取組に関する情報、理解が不十分でした。今後もう少し関心を持って、情報収集に努めたいと思いま
した。 女 70以上 関金

3

ゴミ袋100枚とか、昔はもらったけど（出産時、18年前になりますが）考えがずれてるなと思う。ゴ
ミ袋もありがたいけど、これからの若い人達に対する支援や設置を増やしてほしい。どんどん若い人
達が倉吉を離れていくのも、すごくわかるな…心の広い人や、優しい人、沢山の思いやりのある人々
がおられる倉吉を、もっと明るく、老若男女が生活しやすくしてほしい。固定資産税も高いしな…そ
りゃ定住は難しいな…けど、少しずつありがたいと思うことは増えているのは本当です。頑張って下
さい。いつもありがとうございます。

女 30代 小鴨

4
年金生活者の暮らしは大変なのに（年金が少しあがれば、それ以上に介護保険料の増税受給額は減額
で生活が苦しい）児童手当等、本当に子育ての為に使われているのか？疑問に思う。旅行をしたり、
遊びの為の費用の気がする。子供だけでなく、もっともっと全国民の生活も考えるべきと思う。

女 70以上 小鴨

5 何かをしようとするとき、しなければならないとき、ほとんどの分野において選択肢が少なく、市外・
県外で出ていかざるをえない。住んでいてこの地域に［未来の希望］のようなものを感じていない。 女 40代 上井

6

子どもたちがスポーツ活動等を自由にやらせる所等、例えば、境港夢みなとタワーであった、１フロ
アを開放し自由に遊ばせる所を造っている。この山陰地方は、冬の時期とか雨の日には、遊ばせる所
がない。だから、鳥取市・米子市等に行く事になる。その為倉吉に人が少なくなる。それと、どこに行
くのにも車の移動がかかせない。将来的に不安は残る。仕事にしても倉吉市に仕事がない為、米子ま
で毎日通勤している。地方創生も大事だが、住民の一人一人の生活を守りながらしてもらわないと人
は、逃げて行くと思う。現にとなりの湯梨浜町なんかは税金が子供の教育等に行きとどいている。倉
吉市から湯梨浜町に移る人は増えると思います。現に湯梨浜町に家を建てて移っている人もいます。

男 50代 灘手

7 年々、住みよい倉吉市に変わってきていると思います。これからも市民の声を取り入れた市政になる
ように願っています。 女 40代 上灘

8
個人情報がだだもれのこのアンケート必要ですか？意味のないアンケートに税金を使うな!!魅力のない
人を引きつける力のない所に人は増えない。子どもにお金をばらまくのも良いが、全く未来に続かな
い金を税金から使うな!!頭を使って、有意義な使い方をしろ!!

女 60代 無回答

9

元気なまち、くらしよし、未来へ！
とても良いキャッチフレーズだと思うが、それを掲げるのであれば
今後を担う若い世代、その子供たちが安心して暮らせる街にしてほしい。
凶悪犯罪は少ないが、現状暮らしやすいとは感じられない。
もちろん、そのためには高齢者への支援も欠かせないと思う。
また、若い世代の娯楽があまりにも少なすぎる。
若者が何を求めているのか、なぜ都会へ行ってしまうのかを理解し改善する必要がある。
若い世代を引き止めることができなければ、そこに未来などない。
若い世代がこの街に住み続けたい。
未来ある子供が安心して暮らせる。
高齢の方がこの街で一生を過ごせて良かったと思える街づくりに期待していきたい。

男 30代 上灘

10

市民のために日々ご尽力いただきありがとうございます。事情を知らない者が勝手な事を言って本当
に申し訳ありません。
・施策が経済に特化し、しかも特定の企業や団体へ支援、補助金が偏っているように見える
・�その一方で、子育て支援をはじめとした日々の暮らしの充実のための独自の取り組みがまったく見

られない
・住みよいまちづくりや人口減対策を間違えているように思う
・�市として、自分のまちをどのようにしたいのかビジョンが見えません。都合よく「〇〇のまち」と

言っているが
・�せっかく県美が開館したのだから、伝統文化の継承、振興や新しい芸術活動への支援策を打ち出し

てほしい
・�みつぼし踊りは倉吉駅前でやるべきと思う。ばえん祭とふつこう祭を立て続けにやる意味もわから

ない。調整すれば良いと思うのですが
・関金地区の振興に真剣に取り組んでほしいです。店舗や移住に使える空き家はないのでしょうか
　長々と申し訳ありませんでした

男 50代 上北条

11 倉吉市よりも湯梨浜や琴浦のほうが住民サービスが充実している印象がある 男 50代 社

12

若者が家を建てた後、屋根や外壁塗装のメンテを金銭面からしにくいです。住むことを条件に年払い
助成金をして欲しいです。
各申請や手続きを事前にwebで入力できるようになれば良い。筆記や印鑑は手間です。マイナンバー
カードがあるのでもっと利用したいです。
鳥取は車が無いと不便なので自動車税や車検代の軽減（同居世帯2台目以降）、1年に1回のガソリン
券支給5000円、スタッドレスタイヤ購入時補助などして欲しい。web申請で簡略。必要書類も写真
アップロードでできます。
お金をばらまいても知らないうちに食品、嗜好品に使ってしまいます。
有意義な手助けに税金を使って欲しいです。

男 40代 社

13

空気・水・農産物は豊富で美味しいですが、それだけが魅力の市ですね。若者の考えも閉鎖的な方々
が多いように思います。個性を出すと白い目で見られるような感じがします。個性的な方々はやは
り、大都市へ行ってしまうんですね。まちづくり、行政サービスは取り組んでおられると思います
が、駅周辺の寂しい感じが悲しいです。シニア世代の私は、これから年を重ねて行きますが、何を楽
しみに生きて行こうかと考えると不安になる事があります。

女 60代 上井

14
今は人口が多いからと高齢者を優遇したところで、経済を担っているのは生産人口世代。お金を使う
ところを間違えている。もっと子育てや若者を優遇しないと犯罪は増えるし、死者も増える。20～60
代を優遇するべき。そもそも今まで自分たちで自分たちの老後の蓄えを形成しなかった老人のために
なぜ税が若者たちから搾取されるのかわからない。

女 30代 成徳
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31．市議会に関する意見
記述内容 性別 年代 地区

1 倉吉市の市会議員をすべてかえてほしい 男 50代 社

2 市議会議員のひどさが嫌だ。対応の無責任さ、安っぽい仕事への態度など。もっと立派な方にやって
もらいたい。 女 60代 小鴨

3 議員を減らす事 女 70以上 成徳

4

議員削減を
倉吉市議会本会議で議員が採決方法を誤認し、委員会で不採択した陳情２件が採択されるという事態
が生じた。失念した一部議員が誤って起立したため、賛成多数で採択となった。同じ議案を同一会期
中に審理しない「一事不再理」の原則により採決のやり直しは出来ない。議員の判断は重く、勘違い
は許されないと新聞に記載され知るが議員の緊張感の欠如。議会の内容はどうでもいい時間が過ぎれ
ばいいと思っているのでは、どんな気分で議員をしているのか情けなくなる。議員数の削減を望みま
す。倉吉市財源は厳しい状況です。２人は削減しても議会運営に影響ないと思いますが？願うのは私
だけでしょうか？職員がこんな議員の下でいい仕事が出来る筈なし。

男 70以上 成徳

5 市議会選挙で１議員がある住民と結託して嫌がらせをします。いい事ばかり言ってますが事実はそう
です。こんな議員に税金を払いたくありません。倉吉市の汚点です。 女 50代 上灘

6
少子高齢化対策と言っている政治家は信用できない。無理な事をあたかもできるかのように言ってい
るだけの政治家はいらない。市議会議員は市報を配れ！何もしないなら！市報自体無駄！日本一、安心
で安全にくらせる市に、AI、ロボット、インフラ整備、IT活用、効率化は必要。頭を使ってほしい！

男 60代 上灘

32．その他
記述内容 性別 年代 地区

1 〈提案〉都市ガス配備 男 20代 西郷

2 倉吉市には、大変お世話になっています。今後も、市民の声に耳を傾けて頂き、より良い町になる
様、宜しくお願いします。（ご検討を…ご健闘を…乱筆失礼 女 70以上 無回答

3 老人であふれかえりすぎです。老人ばかりが楽な生活をしていて私たち働きざかりの50代には何の恩
恵もありません。毎日、苦しいだけの生活、これが現状です。なぐり書きですみません。 男 50代 明倫

4 取組中であるのですばらしいことだと思う。 男 50代 関金
5 元関金町職員が冷グウされていると聞きます。そのようなことがないようにお願いします。 女 70以上 関金

6
私はアナログ人間でスマホを持っていない（パットは有り）。便利なのはわかるがこの時間を大切にし
たく今は満足である。このよさを他の人には伝えれない。毎日ゆっくりと行動し、考え生活している
が年に何回か子供達の所（東京）に行く。これもよい刺激である。基本の基本をもう少ししっかりと
身につけて行く行政等、便利性ばかりではダメでこの場所がいいと思える所を伝えて行く!!

女 70以上 上小鴨

7 「Love 倉吉市。ワンダフルかつ暮らしやすい町、それが倉吉市だワン !!」倉吉市が今よりも、より良
い町になるように、協力＆応援しております！ 男 30代 上北条

8 魅力が全くない!! 答えたく
ない 40代 高城

9 田舎町倉吉市がすきです。課題が多くあっても、倉吉市に誇りを持っていますよ。 女 50代 明倫
10 会社が理解のある上司を育ててほしい。 女 無回答 無回答

11 スマートフォンの使用に限界を感じる。すべての事柄をスマートフォンに頼る事は出来ない。勉強会
をしてください。 女 70以上 関金

12 平日も土日でも街中走っても車も少ない日が多くなりました。祭りのときに集まるあの人々はどこへ
いらっしゃるのやらと思うことも… 男 40代 小鴨

13

変な書きこみばかりのわたしですが、倉吉市も日本も元気にできるような活動ができていけたら…手
足のしびれ、どうにかならんか…10年前、数年前歩いてもさみしかった赤瓦周辺、今日歩いたら一部
場所は活気があった。わたしは寅さんにつづき、韓国ドラマや恋谷橋などにつづき、今回もご縁はあ
りませんでしたが映画も成功するといいですね。たのしかったです、ありがとうございました。ご苦
労さまです。

男 40代 小鴨
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大きく改善 ………５ポイント以上増えたもの
やや改善 …………３ポイント以上５ポイント未満増えたもの
やや後退 …………３ポイント以上５ポイント未満減ったもの
大きく後退 ………５ポイント以上減ったもの

①あなたの日常生活について（問１～問23）
　○大きく改善

問18	 あなたは、倉吉市の文化財を知っていますか。

　○やや改善
問２	 あなたは日頃から読書、映画、音楽、スポーツや趣味などに取り組んでいますか。

　○やや後退
問５	 あなたは、お住まいの地区の学校が出している『学校だより』などをどのくらいの頻度で読んでいますか。
問23	 あなたは、倉吉市は「暮らし良し」まちだと思いますか。

　○大きく後退
問16	� あなたは、消費者トラブルや消費者問題など消費生活に関する情報が、適切に得られていると思いますか。

②子育て環境について（問24～問27）
　○やや後退

問26	 倉吉市は、子育てと仕事が両立しやすい環境が整っていると思いますか。

③倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について（問28～問39）
　○やや改善

問31	 倉吉市では、地域資源を活かして観光客を増やす取組を行っています。この取組に満足していますか。

　○やや後退
問34	� 倉吉市では、健康づくりを推進する取組を行っています。この取組は今後も重要だと思いますか。
問35	�� 倉吉市では、人権尊重と男女共同参画の実現を目指す取組を行っています。この取組は今後も重要だと思いま

すか。
問36	� 倉吉市では、生きる力を育む学校教育の充実を目指す取組を行っています。この取組は今後も重要だと思いま

すか。
問37	� 倉吉市では、文化･芸術活動を振興する取組を行っています。この取組は今後も重要だと思いますか。
問39	� 倉吉市では、地区コミュニティセンターを拠点に、地域住民が地域づくりに参画する取組を推進しています。

この取組は今後も重要だと思いますか。

④人権について（問40～問46）
　○やや後退

問46	� あなたは、同和地区（被差別部落）の起源や歴史、部落差別の現実（就職・結婚差別・差別発言・落書き・イン
ターネット上の書き込み等）についてどのくらい知っていますか。

⑤生活に関する総合満足度について（問47～問48）
　○やや後退

問47	� あなたは、倉吉市での生活にどの程度満足していますか。

Ⅵ　調査結果のうち、対前年比でポイントの変動が大きかったもの
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①生活環境や日常生活で感じていることなどについて 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問１　�あなたは日頃からウォーキン

グなど、何かスポーツに取り
組んでいますか。

「１．ほぼ毎日行っている」「２．
週に１回程度行っている」「３．月
に数回行っている」と答えた人の割
合（％）

47.0 48.7 47.6 1.7 △ 1.1

問２　�あなたは日頃から読書、映
画、音楽、スポーツや趣味な
どに取り組んでいますか。

「１．ほぼ毎日行っている」「２．
週に１回程度行っている」「３．月
に数回行っている」と答えた人の割
合（％）

66.1 67.3 71.1 1.2 3.8

問３　�あなたは日頃から文化や芸術を
鑑賞したり、自ら活動を行った
りすることがありますか。

「１．ほぼ毎日行っている」「２．
週に１回程度行っている」「３．月
に数回行っている」と答えた人の割
合（％）

17.6 16.0 17.0 △ 1.6  1.0

問４　�65歳以上の方にお伺いしま
す。あなたは、地域において
何か活動（老人クラブ、公民
館活動、趣味のサークル等）
をしていますか。

「１．ほぼ毎日行っている」「２．
週に１回程度行っている」「３．月
に数回行っている」と答えた人の割
合（％）

31.1 25.7 28.1 △ 5.4 2.4

問５　�あなたは、お住まいの地区の
学校が出している『学校だよ
り』などをどのくらいの頻度
で読んでいますか。

「１．毎回読んでいる」「２．時々
読 ん で い る 」 と 答 え た 人 の 割 合
（％） 51.7 50.4 46.1 △ 1.3 △ 4.3

問６　�倉吉市は高齢期になっても安
心して暮らせるまちだと思い
ますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％）

49.8 44.3 44.2 △ 5.5 △ 0.1

問７　�あなたは、ご自身が心身とも
に健康だと思いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％）

65.5 61.1 59.3 △ 4.4 △ 1.8

問８　�あなたは、普段から自主的に
健康づくりのための活動に取
り組んでいますか。

「 １ ． い つ も 取 り 組 ん で い る 」
「２．どちらかと言えば取り組んで
いる」と答えた人の割合（％）

48.2 49.8 48.1 1.6 △ 1.7

問９　�あなたは、日頃から利用して
いる「かかりつけ医」を持っ
ていますか。

「かかりつけ医」を持っていると答
えた人の割合（％） 68.8 73.7 74.5 4.9 0.8

問10　�あなたは、年に１回は健康診
査を受診していますか。

年に１回は健康診査を受診している
と答えた人の割合（％） 73.3 74.7 75.1 1.4 0.4

問11　�あなたは、身近な場所で必要
な時に適切な医療サービスが
受けられていると思います
か。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 77.2 75.5 78.0 △ 1.7 2.5

問12　�あなたは、日頃から買い物な
どをする際に、倉吉駅周辺の
商店や銀座商店街などを利用
していますか。

「１．いつも利用している」「２．
時々利用している」と答えた人の割
合（％） 31.5 31.2 31.9 △ 0.3 0.7

問13　�あなたは倉吉駅周辺の商店や
銀座商店街などの商店街は買
い物しやすく魅力があると思
いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 16.9 15.7 14.6 △ 1.2 △ 1.1

問14　�あなたは、買い物をするとき
に、マイバッグ等買い物袋を
持参していますか。

「１．いつも持参している」「２．
たまに持参している」と答えた人の
割合（％）

89.2 88.9 89.3 △ 0.3 0.4

問15　�あなたは、ご自身や家族が悪
質商法などの消費者被害に 
あわないように正しい知識を
身につけ、注意を払っていま
すか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 82.6 81.4 80.5 △ 1.2 △ 0.9

問16　�あなたは、消費者トラブルや
消費者問題など消費生活に関
する情報が、適切に得られて
いると思いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 54.8 57.0 51.9  2.2  △ 5.1

Ⅶ　回答の推移【2022年度～2024年度】
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①生活環境や日常生活で感じていることなどについて 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問17　�あなたのお住まいの地域で

は、いつどこで起きるかわか
らない災害に備えた防災体制
が整っていると思いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 48.8 41.8 40.7 △ 7.0 △ 1.1

問18　�あなたは、倉吉市の文化財を
知っていますか。

「１．知っている」「２．どちらか
と言えば知っている」と答えた人の
割合（％）

52.1 52.3 70.3 0.2 18.0

問19　�あなたは、倉吉市の情報を知
るために、日頃から市役所の
ホームページや市報くらよし
を見ていますか。

「 １ ． 月 に 数 回 程 度 見 て い る 」
「２．毎月見ている」と答えた人の
割合（％） 55.2 56.0 56.3 0.8 0.3

問20　�あなたは、倉吉市全体が、自
然、商業・工業地域、居住地
域などの土地利用のバランス
がとれていると思いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 28.6 27.4 29.2 △ 1.2 1.8

問21　�あなたは、地域のまちづくり
に自分の意見を反映させた
り、実際の活動に参加したい
と思いますか。

「１．参加したいと思う」「２．ど
ちらかと言えば参加したい」と答え
た人の割合（％） 29.6 30.0 29.1 0.4 △ 0.9

問22　�あなたのお住まいの地域で
は、自治公民館活動等を通
じ、市民同士がお互いに支え
合い、助け合っていると思い
ますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 52.1 50.4 51.5 △ 1.7 1.1

問23　�あなたは、倉吉市は「暮らし
良し」まちだと思いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％）

62.5 60.2 56.4 △ 2.3 △ 3.8

②子育て環境について 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問24　�あなたにとって、理想的な子

どもの数は何人ですか。
理想とする子どもの数の平均（人） 2.49 2.40 2.42 △ 0.09 0.02

問25　�中学生以下のお子さんがいる
方にお聞きします。あなたの
世帯では、子育てと仕事がう
まく両立できていますか。

「１．できている」「２．どちらか
と言えばできている」と答えた人の
割合（％） 59.0 66.6 67.8 7.6 1.2

問26　�中学生以下のお子さんがいる
方にお聞きします。倉吉市
は、子育てと仕事が両立しや
すい環境が整っていると思い
ますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 38.5 48.7 44.1 10.2 △ 4.6

問27　�中学生以下のお子さんがいる
方にお聞きします。あなた
は、子育てに不安を感じてい
ますか。

「１．かなり不安である」「２．ど
ちらかと言えば不安である」と答え
た人の割合（％） 64.1 53.8 53.5 △ 10.3 △ 0.3

③倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問28　�倉吉市では、農業が持続的に

発展していく取組を行ってい
ます。この取組に満足してい
ますか。

「１．満足」「２．やや満足」と答
えた人の割合（％） 23.4 21.6 22.2 △ 1.8 0.6

問28　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 76.9 78.8 77.5 1.9 △ 1.3

問29　�倉吉市では、地域の経済活動
が力強く行われ、地元での消
費が活発に行われる取組を
行っています。この取組に満
足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 20.7 19.6 19.4 △ 1.1 △ 0.2

問29　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 77.1 77.2 75.8 0.1 △ 1.4
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③倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問30　�倉吉市では、安定した雇用を

確保する取組を行っていま
す。この取組に満足していま
すか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 20.8 20.6 21.0 △0.2 0.4

問30　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 83.0 83.7 82.0 0.7 △ 1.7

問31　�倉吉市では、地域資源を活か
して観光客を増やす取組を
行っています。この取組に満
足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 29.7 26.7 30.7 △ 3.0 4.0

問31　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 80.0 80.9 78.8 0.9 △ 2.1

問32　�倉吉市では、子育てに希望と
喜びを感じられる子育て支援
の取組を行っています。この
取組に満足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 25.7 26.4 25.9 0.7 △ 0.5

問32　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 82.8 84.6 84.1 1.8 △ 0.5

問33　�倉吉市では、高齢者が住み慣
れた地域で心豊かに安心して
暮らすことが出来る取組を
行っています。この取組に満
足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 36.3 36.0 33.5 △ 0.3 △ 2.5

問33　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 86.2 88.6 86.4 2.4 △ 2.2

問34　�倉吉市では、健康づくりを推
進する取組を行っています。こ
の取組に満足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％）

58.7 55.8 54.6 △ 2.9 △ 1.2

問34　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 87.4 89.2 84.6 1.8 △ 4.6

問35　�倉吉市では、人権尊重と男女
共同参画の実現を目指す取組
を行っています。この取組に
満足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 31.3 31.6 31.6 0.3 -

問35　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 66.6 67.5 63.6 0.9 △ 3.9

問36　�倉吉市では、生きる力を育む
学校教育の充実を目指す取組
を行っています。この取組に
満足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 29.8 29.8 28.7 - △ 1.1

問36　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 77.1 80.6 77.6 3.5 △ 3.0

問37　�倉吉市では、文化･芸術活動
を振興する取組を行っていま
す。この取組に満足していま
すか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 40.7 41.2 44.1 0.5 2.9

問37　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 71.9 73.7 69.6 1.8 △ 4.1

問38　�倉吉市では、県外からの移住
者や交流を持つ人を増やす取
組を行っています。この取組
に満足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 28.4 27.5 27.9 △ 0.9 0.4

問38　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 72.1 73.1 71.1 1.0 △ 2.0
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③倉吉市の取組の現状の満足度と今後の重要度について 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問39　�倉吉市では、地区コミュニ

ティセンターを拠点に、地域
住民が地域づくりに参画する
取組を推進しています。この
取組に満足していますか。

「１．満足している」「２．どちら
かと言えば満足している」と答えた
人の割合（％） 32.1 31.4 31.7 △ 0.7 △ 0.3

問39　�また、この取組は今後も重要
だと思いますか。

「１．重要」「２．やや重要」と答
えた人の割合（％） 65.7 68.3 65.3  2.6  3.0

④人権について 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問40　�あなたは、男性は外で働き、

女性は家庭を守るべきである
という考え方をどのように思
いますか。

「３．どちらかと言えばその通りだ
とは思わない」「４．その通りだ
とは思わない」と答えた人の割合
（％）

85.7 84.5 85.6 △ 1.2 1.1

問41　�あなたの身の回りでは、社会
における男女の機会均等がは
かられていると思いますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％）

30.3 33.5 33.8 3.2 0.3

問42　�あなたの家庭では、男女の区
別なく家事、子育て、介護を
分担して行っていますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％）

52.0 50.9 50.0 △ 1.1 △ 0.9

問43　�あなたは、過去５年間に差別
や人権侵害を受けたことがあ
りますか。

「１．ある」と答えた人の割合（％）
13.2 13.2 13.0 - △ 0.2

問44　�あなたは、過去５年間に人権
問題に関する学習会や講演
会・研修会に参加したことは
ありますか。

「1.10回以上参加した」「2.5～
９回参加した」「3.1～４回参加し
た」と答えた人の割合（％） 52.1 48.7 49.8 △ 3.4 1.1

問45　�あなたは、職場や学校、地域
など身近なところで、人権が
十分に保障されていると感じ
ていますか。

「１．そう思う」「２．どちらかと
言えばそう思う」と答えた人の割合
（％） 48.5 49.6 47.6 1.1 △ 2.0

問46　�あなたは、同和地区（被差別
部落）の起源や歴史、部落差
別の現実（就職・結婚差別・
差別発言・落書き・インター
ネット上の書き込み等）につ
いてどのくらい知っていま 
すか。

「１．よく知っている」「２．少
し知っている」と答えた人の割合
（％）

66.6 64.6 61.6 △ 2.0 △ 3.0

⑤生活に関する総合満足度について 2023年 2024年 2025年 23-'24 24-'25
問47　�あなたは、倉吉市での生活に

どの程度満足していますか。
「１．とても満足している」「２．
どちらかと言えば満足している」と
答えた人の割合（％）

64.0 62.6 59.5 △ 1.4 △ 3.1

問48　�あなたは、これからも倉吉市に
住み続けたいと思いますか。

「１．ずっと住み続けたい」「２．
出来るなら住み続けたい」と答えた
人の割合（％）

75.7 76.0 74.4 0.3 △ 1.6

問59　�あなたの世帯は、お住まいの
地域の自治公民館等に加入し
ていますか。

「１．加入している」と答えた人の
割合（％） 86.1 85.8 84.7 △ 0.3 △ 1.1
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